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ま え が き 

熱帯地域の僻地住民の生活基盤の向上を計るため、林業と農業、あるいは畜産 

業との共存形態であるアグロフォレストリーの重要性が広く認識されるようにな 

ってきている。 

この分野の国際的な研究機関として、アフリカのナイロビにあるI CRAF 

（アグロフォレストリー国際研究評議会）は、この問題について多面的な活動を 

行っている。 

このI CRAF からアグロフォレストリーの科学実践シリーズを出版している 

が、そのひとつとして「アフリカの乾燥地域におけるアグロフォレストリー」を 

1988 年にSIDA（スエーデン国際開発庁）の資金援助のもとで出版した。 

この書は、最近増大しつつあるアフリカでの農林業活動を推進するひとつの基 

盤として、又、地域住民の中でボランティア活動を行っている方々にとって、ア 

グロフオレストリーを考える場合の入門解説書として、大きな役割を果たす優れ 

た出版物といってよい。 

この書の一部の日本語への訳出について、 I CRAF の関係者から好意ある許 

可と援助をいただいた。 

このたび東京大学の井上真氏の監修によって学生有志による一部の訳出を行い、 

当センターの熱帯林情報シリーズとして印刷して広く関係者に役立たせることに 

した。 

ここにI CRAF のご好意に心から謝意を表したい。又、訳出者の努力に謝す 

るとともに、この書が広く熱帯林問題の関係者に役立つよう望みたい。 

平成4年3月 

（財）国際緑化推進センター 

理事長 秋 山 智 英 
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第1部 通俗科学としての 

アグロフォレストリー 

-1ー 

第 1部 通俗科学としての

アグロフォレス トリー



第1章 アグロフォレストリー入門 

1 . 1 節 アグロフオレストリーとは何か？ 

アグロフォレストリーは農業開発や環境問題の専門家たちの間では馴染みのあ 

る概念であるし、科学者やプラナーたちによってアフリカでの農村開発のための 

解決策として引合いに出されることもしばしばある。アグロフォレストリーの言 

葉は広く知られ、それに付随して楽観主義もはびこっているが、アグロフォレス 

トリーの本当の意味はよく理解されていないことが多い。この手引書では、アグ 

ロフオレストリーを、樹木や灌木と、作物や動物とが、緊密な関係を持つすべて 

の生産活動と定義する。この関係は、生態的な関係であると同時に経済的な関係 

でもある。アグロフォレストリーの活動は、同じ場所でしかも同時になされる 

（間作および関連作業）場合もあり、同じ場所であっても時期をずらしてなされ 

る（循環的な生産活動）場合もある。アグロフォレストリーが行われる場所のサ 

イズは、菜園あるいは農地ぐらいの規模から、小さな集水域、はては広大な共有 

放牧地の規模に至るまで様々である。 

人によっては、例えば土壌を肥沃にするため灌木の列の間で作物を育てたり、 

あるいは多層をなす家庭菜園で多種の植物を育成する、といった特別な生産活動 

をアグロフォレストリーと言っている。また、アグロフォレストリーは湿潤熱帯 

の環境や耕作体系としばしば深いつながりをもつ。そのため、アグロフオレスト 

リーのプロジェクトが、湿潤熱帯とは違う環境で生活している人々の需要には合 

わないこともある。 

もしもアグロフォレストリーが、農村地域のバラエティーに富む環境において、 

人々のニーズを満たすべきであるならば、アグロフォレストリーを固定的な植物 

の配列、あるいは特別な組合せへのアプローチとしてよりも、むしろ土地利用へ 

のアプローチとして位置づけることが重要である。様々な種類のアグロフオレス 

トリーを検討することは、アフリカの乾燥地域を含む異なる環境でも導入可能な 

アグロフォレストリーの形態を思い描く基礎となる。これらは、作物を伴う樹木、 

牧草を伴う樹木、家畜を伴う樹木、特定の場所に置かれて風景にはまっている樹 

木、等を含むいくつかの生産活動に分類されうる。アグロフォレストリーの様々 
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第 1章 アグロフォレストリー入門

1.1 節 アグロフォレス トリーとは何か ?

アグロフオレストリーは農業開発や環境問題の専門家たちの間では馴染みのあ

る概念であるし、科学者やブラナーたちによってアフリカでの農村開発のための

解決策として引合いに出されることもしばしばある。アグロフォレストリーの言

葉は広く知られ、それに付随して楽観主義もはびこっているが、アグロフォレス

トリーの本当の意味はよく理解されていないことが多い。この手引書では、アグ

ロフォレストリーを、樹木や潅木と、作物や動物とが、緊密な関係を持つすべて

の生産活動と定義する。この関係は、生態的な関係であると同時に経済的な関係

でもある。アグロフオレストリーの活動は、同じ場所でしかも同時になされる

(間作および関連作業)場合もあり、同じ場所であっても時期をずらしてなされ

る (循環的な生産活動)場合もある。アグロフォレストリーが行われる場所のサ

イズは、菜園あるいは農地ぐらいの規模から、小さな集水域、はては広大な共有

放牧地の規模に至るまで様々である。

人によっては、例えば土壌を肥沃にするため潅木の列の間で作物を育てたり、

あるいは多層をなす家庭菜園で多種の植物を育成する、といった特別な生産活動

をアグロフォレス トリーと言っている。また、アグロフォレス トリーは湿潤熱帯

の環境や耕作体系としばしば深いつながりをもつ。そのため、アグロフォレスト

リーのプロジェクトが、湿潤熱帯とは違う環境で生活している人々の需要には合

わないこともある。

もしもアグロフォレス トリーが、農村地域のバラエティーに富む環境において、

人々のニーズを満たすべきであるならば、アグロフォレストリーを固定的な植物

の配列、あるいは特別な組合せへのアプローチとしてよりも、むしろ土地利用へ

のアプローチとして位置づけることが重要である。様々な種類のアグロフォレス

トリーを検討することは、アフリカの乾燥地域を含む異なる環境でも導入可能な

アグロフオレス トリーの形態を思い描く基礎となる。これらは、作物を伴う樹木、

牧草を伴う樹木、家畜を伴う樹木、特定の場所に置かれて風景にはまっている樹

木、等を含むいくつかの生産活動に分類されうる。アグロフオレス トリーの様々
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な形態については、第2部でより詳細に説明する。 

＜耕地におけるアグロフオレストリー＞ 

耕地の中に樹木を散在させて行うアグロフォレストリーは、アフリカの乾燥地 

において、最も広く実施されている形態のーつである（4.1節）。通常、樹木は 

伐られることがなく、十分に大きくなる。また、単木で散在する場合もあれば群 

れで散在する場合もある。農民たちが耕地に樹木を植えて大切にする目的も場合 

によりけりである。価値ある生産物を樹木から得ることを主要目的とする場合も 

あれば、樹木を耕地に導入することによって農作物の生産を高めたり、土壌・水 

文条件を改善したりすることを目的とする場合もある。 

マルチパーパスツリーや樹木作物を含む植生を、等高線に沿って植える方法 

(4.2節）は、アフリカのサハラ以南の多くの場所で行われている耕作方式によ 

く適合するアグロフォレストリーの形態である。等高線に沿って植物を植えると、 

傾斜のある耕地の土壌浸食が防止されるし、また食料、飼料、あるいは木材など 

の生産物を得ることもできる。これらの生ける防御壁は草本類のみで構成されて 

いてもよいが、樹木や灌木があるほうが望ましいことが多い。 

マルチパーパスツリー、牧草、草本性植物は、土壌保全・水分保持のための建 

造物一等高線に沿って作られた小規模な畝や溝から、耕地のベンチテラス（段丘） 

まで、その規模は様々であるーの縁や、耕作できないところに沿って植えられる。 

これらの植物は、自家消費用・販売用の生産物を提供すると同時に、農地保全用 

建造物を風雨から守る働きもする。 

アレイクロッピング、すなわち灌木列の間で間作すること、はおそらくアグロ 

フォレストリーのなかで最も知られていながら、実はあまり理解されていない形 

態である。アレイクロッピングには多くの型があるが、たいていは数列の一年生 

作物の間にマルチパーパスツリーを列状に植えるという形態をとる。この何列か 

の生け垣は、マルチ（根覆い）を作るために枝打ちされる。そして、そのマルチ 

は土壌に養分を与え、また土壌を被覆することを目的として、耕地に与えられる。 

もうーつの組合せは、多層で間隔の狭い樹木の間に、一年生植物を間作する型 

である。耕地に樹木を散在させる形態と異なり、この組合せの場合、耐陰性の強 

い作物が主体で、また樹木の種類も多様である。この形態は、耕地が舞台となっ 
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フォレス トリーのなかで最も知られていながら、実はあまり理解されていない形

態である。アレイクロッピングには多くの型があるが、たいていは数列の一年生

作物の間にマルチパーパスツリーを列状に植えるという形態をとる。この何列か

の生け垣は、マルチ (根覆い) を作るために枝打ちされる。そして、そのマルチ

は土壌に養分を与え、また土壌を被覆することを目的として、耕地に与えられる。

もう一つの組合せは、多層で間隔の狭い樹木の間に、一年生植物を間作する型

である。耕地に樹木を散在させる形態と異なり、この組合せの場合、耐陰性の強

い作物が主体で、また樹木の種類も多様である。この形態は、耕地が舞台となっ
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ている点と、樹木の間隔が少し広いとう点を除けば、家庭菜園と類似している。 

この形態がより広く見受けられるのは湿潤地域であるが、アフリカの乾燥地帯に 

おいても、天水に頼っている耕地と灌慨された耕地の両方で、この形態のアグロ 

フォレストリーが導入されてもよい。 

樹木の葉で耕地を被覆したり（マルチング）、堆肥を与えたり（コンポステイ 

ング）、葉を盛り上げて畝を作ったり（マウンディング）するためには、必ずし 

も耕地に樹木がなくてもよい。しかし、土壌の保護・改良、および作物の収量増 

加のために樹木の葉を利用することも、アグロフオレストリーに含まれる。マル 

チングの場合は、直接葉で上壌を覆う。コンポスティングでは、葉と小枝を肥料 

と混ぜることによって、有機肥料ができあがる。マウンディングでは、葉と小枝 

を草と混ぜ、耕地に長い畝を作る。その畝に土をかぶせ、放置して腐食させ、翌 

シーズンその畝に作物を植えるのである。 

＜休閑地におけるアグロフォレストリー＞ 

休閑地とは、 1 シーズンから数年間、作物なしで放置されている耕地のことで 

ある。休閑の目的は、前期の耕作にかかわって生じる虫害、病害、雑草を制御す 

ること、および消耗した土壌養分を回復させることにある。土壌が回復すると、 

作物が1シーズンあるいはそれ以上にわたって生産されるが、そのあと再び休閑 

となる。改良休閑地（4.5節）では、自然植生が抜き伐り・除草され、また樹木、 

草本性植物、動物が自然植生に追加・交換される。通常、改良休閑地では、自然 

の休閑地よりも早く耕地の肥沃度が回復し、次期の作付まで比較的短い休閑期を 

おくだけでよいと期待される。また、将来の耕作一休閑のサイクルを通して維持 

されうる、永年生の樹木や灌木を導入することも可能である。 

＜牧草地・放牧地におけるアグロフオレストリー＞ 

木本性植物を牧草や他の草本性飼料植物と組合せるシルボパストラル・システ 

ム（第7章）は、アフリカの半乾燥地帯で広くみられる。放牧地における粗放な 

シルボパストラルにおいては、自然に生えてきた樹木や灌木の中から、動物の飼 

料として特別価値のあるものが選ばれ、保護・管理される。しかし、樹木は既存 

の牧草に混じって、あるときは単木で散在的に、あるときは郡状に、また希なケ 
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ースではあるが一列にあるいはーまとめに植えられる。これらの樹木は、家畜に 

対して高タンパク飼料を提供するのみならず、建築用小丸太、燃材、果実、それ 

に樹脂などの換金できる産物を提供してくれる。 

もっと集約的なシルボパストラル・システムは、農業地帯にみられる天然牧草 

地および改良牧草地でみられる。自然に生えてきた樹木は選択的に管理され、マ 

ルチパーパスツリーや飼料用灌木は、単木であちこちに、あるいは等高線に沿っ 

て一列に、はたまた群状に、あるいはーまとめに植えられる。生産物は、木材か 

ら果実、燃材、高タンパク飼料まで幅が広い。このような状況のもと、放牧地で 

みられる粗放なシルボパストラル・システムよりも、牧草地での樹木は、その間 

隔が狭く、より集約的な手入れがなされている。 

＜境界線および境界地でのアグロフオレストリー＞ 

生け垣、および柵の生木支柱（6.1節）は、人々と彼らの住居、作物、動物、 

その他の財産を守るためにアフリカ中で利用されている。それらの柵は、動物を 

中に囲ったり、あるいは人間や動物を特定の場所から排除することを意図して作 

られる。柵は、植物だけで構成される場合もあれば、支柱として生木力沫リ用され 

て、他の部分は針金、枯れ枝、葦で作られる場合もある。 

境界の目印（6.2節）は、生け垣とは異なるものである。というのは、境界の 

目印は、境界をはっきりと示すことが目的であり、必ずしも生きた柵を形作らな 

くてもよいからである。境界に目印をつけることが、それほど重要ではない場所 

においてさえ、境界のスペースは、他の場所の他の土地利用には適合しない樹木 

や灌木を植栽する便利な場所ともなる。特別な種類の大木は、単木で植えられる 

こともあり、用材原木やマルチパーパスツリーは、列状に、あるいは密集した垣 

根状に植栽されることも有り得る。 

防風林（6.3節）は、必ずしもそうであるとは限らないが、所有地あるいは耕 

地を分ける境界に作られることが多い。主な役割は、家、耕地、牧草地、土壌、 

水資源を風害から守ることである。形態は様々で、村全体のための長い防風林も 

あれば、ひとつの耕地あるいは住居用の小規模なものもある。防風林は多層な樹 

木によって構成され、一列あるいはそれ以上の樹木の列が、最も頻度の高い風向 

きに対して垂直方向に配置される。 
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＜水路沿いでのアグロフォレストリー＞ 

氾濫原での菜園（6.4節）は、川岸の比較的平らで安定した場所に沿った、あ 

るいは湖や池の縁にある、孤立した低地で見られる。これらの菜園には、野菜、 

薬用植物、スパイス、根菜類のみならず、樹木、灌木、蔓性植物が植栽される。 

そのような場所は公共用地、あるいは共同体所有地にある場合が多く、そこでは 

管理が行き届いた、私有のあるいは共同の菜園が維持されている。これらの場所 

は、水や肥沃な土壌に恵まれており、比類ない潜在的生産力をもつ。 

水路を横切る石と木で作られた侵食制御用の建造物（堰）を安定化させるため、 

マルチパーパスツリー、灌木、草本類が植栽される（5.1節）。これらの植生は、 

浅い水路の下流域を横切る生きた建造物を形成したり（列状に植えられて堰の役 

目を果たしたり）、あるいは土砂で埋まった侵食制御用建造物の後背地を安定化 

させるために利用されるかも知れない。このような場所は、ー旦安定化すると生 

産力が著しく向上する。というのは、かつての氾濫により土壌やその他の堆積物 

で満たされた建造物の背後へ入ってゆく地表水および地表下の水の排水を、制御 

できるからである。これらの場所で育った樹木から木材、燃材、飼料が生産され、 

場合によっては農民たちがこれらの場所を、小面積ではあるが果樹や野菜の生産 

に利用することもある。 

マルチパーパスツリーと樹木作物は、牧草類と共に小川、排水溝、水路の土手 

の斜面にも植えられる（5.3W, 6.4節）。そのような場所では、これらの植生が斜 

面の土壌を保護し、水路に日陰を作り、燃材、飼料、果実、などを生産する。 

＜居住地におけるアグロフオレストリー＞ 

家庭菜園（4.4節）は、アフリカのどんな生態域でも、そしてどんな耕作シス 

テムのもとでも、見ることができる。家庭菜園におけるアグロフォレストリーの 

形態は、野菜や薬用・香料植物の小菜園に、樹木や灌木を少しだけ導入するもの 

から、果樹、野菜、薬用・香料植物、換金作物が、用材、燃材、飼料用の樹木と 

層をなすものまで、様々である。家庭菜園は、より大きな生産システムの一部を 

なす場合もあるが、特に耕作可能な土地をほとんど持たない貧しい人々にとって、 

家庭菜園は生産の中心であり、主要な食料源および現金収入源として位置付けら 

れる。 
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家の周囲に装飾および風よけのために植林すること（6.6節）も、アグロフオ 

レストリーに含まれる。例えば、葡萄のような果実のなる蔓生植物が、大きな観 

賞用樹木と組み合わされたり、野菜畑が、花をつける樹木や装飾的な樹木の列と 

組み合わされたりする。大きな被陰樹の下あるいはフェンスで囲われた果樹木の 

下は、樹木や野菜の安全で便利な苗床となる。生け垣はまた、動物の侵入を防ぐ 

ためであれ、土地利用を区別するためであれ、居住地において不可欠の要素であ 

る。そして、生け垣の装飾として、花をつけ実のなる蔓や灌木がよく利用される。 

居住地における植林が直接的なアグロフォレストリーではない場合でも、その活 

動は樹林地の造成・管理のための新しいアグロフォレストリーの試みであり、ま 

た展示でもある。 

＜公有地および共有地におけるアグロフォレストリー＞ 

公有地における、装飾的な、象徴的な、そして風避けのための植林（6.6節） 

にはいろいろな形があるが、そのほとんどはアグロフォレストリーの形態はとら 

ない。しかし、公有地は、新しいアグロフォレストリーを村の人々に見せるのに 

格好な場所である。公有地での木本性植物の利用は、宗教的・文化的に重要な― 

本の大木から、装飾的な樹木を含む公共のフラワーガーデンまでさまざまである。 

木陰、果実、飼料を提供してくれる樹木は、公共の市場、井戸、診療所、礼拝所 

といった場所に植えられる。 

公有地には、木材、飼料、食料、それに換金作物の生産にあてられる共同体の 

土地も含まれる。これらの場所は、樹林地、大農園、あるいは菜園の形をとり、 

樹木と灌木は、動物や草本性植物と組み合わされる。たいていの共同体用地は、 

その内部で、あるいは生け垣として、アグロフオレストリーが適用される可能性 

をもつ。 

道路沿いの植栽は、公有地における他の植栽と類似性がある。そこには、観賞 

用植物や被陰樹、あるいは地場消費される有用な生産物を提供してくれる樹木が 

用いられる。また、道路沿いの植栽は、アグロフォレストリー用の樹種や、アグ 

ロフォレストリーの活動そのものを見せるのに利用されうる。道路沿いは、牧草 

と樹木の組合せ、あるいは十分に開発されたアグロフォレストリー生産システム 

に格別適した場所である。政府機関あるいは住民は、被陰、飼料、燃料、油とり 
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その内部で、あるいは生け垣として、アグロフォレストリーが適用される可能性

をもつ。

道路沿いの植栽は、公有地における他の植栽と類似性がある。そこには、観賞

用植物や被陰樹、あるいは地場消費される有用な生産物を提供してくれる樹木が

用いられる。また、道路沿いの植栽は、アグロフォレストリー用の樹種や、アグ

ロフォレストリーの活動そのものを見せるのに利用されうる。道路沿いは、牧草

と樹木の組合せ、あるいは十分に開発されたアグロフォレス トリー生産システム

に格別適した場所である。政府機関あるいは住民は、被陰、飼料、燃料、油とり
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用の種、果実その他の産物を目的として、道路沿いに樹木を植える。多くの場合、 

公有地におけるこれらの樹木列の間で、人々は牧草を生産し、一年生作物を栽培 

するのである。 

＜森林、樹林地、植林地におけるアグロフォレストリー＞ 

森林のエンリッチメント（充実させること）は、土壌や水資源を保護・改善す 

ることにより、木材生産を増加させることにより、あるいは新しい多産な動植物 

が加わることにより、樹木で覆われた土地をより有用なものにすることができる。 

このような森林のエンリッチメントは、単に択伐と現存する森林植物の保護を意 

味することもあれば、マルチパーパスツリー、草本性作物、家畜の導入まで拡大 

解釈されることもある。開墾地の土壌侵食を防ぐため、あるいは土壌保全をねら 

って樹木が植栽される場所では、樹木は被陰のための草本性植物のみならず、水 

・土壌保全用の建造物と組み合わされる。 

タウンヤ型アグロフォレストリーは、新しい植林地の造成を、食料や換金作物 

の生産と組み合わせる。農民たちは、土地を伐開・整地し、樹木の苗木に沿って 

作物を植え付け、樹冠が閉鎖するまでの数年間、樹木と作物の両方を保育・管理 

する0 そして、同じプロセスを別の新しい場所で繰り返す。この方法だと、再造 

林の費用を削減することができるが、多くの場合、農民と森林居住者は低賃金で 

働き、結局は農地や森林産物を利用できなくなる。しかしながら、タウンヤ・シ 

ステムならば、長期にわたる森林開発だけでなく、地元住民が耕作を続けるため 

の条件をも組み込むことができる。このシステムは、湿潤熱帯で最も広範囲に行 

われてきたが、乾燥アフリカでも、放牧地を再生したり、植林地を造成するため 

に活用されうる。短期耕作に樹木を組み合わせることが、森林消失と土地の劣化 

への対処方法になりうるならば、どんな状況であってもこの方法は有効であろう。 

植林地のエンリッチメントは、森林の場合とよく似ている。しかし、植林地の 

場合、比較的小さな面積で、樹木と他の植物をより集約的に管理することになる。 

植林地は、農地から牧草地までどんな所にでも造成できるが、いったん植林地と 

なると、森林に類似した多くの景観上の特徴を持つようになる。現存の植林地は、 

マルチパーパスツリー、草本性作物、動物の導入により、エンリッチメントが可 

能である。新しいアグロフオレストリー植林地は、燃材と飼料を産出し、より多 
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様な生産物やサービスを提供し、そしてその場所の土壌と水分を維持するように 

計画される。 

樹木作物の農園では、必ずしもアグロフォレストリーを実施する必要はないが、 

そうすることもできる。草本性のカバークロップは、被陰、マルチ、木材を提供 

してくれる上層木とともに、換金用樹木作物の林分に導入することができる。例 

えば、柑橘類やココヤシの果樹園に牧草を植えて、統制のとれた放牧を行う農民 

もいる。また、コーヒーや茶の農園に被陰樹を散在させれば、土壌肥沃度が高ま 

り、しかも燃材や木材を採ることもできる。 

1 . 2節 環境：乾燥アフリカ 

サハラ以南のアフリカでは、さまざまな物理的・文化的・経済的環境のもとで、 

およそ4億5千万の人々が生活している。主要な生態域は、青々と繁った熱帯林、 

高原の涼しい大草原、湿潤な山地林、半乾燥のサバンナである。これらの地域は 

大陸部では気候、降雨、植生を表す3枚の地図で描かれ、サハラ以南の西アフリ 

カでは気候帯を表す1枚の地図に描かれる。 

植生図で用いられる用語は、本書の終わりまで使用される。これを、広く用い 

られている他の2つの用語（平均年間降雨量を基準として分類される）と比較す 

ると、次のようになる。 
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計画される。

樹木作物の農園では、必ずしもアグロフォレストリーを実施する必要はないが、

そうすることもできる。草本性のカバークロップは、被陰、マルチ、木材を提供

してくれる上層木とともに、換金用樹木作物の林分に導入することができる。例

えば、柑橘類やココヤシの果樹園に牧草を植えて、統制のとれた放牧を行う農民

もいる。また、コーヒーや茶の農園に被陰樹を散在させれば、土壌肥沃度が高ま

り、しかも燃材や木材を採ることもできる。

1.2 節 環境 :乾燥アフリカ

サハラ以南のアフリカでは、さまざまな物理的・文化的・経済的環境のもとで、

およそ 4億 5千万の人々が生活している。主要な生態域は、青々と繁った熱帯林、

高原の涼しい大草原、湿潤な山地林、半乾燥のサバンナである。これらの地域は

大陸部では気候、降雨、植生を表す 3枚の地図で描かれ、サハラ以南の西アフリ

カでは気候帯を表す 1枚の地図に描かれる。

植生図で用いられる用語は、本書の終わりまで使用される。これを、広く用い

られている他の2つの用語 (平均年間降雨量を基準として分類される)と比較す

ると、次のようになる。
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これらそれぞれの環境の中で、人々の居住型、生活様式、土地利用システムは、 

土地そのものよりもっと多様である。アフリカ大陸の至るところで、ほとんどの 

人々は、土地利用様式、経済状況、自然環境の、急速かつ劇的な変化に直面して 

いる。変化の歩調は、天然資源と人々の福祉を支える新しい土地利用方法を開発 

する地方の組織体及び国立公共機関の能力をしばしば越える。とりわけ、かんば 

つや飢饉がますます当たり前となってきた、乾燥度合が強く脆弱な地域では、そ 

の傾向が強い。 

サハラ以南のアフリカのおよそ3分の2はサバンナと草原で、大部分の人々は 

ここに住んでいる。この地域での作物及び家畜生産は、不規則で不十分な降雨と 

土壌・水・植物資源の劣化、すなわちよく砂漠化と呼ばれる過程、によりますま 

す制約を受けるようになってきている。全体的には、比較的湿潤なサバンナや樹 

林地を犠牲にしながら、砂漠とそれに付随する乾燥サバンナ地域が拡大する傾向 

が見られる。アフリカの生態域図を見ると、このプロセスがどれくらい進んでい 

るかわかる。すでに相当な地域がある程度砂漠化されており、他の地域もまもな 

く砂漠化の影響をうけるであろう。 

砂漠化はいろいろな形態をとり、農村地域の人々の生活に直接的・現実的な影 

響を与える。植生の消滅、風雨による土壌侵食、土壌生産性の低下一これらすべ 

ては、牧夫、農民、森林産物採集者、職人、商人の暮らしに影響を与える。この 

ような環境のもと、十分な食料生産への需要圧力が、伝統的な土地管理システム 

を崩壊させることが多い。人々は、やがては自分たちの天然資源を破壊するであ 

ろう耕作、牧畜、木材収穫の方法をいやいやながら取り入れるかも知れないし、 

あるいは他の土地へ移ることを選ぶかも知れない。 

人々が、以前よりも低い生活水準やより困難な生存に身を委ねることもありう 

る。例えば、燃材を集める女性たちは、樹木や灌木の最適な樹種が再生産されず、 

不足していることを知る。これは、昔に比べて調理用の燃材が少なく、また食事 

の回数や栄養が少ないことを意味する。燃料としてフンを使うこともあるが、こ 

れは本来ならば耕地に与えられるべき重要な栄養源を土壌から奪うことになる。 

女性と子供たちは、燃材探しにますます長い時間を費やしている。 

食物と収入を家畜に依存する男性、女性、子供たちは、家畜に与えるのに十分 

な飼料を見つけるために、より長い距離を、しかもより頻繁に歩き回らなくては 
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ならないことに気づく。時には、乾季に栄養のある鞘をつける大木が農民や炭焼 

きにより伐り倒され、牧夫は市場で乾季の飼料を買うか、家畜を低い値で売るか、 

あるいは家畜が死ぬのを黙って見ているか、しか方法がなくなる場合もある。サ 

バンナから樹木が消えるにしたがって土壌はむき出しになり、多くの場合、地表 

がとても堅くなって雨が通らなくなる。以前はゆるやかな土壌表面流あるいは深 

部の浸透水により潤っていた小川や井戸が渇れ初め、牧夫は水場を求めてより長 

い距離を歩かなければならなくなる。 

人々が全面的に農業に依存していようと、家畜を飼育していようと、乾燥地で 

小規模な農業を営む人々もまた砂漠化により深刻な影響を受ける。土壌侵食の影 

響を被った地域では、風は乾燥し水資源は減少し、すべての農作物が失われる。 

いくらか条件のよい年でも、侵食された土壌の肥沃度が低く、しかも物理的条件 

が乏しいため、農作物の収穫高は少ない。収穫高が減少すると、農民たちは放牧 

用地、樹林地、休閑地を犠牲にしながら耕地を拡大する。この過程が続くにつれ 

て、燃材、飼料、自然の食物、建築用小丸太を提供してくれる資源が、過剰利用 

によりいっそう減少する。 

どんな土地利用が砂漠化の原因となっているのか、あるいは大規模な気候変化 

が起こっているのかどうか、というレベルを超える重要な議論がある。土地利用 

が土地劣化の主要原因であると信じている人々の間でさえ、そもそもこの問題が 

農村の人々による土地利用に由来するのか、あるいは国の経済政策に由来するの 

か、に関して意見の不一致が広くみられる。いずれにせよ、大勢の人々と広大な 

土地が危機に瀕していることは確かである。気候変化による悪影響に順応し、資 

源の不適切な利用あるいは過剰利用によってもたらされる回避可能な損害を妨ぎ、 

あるいは福に転じることのできる土地利用が必要とされている。これはアフリカ 

の乾燥地域の全域で広く用いられている持続可能な生産システムを、よく調べ、 

復活させ、適用しあるいは発展させるための野心的なイニシアチブの必要性を暗 

示している。 

どんな新しい土地利用システムでも、農村社会の経済的・社会的条件にふさわ 

しくなければならない。人々が購入することの出来ない道具や材料を使わないで、 

彼らの基本的要求を満たす土地利用であるべきだ。つまり、有用な生産物を供給 

し、天然資源を保全・回復し、高価な原料に依存せずに自足可能な土地利用が必 
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要なのである。 

これら3つの基準を満たすどんな土地利用システムも、農村社会の伝統、知識、 

技能、そして現になされている試み、を基盤とするであろう。アフリカの乾燥地 

域のほとんどで、アグロフォレストリーは常に地域の土地利用及び資源管理シス 

テムにおける重要な構成要素となってきた。もしこれらの地域に住む人々が環境 

劣化と砂漠化の被害者であり且つ加害者であったならば、彼らはまた土地の賢明 

な利用者であり且つ治療師でもあったといえる。大陸の環境や文化と同様に多様 

な彼らの経験や技能は、生態学的に健全な土地利用システムの開発への現実的な 

第一歩と、将来への希望を与えてくれる。 

1 . 3節 アグロフォレストリーの役割 

アグロフォレストリーは、サハラ以南のアフリカにおける食料、燃材、現金収 

入、動物の飼料、建築材料等の不足に対する回答であるばかりでなく、土地及び 

水の劣化問題に対する解決策としてよく引き合いに出される。そのような地域で 

の持続可能な土地利用システムの開発のために、アグロフォレストリーが実際に 

貢献できることは何であろうか。この問に答える際、アグロフォレストリーは、 

あらゆる所与の状況のもとで土地利用を改良するいくつかの手段のうちのーつに 

すぎない、ということを心に留めておくべきである。さらに、アグロフォレスト 

リーシステムとその実践の多様さと広がりは、農村地域における多くの土地利用 

と生産にかかわる問題に対して、アグロフォレストリーが少なくとも部分的な解 

決策となりうることをほのめかしている。ある樹木のかんばつに対する抵抗性、 

耕地や牧草地を保護する防風林の役割、樹木からとれる高タンパク飼料の家畜生 

産に対する寄与、いくつかの樹木作物の商業的可能性、等が論じられたのと同様 

に、耕地や牧草地の土壌肥沃度を改善するにあたっての窒素固定樹木の見込みに 

ついて広く論議がなされてきている。さらに、アグロフォレストリーは耕地や牧 

草地だけではなく、広くさまざまな場所に馴染むものである。 

最近数十年のかんばつや飢饉は、適切で持続可能な土地利用及び生産システム 

を開発する必要性ばかりでなく、アフリカの乾燥地域の劣化した土地と水資源を 
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回復させる必要性に対して多くの警報を発してきた。これらの地域の農民や家畜 

所有者は、開発努力の一部としてここ2 0 ---3 0年に促進されてきた近代農業技 

術や単純な耕作システムに代わる方法を必要としている。飢饉、かんばつ、資源 

の劣化が自然災害であるのか、あるいは環境の誤った利用により弓は起こされた 

ものであるのか、について専門家の意見は一致していないが、一方で、将来の土 

地利用システム及び技術は、経済的、生態的条件の急速な変化に対応できるだけ 

の柔軟性を人々に与えるものでなければいけない、という一般的な合意がある。 

さらに、新しい生産システムは、農村地域の生命が依存する土壌および水資源を 

持続し、あるいは多くの場合、回復させなければならない。 

このような文脈の中で、いくつかの伝統的アグロフォレストリーシステムは、 

アフリカの様々な環境で数世代にわたって実際に人々を養ってきた。西アフリカ 

のサハ、ル地方におけるアカシア・アルビダとミレットやソルガムとの間作は、う 

まくいっている伝統的アグロフォレストリーとして最もよく知られた事例のうち 

のひとつである。これほど知られてはいないが、同様に重要なのは、アフリカの 

サバンナ地域で家畜や飼料源の管理に依存している人々により開発されたシルボ 

パストラル・システムである。現在では、これらのうまくいっている伝統的シス 

テムの多くが、破壊的な変化に直面して文字どおり基盤を失い、人々や天然資源 

への圧力を増加させている。今まさに脅威にさらされているそれらアグロフォレ 

ストリーシステムを持続し、変化しつつある条件下でも有効な長期の土地利用を 

改良し適応させることが課題となっている。状況が変化するために、伝統的アグ 

ロフオレストリーシステムが使われなかった、もしくは使うことができなくなっ 

たところでは、新しいシステムを開発する必要がある。 

農村開発、資源管理、そして農業プログラムは、土壌、水、植物資源の使用法 

について、別個の、矛盾さえするアドバイスを提供してきた。しかし、ごく最近 

になって、農業、家畜生産、林業、土壌および水保全、農村開発にかかわるます 

ます多くの専門家は、農村地域におけるこれらすべての活動の間の関連に気づく 

ようになった。ほとんどの農民と家畜所有者は、常にこの関連を自覚してきた。 

それは、彼らの土地と暮らしを持続するために資源管理の多くの側面を扱わなけ 

ればならなかったからである。アグロフオレストリーは、持続可能な農業生産シ 

ステムを開発する様々な特殊知識や技能を適用するための現実的な方法を提供し 
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てくれる。人々が生き残って生計をたてるために、丘の斜面、乾燥した耕地、そ 

して脆弱な放牧地を管理しなけらばならないような困難な環境では、とりわけそ 

れが重要である。 

1 . 4節 土地利用者の展望 

ある地域における問題及び活動を全領域にわたっていったん調べると、間違い 

なくいくつかの実現可能なアグロフォレストリーの選択肢を挙げることが出来る。 

しかし、乾燥アフリカに住む人々を取り囲む多様な環境に適した、すぐに使える 

アグロフォレストリーの情報は明らかに不足している。そのため、研究者や開発 

機関は、さまざまな環境のもとで、試験的に2 -- 3 の形態と不十分な種の組合せ 

を選ばざるをえなかった。いまだに、そのようなアグロフォレストリーの試行錯 

誤的な研究に対して、時間と資源が不足している。 

樹木は成長するのに広い空間と長い時間を要すものだから、所与の時間と空間 

内で数多くの公式的な実験をして結果を得ることは非常に困難である。この制約 

は、実験されるべきアグロフォレストリーの樹種と方式を注意深く選択する必要 

性を示している。さらに、公式的な実験をしても、乾燥アフリカにおける多くの 

異なる環境と文化に広く適用できる土地利用システムを開発できそうにない。よ 

り非公式で、共同体に根ざした研究と革新への努力が必要なことは明らかである。 

現場におけるアグロフオレストリーの研究者および開発担当者は、既存の土地 

利用法と新たな方式を設計し試験する科学とを、注意深く組み合わせなければな 

らない。彼らは、土壌と水の保全計画、林業開発あるいは農業開発計画でほとん 

ど見られないようなやり方で、研究、普及、評価を結び付けなければならない。 

アグロフォレストリーは実用的であるが、複雑な科学である。ある1つの場所 

にも適用できるし、大面積の土地、もしくは土地利用システム全体にも適用でき 

る。アグロフォレストリーは多くの目的にかない、さまざまな土地利用者に多く 

の生産物を提供する。さらに、生産と天然資源の保全との両方が重要である場合、 

たいていはアグロフォレストリーが導入される。また、アグロフォレストリーは、 

多くの農業および牧畜のための土地利用システムより広い生産活動を含む。一つ 

の生産物を基礎にしたアプローチ、例えば特定な人々を対象として画一的な土地 
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てくれる。人々が生き残って生計をたてるために、丘の斜面、乾燥した耕地、そ

して脆弱な放牧地を管理しなけらばならないような困難な環境では、とりわけそ

れが重要である。

1.4 節 土地利用者の展望

ある地域における問題及び活動を全領域にわたっていったん調べると、間違い

なくいくつかの実現可能なアグロフォレストリーの選択肢を挙げることが出来る。

しかし、乾燥アフリカに住む人々を取り囲む多様な環境に適した、すぐに使える

アグロフオレストリーの情報は明らかに不足している。そのため、研究者や開発

機関は、さまざまな環境のもとで、試験的に2~3 の形態と不十分な種の組合せ

を選ばざるをえなかった。いまだに、そのようなアグロフォレストリーの試行錯

誤的な研究に対して、時間と資源が不足している。

樹木は成長するのに広い空間と長い時間を要すものだから、所与の時間と空間

内で数多くの公式的な実験をして結果を得ることは非常に困難である。この制約

は、実験されるべきアグロフオレストリーの樹種と方式を注意深く選択する必要

性を示している。さらに、公式的な実験をしても、乾燥アフリカにおける多くの

異なる環境と文化に広く適用できる土地利用システムを開発できそうにない。よ

り非公式で、共同体に根ざした研究と革新への努力が必要なことは明らかである。

現場におけるアグロフォレストリーの研究者および開発担当者は、既存の土地

利用法と新たな方式を設計し試験する科学とを、注意深く組み合わせなければな

らない。彼らは、土壌と水の保全計画、林業開発あるいは農業開発計画でほとん

ど見られないようなやり方で、研究、普及、評価を結び付けなければならない。

アグロフォレス トリーは実用的であるが、複雑な科学である。ある 1つの場所

にも適用できるし、大面積の土地、もしくは土地利用システム全体にも適用でき

る。アグロフォレストリーは多くの目的にかない、さまざまな土地利用者に多く

の生産物を提供する。さらに、生産と天然資源の保全との両方が重要である場合、

たいていはアグロフォレス トリーが導入される。また、アグロフォレス トリーは、

多くの農業および牧畜のための土地利用システムより広い生産活動を含む。一つ

の生産物を基礎にしたアプローチ、例えば特定な人々を対象として画一的な土地
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区画にワンセットの技術を移転することなどでは、農村社会のすべての構成員が 

利用できるアグロフォレストリーの方式を普及できそうにない。 

大部分の土地利用者の需要や関心に本気で取りかかるには、アグロフォレスト 

リーの研究者や開発担当者は、多様な利用、多数の利用者、当該農村地域の複雑 

な全風景、そして多様な在来の土地利用方式や技術的知識を扱わなければならな 

い。どんな場合でも、フィールドワーカーは、奉仕と協力の精神をもち協力者と 

して土地利用者と親密に働かなければならない。これは、アグロフォレストリー 

の設計と改良に向けての、共同体に根ざした研究および開発の基本である。概念 

は簡単に見えるけれども、これらーつーつの原則は複雑な問題を伴うのである。 

＜多様な利用＞ 

アグロフォレストリーは、農村社会に広い範囲のモノとサービスを提供する。 

樹木は、食料、避難所、燃料、薬品、現金収入、工芸用原料、貯蓄と投資、そし 

て社会的義務を満たす資源を提供してくれる。アグロフォレストリーシステムで 

使われる樹木も、作物生産のために土壌肥沃度を改善し、作物成長のために微気 

候を改善し、作物につく害虫を制御するというように、さまざまなサービスをも 

たらしてくれる。さらにアグロフォレストリーは、しばしば土壌、水、植生、野 

生生物を含む天然資源の質を保護し改善するように設計され、また川岸の森林、 

丘の斜面、脆弱な放牧地といった特別な環境の破壊的利用にとって代わるように 

設計される。 

これらの生産物やサービスを十分に考慮に入れるためには、林業、耕作システ 

ム、あるいは土壌や水保全を改良する単一目的の技術より、もっと複雑で柔軟な 

アプローチを必要とする。アグロフォレストリーは、さまざまな目的を持ち、ま 

たさまざまなやり方で同じ場所や生産物を利用する実に多様な土地利用者によっ 

て実行されるであろう。アグロフォレストリーに関連する目的と生産物の例は、 

以下に示す通りである。 

「現金収入」：雇用（現金所得）、生産物の販売（現金所得）、購入物の生産物 

による代替（現金消費の減少）、他の財から生産物への交換（現金消費の減 

少） 

「食糧供給」：食糧の増加、年間を通しての食料供給、良質の食物（栄養、味、 
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区画にワンセットの技術を移転することなどでは、農村社会のすべての構成員が

利用できるアグロフォレストリーの方式を普及できそうにない。

大部分の土地利用者の需要や関心に本気で取りかかるには、アグロフオレスト

リーの研究者や開発担当者は、多様な利用、多数の利用者、当該農村地域の複雑

な全風景、そして多様な在来の土地利用方式や技術的知識を扱わなければならな

い。どんな場合でも、フィールドワーカーは、奉仕と協力の精神をもち協力者と

して土地利用者と親密に働かなければならない。これは、アグロフォレストリー

の設計と改良に向けての、共同体に根ざした研究および開発の基本である。概念

は簡単に見えるけれども、これら一つ一つの原則は複雑な問題を伴うのである。

<多様な利用>

アグロフォレストリーは、農村社会に広い範囲のモノとサービスを提供する。

樹木は、食料、避難所、燃料、薬品、現金収入、工芸用原料、貯蓄と投資、そし

て社会的義務を満たす資源を提供してくれる。アグロフォレストリーシステムで

使われる樹木も、作物生産のために土壌肥沃度を改善し、作物成長のために微気

候を改善し、作物につく害虫を制御するというように、さまざまなサービスをも

たらして くれる。さらにアグロフォレス トリーは、しばしば土壌、水、植生、野

生生物を含む天然資源の質を保護し改善するように設計され、また川岸の森林、

丘の斜面、脆弱な放牧地といった特別な環境の破壊的利用にとって代わるように

設計される。

これらの生産物やサービスを十分に考慮に入れるためには、林業、耕作システ

ム、あるいは土壌や水保全を改良する単一目的の技術より、もっと複雑で柔軟な

アプローチを必要とする。アグロフォレストリーは、さまざまな目的を持ち、ま

たさまざまなやり方で同じ場所や生産物を利用する実に多様な土地利用者によっ

て実行されるであろう。アグロフォレストリーに関連する目的と生産物の例は、

以下に示す通りである。

「現金収入」 :雇用 (現金所得)、生産物の販売 (現金所得)、購入物の生産物

による代替 (現金消費の減少)、他の財から生産物への交換 (現金消費の減

少)

「食糧供給」 :食糧の増加、年間を通しての食料供給、良質の食物 (栄養、味、
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容易な準備） 

「エネルギー供給」：燃材供給の増加、良質の燃材、安く便利な燃材源 

「避難所／建造物」：建築材料、日除け、防風、動物からの保護、境界の設定 

「貯蓄と投資」：新しい形の貯蓄と投資（樹木作物、果樹、樹木生産物、アグロ 

ビジネス、植林地、改良された牧草地）、既存の貯蓄と投資より高い収益性 

と安全性 

「医薬」：予防薬（健康を維持するため）、治療薬（病気や怪我の手当てをする 

ため）、動物用の薬品 

「工芸・家内工業の原料」：原料供給の増加、将来の原料供給の保証、新しいタ 

イプの原料 

「社会的義務を満たす資源」：社会的義務を支持する新しい資源、現在の支持源 

の改良 

「土壌、水、植物資源の保全」：［水］植物の成長、家庭、家畜に必要な水量の 

増加、水の季節的利用可能性の改良、ダムや大規模な水道施設への水配給の 

量、質、時期の改善、 ［土壌］侵食や養分喪失からの保護、劣化した土壌の 

回復、土壌水分と肥沃度の改善、 ［植生］種および生息地の多様性の保持あ 

るいは増加、唯一のあるいは脆弱な樹林地から過剰収穫された燃材や飼料な 

どに代わる栽培された樹木生産物の利用、有用な生産物の収穫増加、最も望 

ましい種の天然更新のための条件改善 

＜多様な利用者＞ 

土地の利用や管理の変化に対する参加者、受益者、犠牲者、等に含まれる人々 

の特徴は、しばしば見落とされる。林業プロジェクトが共同体全体をひとつの参 

加者として扱う傾向があるのに対して、ほとんどの農業開発プロジェクトは農地 

の所有者および経営者といった特定の人々に注意が向けられてきた。農村生活の 

現実は、これらのアプローチが暗示するよりも複雑である。大部分の人々のため 

になる全てのアグロフォレストリープログラムは、さまざまな土地利用者を相手 

にしなければならない。多くの土地利用者は、農地の所有者でもなければ経営者 

でもない。 

「土地利用者」という用語は、ある特定の場所、そして土壌、水、植生、野生 
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容易な準備)

「エネルギー供給」 :燃材供給の増加、良質の燃材、安く便利な燃材源

「避難所/建造物」 :建築材料、日除け、防風、動物からの保護、境界の設定

「貯蓄と投資」 :新しい形の貯蓄と投資 (樹木作物、果樹、樹木生産物、アグロ

ビジネス、植林地、改良された牧草地)、既存の貯蓄と投資より高い収益性

と安全性

「医薬」 :予防薬 (健康を維持するため)、治療薬 (病気や怪我の手当てをする

ため) 、動物用の薬品

「工芸・家内工業の原料」 :原料供給の増加、将来の原料供給の保証、新しいタ

イプの原料

「社会的義務を満たす資源」 :社会的義務を支持する新しい資源、現在の支持源

の改良

「土壌、水、植物資源の保全」 :[ 水]植物の成長、家庭、家畜に必要な水量の

増加、水の季節的利用可能性の改良、ダムや大規模な水道施設への水配給の

量、質、時期の改善、 [土壌]侵食や養分喪失からの保護、劣化した土壌の

回復、土壌水分と肥沃度の改善、 [植生]種および生息地の多様性の保持あ

るいは増加、唯一のあるいは脆弱な樹林地から過剰収穫された燃材や飼料な

どに代わる栽培された樹木生産物の利用、有用な生産物の収穫増加、最も望

ましい種の天然更新のための条件改善

<多様な利用者>

土地の利用や管理の変化に対する参加者、受益者、犠牲者、等に含まれる人々

の特徴は、しばしば見落とされる。林業プロジェクトが共同体全体をひとつの参

加者として扱う傾向があるのに対して、ほとんどの農業開発プロジェクトは農地

の所有者および経営者といった特定の人々に注意が向けられてきた。農村生活の

現実は、これらのアプローチが暗示するよりも複雑である。大部分の人々のため

になる全てのアグロフオレス トリープログラムは、さまざまな土地利用者を相手

にしなければならない。多くの土地利用者は、農地の所有者でもなければ経営者

でもない。

「土地利用者」という用語は、ある特定の場所、そして土壌、水、植生、野生
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生物を含むその土地の資源を利用する全ての人をさす。どんな場所でも、ほとん 

どの土地利用者は、彼らの追求する活動の内容により、土地や資源の利用条件に 

より、また土地利用の方法により、分類される。アグロフォレストリーの従事者 

は、依存者（クライアント）としていくつかの異なるグループに関連し、役立つ 

ことが必要である。場所と土地利用システムによりけりであるが、これらのグル 

ープは、 「農民」、農家の世帯主、土地非所有者ばかりでなく、農業賃労働者、 

無償の家族労働者、家庭管理者、加工業者、商人、消費者をも含む。牧夫と森林 

産物採集者は、私有地、共有地、国有地を使用する小作農、労働交換グループ、 

牧畜組合と同様、他への依存者でもある。利益を享受するに際して同様に、アグ 

ロフオレストリーの実行に際して人々がどのようにまとめられるかにより、グル 

ープの規模は、個人、世帯、家族群、自助集団、協同組合、と様々であるが、こ 

れらはすべて利用者として扱われる。土地利用者は、以下のようにいくつかの基 

準によって分類される。 

「活動による土地利用者の分類」：①直接的な土地利用者一森林産物採集者、狩 

人、牧夫、農民（大規模所有者、小規模所有者、園芸家）、農業労働者 

（無償の家族労働者も含む）、②間接的な土地利用者一加工業者、市場 

行商人、消費者 

「利用条件および所有権による土地利用者の分類」：①所有者、②小作人（定額 

地代の支払い）、③許可あるいは協定による利用者（継続的・定期的・ 

臨時的）、④不法な占有者および利用者（不法占拠者、侵害者） 

「集団の規模およびタイプによる土地利用者の分類」：(D性、年齢、婚歴の異な 

る個人、②規模、年齢、富、民族、長の性の異なる世帯、③地域共同体 

および社会集団一村、小集落、拡大家族、氏族、自助集団、宗教団体、 

④会社、協同組合、連盟一大規模営利企業、零細企業、生産者組合、マ 

ーケッティング組合、農民連盟、宗教団体、民族団体 

「行政上の単位」：国家、州、郡、地域 

どんな土地においても、土地の利用者と管理者は、土地、樹木、そして水に対 

する様々な複雑で曖味な権利をもっている。しかし、樹木に対する権利は、時に 

は慣習法を参考にすることによって局地的な対立の決着がつけられるような土地 

改革プログラムにおいて、見落とされることが多い。したがって、樹木や樹木生 
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生物を含むその土地の資源を利用する全ての人をさす。どんな場所でも、ほとん

どの土地利用者は、彼らの追求する活動の内容により、土地や資源の利用条件に

より、また土地利用の方法により、分類される。アグロフォレストリーの従事者

は、依存者 (クライアント) としていくつかの異なるグループに関連し、役立つ

ことが必要である。場所と土地利用システムによりけりであるが、これらのグル

ープは、「農民」、農家の世帯主、土地非所有者ばかりでなく、農業賃労働者、

無償の家族労働者、家庭管理者、加工業者、商人、消費者をも含む。牧夫と森林

産物採集者は、私有地、共有地、国有地を使用する小作農、労働交換グループ、

牧畜組合と同様、他への依存者でもある。利益を享受するに際して同様に、アグ

ロフォレストリーの実行に際して人々がどのようにまとめられるかにより、グル

ープの規模は、個人、世帯、家族群、自助集団、協同組合、と様々であるが、こ

れらはすべて利用者として扱われる。土地利用者は、以下のようにいくつかの基

準によって分類される。

「活動による土地利用者の分類」 :①直接的な土地利用者-森林産物採集者、狩
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する様々な複雑で暖昧な権利をもっている。しかし、樹木に対する権利は、時に

は慣習法を参考にすることによって局地的な対立の決着がつけられるような土地

改革プログラムにおいて、見落とされることが多い。したがって、樹木や樹木生
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産物に対する個人あるいは共同体の権利は、土地に対する権利ほどはっきりとし 

ていない。利用のルールは、アグロフォレストリー発展の基礎として、理解され、 

そして合意されなければならない。 

＜アグロフォレストリーおよび農村地域の特徴的風景＞ 

農村の開発、保全に対する努力の多くは、もっぱら農地、森林、放牧地に向け 

られるようである。対照的に、農村地域のほとんどの人々は、土地、水、植生、 

家屋、道路、市場、公共用地等、複雑な景観要素に依存して生きている。これら 

がどのように配列されてより大きな風景を形成しているかにより、人々と土地の 

歴史がわかる。たとえば、現在の風景における樹木の位置づけは、過去の植林、 

管理、利用について語ってくれる。また土地利用と住居の様式をみれば、土地、 

水、樹木がどのように所有され支配されているか、またそれらを管理するのは大 

規模グループであるか小規模グループであるか、はたまた個人であるか、等につ 

いて知ることができる。 

周囲の形状および特別な場所の機能に関する人々の認識は、特定の場所に対し 

てどんな土地利用が適切かを決定する助けになる。アグロフオレストリーは、作 

物および家畜と共有する空間の中で、樹木を注意深く配置することに基礎をおい 

ている。すなわち、特定の場所がどんな役に立ち、どのような外見であるべきか 

かというイメージによってある程度まで結果を判断しながら、農村地域の多くの 

人々は大規模な風景へのアグロフォレストリーの適応に関心をもっている。なぜ 

土地、水、植物、道路、村落が特定の方法で配列されているのかについてもっと 

学ぶことにより、アグロフォレストリー従事者は、よりたやすく適地適木を選択 

することができるようになる。 

なぜ明確な特徴的風景は新しい或は改良されたアグロフォレストリーの開発へ 

の出発点として役立つべきであるのか、現実的な理由がある。もっぱら農地、放 

牧地、樹林地、植林地に対してアグロフォレストリーを計画すると、境界線、道 

路沿い、川岸、住宅地、公共集会所、利用目的がはっきりしない土地一これらの 

土地において、作物、牧草、その他の利用に割り当てられていない空間に樹木が 

適応できるーにより提供される豊富な機会を逃してしまう。そのような空間に、 

土壌、排水、村落、所有権、あるいは局地的に重要な他の要因、等の様式にした 
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がって、一本で、一列に、一かたまりに、あるいは不規則に分散して樹木を植え 

ることができる。 

農村地域の特徴的風景の多くの局面は、単なる機会ではない。つまり、それら 

はまた明らかに共同体の開発や土地利用の変化等の過程の結果でもある。乾燥ア 

フリカの限界地のほとんどは、急速で広範囲に及ぶ変化を経験している。大面積 

の樹林地やサバンナは、耕地に転換されている。そしてどんな特徴的風景であろ 

うとーすなわち樹木が豊富であろうと、皆無であろうと、あるいは点在していよ 

うと一1世代で劇的に変化する。このような条件下で、大規模に導入され適用さ 

れるアグロフォレストリーは、土地利用の変化と局地的な風景の展開に影響を及 

ぼし、またそれらに影響されざるをえない。 

アグロフオレストリーは常に長期的で目に見える風景の変化をもたらすもので 

あるので、それは現在のみならず将来の土地利用様式にも適応しなければならな 

い。アグロフォレストリーは、無立木地や不毛の土地を、耕地、境界地域、住宅 

地、放牧地と結び付いた樹木の存在する土地に変換するのに役立つことができる。 

アグロフオレストリーは、森林地帯を森林、牧草地に点在する樹木、多層な耕作 

システムを組み合わせた計画的な入植地に変えるためにも利用される。樹木は、 

耕地と交互にーかたまりで植えられたり、農作物と接近して間作されたり、ある 

いは耕地の間、道路沿い、住宅地の中、公共用地内で適応するように、一かたま 

りであるいは一列に植えられたりする。選択するのは、それにより将来が左右さ 

れる農村社会でなければならない。 

人々は自分たちを取り巻く環境の将来に関して無頓着ではいられない。環境が 

どうなってほしいか、あるいはどうなりそうだ、と考えるのが普通である。将来 

への計画、見込み、希望は、アグロフォレストリーの発展および実施を導くため 

の地図となる。 

人々が土地の特徴的風景の発達方向に関して強い認識を既に持っている場合、 

また彼らが現在の傾向に満足している場合、アグロフォレストリーは他の風景変 

化と両立するように計画されなければならない。たとえば、もしも人々がすべて 

の放牧地を20年以内に耕地に転換するのを当然だと思うならば、どんなシルボパ 

ストラル・システムを計画する際でも、やがては耕作システムと共存できる、も 

しくは当該地が耕地に転換される前に収穫できる樹種および間隔だけを考慮すべ 
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きである。 

アグロフォレストリー従事者はまた、共同体にとって考慮の可能性を広げる新 

しい選択肢を提示することによって、将来の風景の様相に影響を与えることがで 

きる。新しい選択肢によって、避けられそうにない問題を避け、達成できそうに 

ない目標に到達することが可能であろう。 

つまり、アグロフォレストリーは、常に大規模な風景の不可欠な構成要素であ 

る。フィールドワーカーは、現在の傾向と共存し、共同体により選ばれた選択肢 

を実現するのに役に立つようなアグロフォレストリー活動を計画しなければなら 

ない。これを無視することは、それにより生存が左右される人々に対して責任を 

負うことなしに、将来の風景に未知の変化を押し付けることである。 

＜土地固有の技術的知識＞ 

ある地域に居住しそこの資源を利用する人々は、その土地及び利用に関する貴 

重な知識を持っている。もしもフィールドワーカーが、自分自身の努力に実験を 

試みる地元の人々の努力を結びつけながら、土地固有の知識と行為から学び、ま 

たそれらを改良することができれば、彼らは有効なアグロフォレストリーシステ 

ムを開発することができる。 

科学者たちは、乾燥アフリカで使用される樹木、灌木、野生の薬草について、 

ほとんど知識をもたない。研究者は、アグロフォレストリーシステムにとって将 

来有望な樹種を見つけ出し、地元の環境と経済についての人々の知識を理解する 

ために、もっと土地利用者と緊密に協力することが必要である。樹木の利用、管 

理、所有権についてだけではなく、樹木と土壌、作物、害虫、病気との相互作用 

についての情報も入手する必要がある。 

すでにアグロフォレストリーシステムが十分に確立しているところでは、土地 

の選択、地ごしらえ、管理の方法、および樹木や他の植物の選択、育種、栽培の 

方法を知っている人もいる。この知識は、多様な植物の組み合わせと空間的配置 

を観察し、積極的に実験をおこなうことによって身に付くものである。長い間土 

地固有のアグロフォレストリーシステムを実施した経験を持っている人々は、害 

虫管理、生産物の加工と利用、そしてしばしばマーケッテイング等に関する知識 

ばかりでなく、植物、土壌、水の相互作用についての豊富な知識を持っている。 
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そのような知識は、正式に記録され伝えられることが多い。しかし、システムお 

よびその作用に関する知識が、アグロフォレストリーの実行そのものの中に在る 

場合もある。そのような知識と技能は、共同体全体に広がることもあれば、地元 

の専門家に集中することもある。 

研究者や開発担当者は、アグロフォレストリーシステムについての正式な知識 

を勉強することにより、あるいは実際に実施されるアグロフォレストリーを観察 

し記録することにより、共同体から学ぶことができる。外部の者もまた、特有の 

質問をすることができ、またアグロフオレストリーシステムとその性能の特定な 

局面について評価することができる。 

アグロフォレストリーシステムが存在しないか、うまく発展していない場所の 

一部では、人々は今でも、森林、放牧地、農地で見られるもっとも有用な植物種 

を含む環境についての詳細な知識を持っている。栽培された植物、野生植物、部 

分的に栽培化された植物についての地元の詳細な知識は、新しいアグロフォレス 

トリーシステムのための木本性植物と草本性植物を選択する鍵となる。しばしば 

地元の人々は、有用な種を同定し、高品質の植物や種子の原産地域をつきとめる 

ことができる。どんな種であれ、彼らは植物の生息域、成長率、更新方法、他の 

植物との適合性、動物や害虫との相互作用について知っている。人々はまた、火 

災、干ばつ、洪水による立地条件の変化に対する種の反応、および枝打ち、剪定、 

日陰の減少、土壌の耕起、間作といった異なる経営活動に対する反応、を観察し 

てきた。地元の植物種が新しいアグロフォレストリーシステムに使用されないと 

ころでさえも、土地と自然植生に関する地元の知識は、その土地に適合する新し 

い種や組み合わせを選択するのに役立つ。 

農村地域の人々はまた、消費者としての役割で貢献するのに有効な多くの情報 

を有している。たとえ彼らがある特定の植物および植物群の生産あるいは生態に 

通じていなくても、植物生産物に関する地元の選好と利用についての情報は、ア 

グロフォレストリー従事者が、ある場所へ導入するのに最も適した種を見つける 

のを、あるいは植物育種を通して最も重要な性質を見つけるのを手助けする。 

人々の過去の経験や伝統的な知識が新しいアグロフオレストリーシステムの開 

発に役立つだけでなく、実験者としての彼らの判断と技能はアグロフォレストリ 

ーシステムの開発に対して重大な貢献ができる。地元の人々は革新と評価におけ 

-21一 

そのような知識は、正式に記録され伝えられることが多い。しかし、システムお

よびその作用に関する知識が、アグロフォレストリーの実行そのものの中に在る

場合もある。そのような知識と技能は、共同体全体に広がることもあれば、地元

の専門家に集中することもある。

研究者や開発担当者は、アグロフオレス トリーシステムについての正式な知識

を勉強することにより、あるいは実際に実施されるアグロフォレストリーを観察

し記録することにより、共同体から学ぶことができる。外部の者もまた、特有の

質問をすることができ、またアグロフォレストリーシステムとその性能の特定な

局面について評価することができる。

アグロフォレストリーシステムが存在しないか、うまく発展していない場所の

一部では、人々は今でも、森林、放牧地、農地で見られるもっとも有用な植物種

を含む環境についての詳細な知識を持っている。栽培された植物、野生植物、部

分的に栽培化された植物についての地元の詳細な知識は、新しいアグロフォレス

トリーシステムのための木本性植物と草本性植物を選択する鍵となる。しばしば

地元の人々は、有用な種を同定し、高品質の植物や種子の原産地域をつきとめる

ことができる。どんな種であれ、彼らは植物の生息域、成長率、更新方法、他の

植物との適合性、動物や害虫との相互作用について知っている。人々はまた、火

災、干ばつ、洪水による立地条件の変化に対する種の反応、および枝打ち、勢定、

日陰の減少、土壌の耕起、間作といった異なる経営活動に対する反応、を観察し

てきた。地元の植物種が新しいアグロフォレストリーシステムに使用されないと

ころでさえも、土地と自然植生に関する地元の知識は、その土地に適合する新し

い種や組み合わせを選択するのに役立つ。

農村地域の人々はまた、消費者としての役割で貢献するのに有効な多くの情報

を有している。たとえ彼らがある特定の植物および植物群の生産あるいは生態に

通じていなくても、植物生産物に関する地元の選好と利用についての情報は、ア

グロフォレストリー従事者が、ある場所へ導入するのに最も適した種を見つける

のを、あるいは植物育種を通して最も重要な性質を見つけるのを手助けする。

人々の過去の経験や伝統的な知識が新しいアグロフォレストリーシステムの開

発に役立つだけでなく、実験者としての彼らの判断と技能はアグロフォレストリ

ーシステムの開発に対して重大な貢献ができる。地元の人々は革新と評価におけ
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る経験を、有効な新しいやり方を見つけそして発展させるために利用することが 

できるし、彼らが十分それに関与すれば新しいやり方が広く取り入れられること 

が保障される。積極的な地元住民の参加は伝統的なアグロフォレストリーシステ 

ムを改良し適用するために重要であり、また村落、耕作システム、あるいは放牧 

地のような新しい状況に樹木を適合させるためにも重要である。 

地元の知識や経験は、資源の配分、所有権、管理のシステムにも通用する。す 

べての共同体において、規則を公式化し実施し、土地、水、樹木の利用にかかわ 

る対立を解決する機構が存在する。これらの機構は土地固有の知識の貴重な構成 

要素であるが、これは特にアグロフォレストリーの発展と改良に当てはまる。 

＜共同労働者および依存者としての土地利用者＞ 

新しい生産活動の開発及び試行に地元の社会が積極的にかかわるかどうかで、 

アグロフォレストリー開発プロジェクトが成功するか失敗するか決まる。まず第 

一に、地元の人々を依存者とみなすことは、プロジェクトの計画や実施のすべて 

の段階への彼らの需要と関心をまとめ上げることを意味する。しかし、依存者は 

積極的な参加者というよりは、むしろサービスの消極的受益者である。 

アフリカ全体の経験から、もし土地利用者が問題の明確化、解決策の設計と試 

行、そして結果の普及、等の全過程において積極的に参加するのであれば、新し 

い土地利用方法が長期間にわたって成功しそうであることが示唆される。この場 

合、参加とは単に労働を提供することだけではない。十分な参加によって、研究 

と開発の全過程を通してのパートナーとして行動する地元の人々の技能と具体化 

できるのである。 

共同体に根ざした参加のためには、すべての種類の土地利用者を依存者として 

扱うことが要求される。このため、 2つまたはそれ以上の異なった依存者集団を 

扱うことになり、彼らの利益力改寸立するかも知れない。もしも土地利用者がアグ 

ロフォレストリープロジェクトの計画と実施に対して積極的に参加するならば、 

必要な情報およびアイデアを外部の者が提供することにより、彼らは率先して自 

分たちの間の利益の対立を解決するかも知れない。不利益を被った集団が、その 

ような対立を公平に解決することを保証するための調停をとおした、直接的な支 

援を求める場合もある。 
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る経験を、有効な新しいやり方を見つけそして発展させるために利用することが

できるし、彼らが十分それに関与すれば新しいやり方が広く取り入れられること

が保障される。積極的な地元住民の参加は伝統的なアグロフォレストリーシステ

ムを改良し適用するために重要であり、また村落、耕作システム、あるいは放牧

地のような新しい状況に樹木を適合させるためにも重要である。

地元の知識や経験は、資源の配分、所有権、管理のシステムにも通用する。す

べての共同体において、規則を公式化し実施し、土地、水、樹木の利用にかかわ

る対立を解決する機構が存在する。これらの機構は土地固有の知識の貴重な構成

要素であるが、これは特にアグロフオレストリーの発展と改良に当てはまる。

<共同労働者および依存者としての土地利用者>

新しい生産活動の開発及び試行に地元の社会が積極的にかかわるかどうかで、

アグロフォレストリー開発プロジェクトが成功するか失敗するか決まる。まず第

一に、地元の人々を依存者とみなすことは、プロジェクトの計画や実施のすべて

の段階への彼らの需要と関心をまとめ上げることを意味する。しかし、依存者は

積極的な参加者というよりは、むしろサービスの消極的受益者である。

アフリカ全体の経験から、もし土地利用者が問題の明確化、解決策の設計と試

行、そして結果の普及、等の全過程において積極的に参加するのであれば、新し

い土地利用方法が長期間にわたって成功しそうであることが示唆される。この場

合、参加とは単に労働を提供することだけではない。十分な参加によって、研究

と開発の全過程を通してのパートナーとして行動する地元の人々の技能と具体化

できるのである。

共同体に根ざした参加のためには、すべての種類の土地利用者を依存者として

扱うことが要求される。このため、 2つまたはそれ以上の異なった依存者集団を

扱うことになり、彼らの利益が対立するかも知れない。もしも土地利用者がアグ

ロフォレストリープロジェクトの計画と実施に対して積極的に参加するならば、

必要な情報およびアイデアを外部の者が端;供することにより、彼らは率先して自

分たちの間の利益の対立を解決するかも知れない。不利益を被った集団が、その

ような対立を公平に解決することを保証するための調停をとおした、直接的な支

援を求める場合もある。
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ここで概観したやり方にしたがっている、共同体に根ざした研究及び開発を担 

当している者は、 2 -3 の新しいアグロフォレストリー方式よりもいっそう地元 

の社会に対して貢献することができる。彼らはアグロフォレストリーおよび将来 

世代のために持続可能な生産性を保障する関連土地利用システムの分析、設計、 

管理を継続する技能を築き上げるのに役立つことができる。 
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ここで概観したやり方にしたがっている、共同体に根ざした研究及び開発を担

当している者は、 2~3 の新しいアグロフォレス トリー方式よりもいっそう地元

の社会に対して貢献することができる。彼らはアグロフオレストリーおよび将来

世代のために持続可能な生産性を保障する関連土地利用システムの分析、設計、

管理を継続する技能を築き上げるのに役立つことができる。
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第2章 参加計画：過程と手法 

2 . 1 節 序 

このマニュアルでとられるアプローチは、地域のニーズに沿った土地利用シス 

テムを開発するため、農村地域の人々から学び共に働くことを必要としている。 

それは、特定のニーズや状況に適したアグロフォレストリー方式の選択のための、 

一般的な参加方法を提案するものである。この過程が、よりはっきりと公式な研 

究活動に隹占をあわせるのに役立つ場合もあるが、ほとんどの場合、農民、開発 

担当者、社会に根ざした研究者による革新と試行を導くであろう。 

適切なアグロフォレストリーシステムを開発するためには、研究者や開発担当 

者が共同体や物理的環境、利用可能な技能や知識、自然資源や生産システムの働 

き、についてしっかりと理解しておく必要がある。また共同体での最大のニーズ 

は何か、土地利用システムにおいて人々はどんな目的と優先順位を持つのか、そ 

してその目標に達するためにどんな資源を持っているのか、についても知らなけ 

ればならない。 

この過程は、通常フィールドワーカー自身の目的や手段、プロジェクトの地域 

的背景、当該土地に関するすでに入手できる情報、等の再検討から始まる。研究 

者、開発担当者、普及係員は、それぞれの主要目的いかんにより、異なる方法で 

この本を利用するであろう。また土壌と水保全、農村開発、農業あるいは林業、 

等に的を絞ったプロジェクトでは、ある種の事柄が強調され、他は省略されるこ 

とが必要であろう。 

第1章におけるアフリカの気候帯、植生帯、降雨帯の地図は、アグロフォレス 

トリープロジェクトを地域的文脈で位置づける際に用いられるだろう。これらの 

地図は種の情報や、第～部および付録Iで示す実行例と関連する。ある生態ゾー 

ンにおけるプロジェクトの位置は、付録～に挙げられているプロジェクトや協会 

のうちで、最も適切な情報源を識別するのに役立つであろう。これらの協会は、 

似かよった環境や社会経済的状況のもとで活動するグループ間の交流や、情報、 

経験、種子の交換を促進することを目的としている。 

幅広い情報を集めるには、数年にわたる公式な調査と研究が必要である。その 
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第2章 参加計画 :過程と手法

2.1 節 序

このマニュアルでとられるアプローチは、地域のニーズに沿った土地利用シス

テムを開発するため、農村地域の人々から学び共に働くことを必要としている。

それは、特定のニーズや状況に適したアグロフォレストリー方式の選択のための、

一般的な参加方法を提案するものである。この過程が、よりはっきりと公式な研

究活動に焦点をあわせるのに役立つ場合もあるが、ほとんどの場合、農民、開発

担当者、社会に根ざした研究者による革新と試行を導くであろう。

適切なアグロフオレストリーシステムを開発するためには、研究者や開発担当

者が共同体や物理的環境、利用可能な技能や知識、自然資源や生産システムの働

き、についてしっかりと理解しておく必要がある。また共同体での最大のニーズ

は何か、土地利用システムにおいて人々はどんな目的と優先順位を持つのか、そ

してその目標に達するためにどんな資源を持っているのか、についても知らなけ

ればならない。

この過程は、通常フィール ドワーカー自身の目的や手段、プロジェク トの地域

的背景、当該土地に関するすでに入手できる情報、等の再検討から始まる。研究

者、開発担当者、普及係員は、それぞれの主要目的いかんにより、異なる方法で

この本を利用するであろう。また土壌と水保全、農村開発、農業あるいは林業、

等に的を絞ったプロジェクトでは、ある種の事柄が強調され、他は省略されるこ

とが必要であろう。

第 1章におけるアフリカの気候帯、植生帯、降雨帯の地図は、アグロフォレス

トリープロジェクトを地域的文脈で位置づける際に用いられるだろう。これらの

地図は種の情報や、第 D部および付録工で示す実行例と関連する。ある生態ゾー

ンにおけるプロジェクトの位置は、付録狐に挙げられているプロジェクトや協会

のうちで、最も適切な情報源を識別するのに役立つであろう。これらの協会は、

似かよった環境や社会経済的状況のもとで活動するグループ間の交流や、情報、

経験、種子の交換を促進することを目的としている。

幅広い情報を集めるには、数年にわたる公式な調査と研究が必要である。その
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代わりに提案されるのが、個人レベルで、あるいは集団で、共同体のメンバーと 

一連の幅広い非公式な話し合いを開くことである。これらの話合いには、様々な 

状況のもとで異なる種類の人々が含まれるであろう。たとえば、フィールドワー 

カーは、農民団体の会合に参加したり、共同体の会合を召集したり、水場で女性 

に会ったり、女性労働交換グループに出会ったり、短期間の採集や牛飼いの旅に 

付き添ったり、人々と彼らの家や畑で語らったり、同じ世帯の別の人物にインタ 

ビューしたりするのである。 

連携は質問と情報という双方向の流れを伴うもので、共同体の参加者もフィー 

ルドワーカーから学ぶのである。参加者の誰もが、共同体の中で互いに異なる土 

地利用者集団のニーズや興味について理解し合い、土地、水、植物とその産物の 

現存と使用可能性を正確に捉えるべきである。 

これらの話合いの記録は、アグロフォレストリーの計画策定のみならず、様々 

な用途に活用できるであろう。これらは地元住民や将来共同体に関係する人々の 

ための基礎資料となり、また学校やアグロフオレストリーの訓練プログラムのた 

めの教材作りに用いられるであろう。これらの調査は、アグロフォレストリーよ 

りもむしろ土地利用活動についての議論に刺激を与えそうである。 

この章では、農村社会における土地利用調査の手法を紹介する。この中には、 

現場における直接の観察、議論、参加をもとにした様々な非公式の「すばやく評 

価するための」調査が含まれる。その目的は、現在の土地利用の実行例とシステ 

ムを記述し、現実的な改良案を考え出すことである。調査結果の解釈と応用は、 

公式な統計分析よりも、むしろフィールドワーカーと共同体構成員の経験と判断 

に基づいて行われる。 

この第1段階は、たとえフィールドワーカーがその地域の状況に通じていたと 

しても、たいへん有意義である。新しい課題への興味を示し、人々の意見や提案 

を求めることによって、フィールドワーカーは、以前では入手できなかったまっ 

たく新しい領域の知識を得るかも知れない。その調査は、これまでアグロフォレ 

ストリー活動に参加したことのなかった集団、例えば女性集団、農業労働者、牧 

夫、薬草商、炭焼きなど、に会う機会をも与えてくれる。 

土地の利用や管理における伝統的な知識、現在の実行例、動向、そして地元に 

おける実験のイニシアチブ、等について学ぶ方法はいくつかある。ここで述べら 
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代わりに提案されるのが、個人レベルで、あるいは集団で、共同体のメンバーと

一連の幅広い非公式な話し合いを開くことである。これらの話合いには、様々な

状況のもとで異なる種類の人々が含まれるであろう。たとえば、フィールドワー

カーは、農民団体の会合に参加したり、共同体の会合を召集したり、水場で女性

に会ったり、女性労働交換グループに出会ったり、短期間の採集や牛飼いの旅に

付き添ったり、人々と彼らの家や畑で語らったり、同じ世帯の別の人物にインタ

ビュー したりするのである。

連携は質問と情報という双方向の流れを伴うもので、共同体の参加者もフィー

ルドワーカーから学ぶのである。参加者の誰もが、共同体の中で互いに異なる土

地利用者集団のニーズや興味について理解し合い、土地、水、植物とその産物の

現存と使用可能性を正確に捉えるべきである。

これらの話合いの記録は、アグロフォレストリーの計画策定のみならず、様々

な用途に活用できるであろう。これらは地元住民や将来共同体に関係する人々の

ための基礎資料となり、また学校やアグロフオレストリーの訓練プログラムのた

めの教材作りに用いられるであろう。これらの調査は、アグロフォレス トリーよ

りもむしろ土地利用活動についての議論に刺激を与えそうである。

この章では、農村社会における土地利用調査の手法を紹介する。この中には、

現場における直接の観察、議論、参加をもとにした様々な非公式の「すばやく評

価するための」調査が含まれる。その目的は、現在の土地利用の実行例とシステ

ムを記述し、現実的な改良案を考え出すことである。調査結果の解釈と応用は、

公式な統計分析よりも、むしろフィールドワーカーと共同体構成員の経験と判断

に基づいて行われる。

この第 1段階は、たとえフィールドワーカーがその地域の状況に通じていたと

しても、たいへん有意義である。新しい課題への興味を示し、人々の意見や提案

を求めることによって、フィール ドワーカーは、以前では入手できなかったまっ

たく新しい領域の知識を得るかも知れない。その調査は、これまでアグロフォレ

ストリー活動に参加したことのなかった集団、例えば女性集団、農業労働者、牧

夫、薬草商、炭焼きなど、に会う機会をも与えてくれる。

土地の利用や管理における伝統的な知識、現在の実行例、動向、そして地元に

おける実験のイニシアチブ、等について学ぶ方法はいくつかある。ここで述べら
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れている調査には次のようなものがある。 

1 ．参画研究や開発担当者によってすでに知られていることの再検討と要約 

2．土地の特徴的風景、土地利用、土地利用者を描写するための、一般的な現 

場視察あるいは急ぎの調査 

3．土地利用者集団、土地利用の実行例とシステム、地元の知識、土地利用の 

変遷、問題、可能性ある解決法、などを明らかにするための一般的な、ま 

た特別なグループ・インタビュー 

4．同様の課題について議論するための世帯インタビュー 

5．土地の特徴的風景、土地利用、さまざまな生産活動について議論するため 

の、個人や小規模集団に対するウォーキング・インタビュー 

6．特別な知識と技能に焦点をあてた、あるいはグループ討議には余り向かな 

い話題を討議する、個別インタビュー 

7．土地利用のシステムや実行例について直接経験から学ぶために、個人ある 

いは小規模集団と一緒に労働をおこなうアクション・インタヴュー（関与 

観察） 

何が一般的知識で、専門家により寄与された情報は何であるか、を正しく知る 

のに最もよい方法は、いくつかのアプローチを結合することである。薬草学から 

果樹園芸学まで、いくつかの種類の専門的知識が共同体の中で利用可能である。 

これらの専門的知識は、フィールドワーカーが環境を全体として理解し、多くの 

有用な植物や活動を見分けるのに役立つであろう。また、何が常識や慣習である 

か、また共同体の構成員がどの程度まで新しいアイデアを開発し試行してきたか、 

を理解することも重要である。この情報により、フィールドワーカーと共同体の 

構成員は、新しい知識をいかに提示するか、新しいアグロフオレストリー活動を 

いかに素早く導入するか、最初に試みるのはどんな活動か、そしてそれによって 

最も利益を受けるのは誰か、等について知ることができる。 

通常、2 -3 の個別インタヴューやグループ討議から、豊富な情報とアイデア 

を得ることができる。グループや世帯を対象とした討議のためには、異なる世帯 

やグループを何回か訪問することが必要である。専門家たちは個人の存立基盤に 

ついて詳細にインタビューされることが多く、また女性、土地を持たない人々、 

農業労働者、少数グループ等、特別なグループの構成員は、他人は居会わせない 
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れている調査には次のようなものがある。

1. 参画研究や開発担当者によってすでに知られていることの再検討と要約

2. 土地の特徴的風景、土地利用、土地利用者を描写するための、一般的な現

場視察あるいは急ぎの調査

3. 土地利用者集団、土地利用の実行例とシステム、地元の知識、土地利用の

変遷、問題、可能性ある解決法、などを明らかにするための一般的な、ま

た特別なグループ ・インタビュー

4. 同様の課題について議論するための世帯インタビュー

5. 土地の特徴的風景、土地利用、さまざまな生産活動について議論するため

の、個人や小規模集団に対するウォーキング・インタビュー

6. 特別な知識と技能に焦点をあてた、あるいはグループ討議には余り向かな

い話題を討議する、個別インタビュー

7. 土地利用のシステムや実行例について直接経験から学ぶために、個人ある

いは小規模集団と一緒に労働をおこなうアクション・インタヴュー (関与

観察)
何が一般的知識で、専門家により寄与された情報は何であるか、を正しく知る

のに最もよい方法は、いくつかのアプローチを結合することである。薬草学から

果樹園芸学まで、いくつかの種類の専門的知識が共同体の中で利用可能である。

これらの専門的知識は、フィールドワーカーが環境を全体として理解し、多くの

有用な植物や活動を見分けるのに役立つであろう。また、何が常識や慣習である

か、また共同体の構成員がどの程度まで新しいアイデアを開発し試行してきたか、

を理解することも重要である。この情報により、フィールドワーカーと共同体の

構成員は、新しい知識をいかに提示するか、新しいアグロフオレストリー活動を

いかに素早く導入するか、最初に試みるのはどんな活動か、そしてそれによって

最も利益を受けるのは誰か、等について知ることができる。

通常、 2~3 の個別インタヴューやグループ討議から、豊富な情報とアイデア

を得ることができる。グループや世帯を対象とした討議のためには、異なる世帯

やグループを何回か訪問することが必要である。専門家たちは個人の存立基盤に

ついて詳細にインタビューされることが多く、また女性、土地を持たない人々、

農業労働者、少数グループ等、特別なグループの構成員は、他人は居会わせない
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非公式な雰囲気のなかで、彼らの考えや関心について個人的にインタヴューされ 

る。 

いくつかの種類の情報は、これらのインタヴューや討議により得られる。これ 

らは次のように要約される。 

(1）人々、彼らを取り巻く環境、彼らがそれをどの様に見ているか、どの様 

に使っているか、に関するの予備知識 

(2）土地、水、作物、家畜、野性の動植物の管理における現在の実行例 

(3）ニーズと将来の計画 

(4）土地利用に関する問題と可能性ある解決法 

(5）土地利用の変遷 

(6）土地、水、植物と動物の管理と利用にかかわる特別の知識 

(7）アグロフオレストリーや他の持続可能な生産システムに関連した経験 

と将来の計画 

情報収集の技術や課題の例が本章で示されるが、これは固定的な指示としてで 

はなく、一般的な手弓はとして示されるのである。フィールドワーカーは、共同 

体の構成員および彼ら自身の語法による土地利用について学ぶために、いくつか 

のアプローチを利用すべきである。個別インタヴューが最も適する課題もあれば、 

風景の中の散策が最も適する課題もあり、またフィールドワーカーと共同体の構 

成員とのワークセッションが最も適する課題もある。ここでは、一つの短い章の 

中で主要な技術と最も重要な話題を提示するため、それぞれの調査技法はある特 

定の知識と関連して述べられるであろう。 

ここで扱われるそれぞれの手法と特別な話題は、特定の状況に沿うように再結 

合されるだろう。例えば、土地利用のシステムと問題に関して一般的な描写を行 

うのにはグループ・インタヴューが取り分け有効であるが、利用可能な時間、イ 

ンタヴュアーの技能や好み、そして共同体構成員の経験と好みによっては、世帯 

インタビューでもかなり同様な情報を得ることができる。もうーつの例として、 

女性が女性のグループの中で最も自由に発言する地域や、個人として自由に発言 

する地域もあるが、まだ家族の中でしか率直な話ができない場合もある。 

このマニュアルは、学習と討議の一般的手順を提示し、いくつかのタイプの非 

公式な調査やインタヴューを、それぞれ簡単な質問一覧表を使って記述する。も 
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非公式な雰囲気のなかで、彼らの考えや関心について個人的にインタヴューされ

る。

いくつかの種類の情報は、これらのインタヴューや討議により得られる。これ

らは次のように要約される。

(1) 人々、彼らを取り巻く環境、彼らがそれをどの様に見ているか、どの様

に使っているか、に関するの予備知識

(2) 土地、水、作物、家畜、野性の動植物の管理における現在の実行例

(3) ニーズと将来の計画

(4) 土地利用に関する問題と可能性ある解決法

(5) 土地利用の変遷

(6) 土地、水、植物と動物の管理と利用にかかわる特別の知識

(7) アグロフォレストリーや他の持続可能な生産システムに関連した経験

と将来の計画

情報収集の技術や課題の例が本章で示されるが、これは固定的な指示としてで

はなく、一般的な手引きとして示されるのである。フィール ドワーカーは、共同

体の構成員および彼ら自身の語法による土地利用について学ぶために、いくつか

のアプローチを利用すべきである。個別インタヴューが最も適する課題もあれば、

風景の中の散策が最も適する課題もあり、またフィールドワーカーと共同体の構

成員とのワークセッションが最も適する課題もある。ここでは、一つの短い章の

中で主要な技術と最も重要な話題を提示するため、それぞれの調査技法はある特

定の知識と関連して述べられるであろう。

ここで扱われるそれぞれの手法と特別な話題は、特定の状況に沿うように再結

合されるだろう。例えば、土地利用のシステムと問題に関して一般的な描写を行

うのにはグループ・インタヴューが取り分け有効であるが、利用可能な時間、イ

ンタヴュアーの技能や好み、そして共同体構成員の経験と好みによっては、世帯

インタビューでもかなり同様な情報を得ることができる。もう一つの例として、

女性が女性のグループの中で最も自由に発言する地域や、個人として自由に発言

する地域もあるが、まだ家族の中でしか率直な話ができない場合もある。

このマニュアルは、学習と討議の一般的手順を提示し、いくつかのタイプの非

公式な調査やインタヴューを、それぞれ簡単な質問一覧表を使って記述する。も
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っと詳しい質問一覧表と調査表の見本は、付録～と～で示される。もしこのアプ 

ローチが成功すれば、情報の収集と要約が継続され、共同体による照会を継続す 

るためにより広い地域で記録がとられるようになるであろう。これらの調査によ 

って得られる地元の知識は、付録Iに示されるアグロフォレストリーの樹種やそ 

の利用に関するより一般的、地域的な知識によって裏付けられ、どんなアグロフ 

ォレストリーの活動と樹種を導入すべきかを決定するのに役立つ。このマニュア 

ルの第2部では、相互の学習と討議の過程を通して選択される特定のアグロフオ 

レストリー活動をいかに設計するかについてのガイドラインを示す。 

2 . 2節 最初のマッピングと知識の概要 

共同体に根ざしたアグロフオレストリー従事者は、気候や植生に関する一般的 

認識だけではなく、対象地の局地的な物理的社会的状況についての現実的な知識 

を持たねばならない。当該土地で生活し、あるいはその土地を利用している人々 

にしか答えることのできない問題もあるが（付録～参照）、直接観察によって回 

答が得られる重要な問題もいくつかある。 

はじめに、フィールドワーカーは対象地の範囲を画定する必要がある。対象地 

は、共同体か、村や集落といった行政単位か、河川の流域か、グループの土地か、 

あるいは計画的入植地であるか。彼らは、対象地の領域内における傾斜、土壌、 

水路、自然植生、気候の偏異を含む物理的環境を知るべきである。植物成長にと 

っての物理的条件は、同じ農業生態ゾーンの中でも、また同一対象地内であって 

も、劇的に異なるものである。 

類似した物理環境をまったく異なる風景に変えうる土地利用と定住様式は、物 

理的環境に編み込まれる。人々とその住宅はーケ所に、あるいはーかたまりに集 

中することもあり、散在することもある。村落は、丘や川など特定な地形や、特 

定タイプの土地利用と結合している。これらの様式は、気候や土壌と同じくらい、 

もしくはそれ以上に、アグロフォレストリーの種や活動の選択に影響を及ぼす。 

現実的な絵は、対象地に関する予備知識や記録類、直接観察、そこで暮らし働 
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っと詳しい質問一覧表と調査表の見本は、付録皿とNで示される。もしこのアプ

ローチが成功すれば、情報の収集と要約が継続され、共同体による照会を継続す

るためにより広い地域で記録がとられるようになるであろう。これらの調査によ

って得られる地元の知識は、付録 1に示されるアグロフォレストリーの樹種やそ

の利用に関するより一般的、地域的な知識によって裏付けられ、どんなアグロフ

ォレス トリーの活動と樹種を導入すべきかを決定するのに役立つ。このマニュア

ルの第 2部では、相互の学習と討議の過程を通して選択される特定のアグロフォ

レス トリー活動をいかに設計するかについてのガイドラインを示す。

2.2 節 最初のマッピングと知識の概要

共同体に根ざしたアグロフォレストリー従事者は、気候や植生に関する一般的

認識だけではなく、対象地の局地的な物理的社会的状況についての現実的な知識

を持たねばならない。当該土地で生活し、あるいはその土地を利用している人々

にしか答えることのできない問題もあるが (付録皿参照)、直接観察によって回

答が得られる重要な問題もいくつかある。

はじめに、フィールドワーカーは対象地の範囲を画定する必要がある。対象地

は、共同体か、村や集落といった行政単位か、河川の流域か、グループの土地か、

あるいは計画的入植地であるか。彼らは、対象地の領域内における傾斜、土壌、

水路、自然植生、気候の偏異を含む物理的環境を知るべきである。植物成長にと

っての物理的条件は、同じ農業生態ゾーンの中でも、また同一対象地内であって

も、劇的に異なるものである。

類似した物理環境をまったく異なる風景に変えうる土地利用と定住様式は、物

理的環境に編み込まれる。人々とその住宅は一ヶ所に、あるいは一かたまりに集

中することもあり、散在することもある。村落は、丘や川など特定な地形や、特

定タイプの土地利用と結合している。これらの様式は、気候や土壌と同じくらい、

もしくはそれ以上に、アグロフォレストリーの種や活動の選択に影響を及ぼす。

現実的な絵は、対象地に関する予備知識や記録類、直接観察、そこで暮らし働
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く人々との討議を参照することにより描かれる。この段階で、もしもフィールド 

ワーカーがその土地をよく知っているか、あるいは地図や航空写真など外部から 

のよい情報をもっているならば、その土地の略図をいくつか作成するのが有益で 

ある。一つの略図には、対象地の境界、水場、小川、傾斜、地形の類型を盛り込 

むことができよう。第二の略図では、主要な土壌タイプの分布が示される。そし 

て、第三の略図では、森林、樹林地、サバンナ、草原、一年生作物、多年生作物、 

そして裸地という主要な地被のタイプ、および保存林、採集地、家畜を放牧した 

り若芽を食べさせたりする所、耕地、公共市場や集会所、家屋や庭といった土地 

利用の概略が描かれよう。 

一戸のあるいはーかたまりの住宅がどのように見えるのかについて略図を準備 

することは、農場全体あるいはーかたまりの耕地の略図を準備するのと同じくら 

いに有効である。より大きな風景の中での牧草地と樹林地の場所はとりわけ重要 

である。樹林地を除いて、樹木や灌木はどこにあり、どの様に集まっているのだ 

ろうか。 

この遂行をやり遂げるためには、たとえフィールドワーカーがすでに対象地に 

通じていたとしても、その土地と資源の略図ーこれらは後に土地利用者自身によ 

る地図や描写と比較されるーを手に入れることが必要である。最初に準備された 

地図や覚書は、フィールドワーカーが将来共同体と討議するに際して現実的な焦 

点を与えてくれ、また共同体構成員が彼らの資源をどの様に見、また彼らの認識 

がフィールドワーカーからみた認識やあるいは公式な調査の結果とどのように異 

なるかを理解するのに役立つであろう。この比較は、フィールドワーカーが、地 

元の知識や活動について、また新しいアグロフォレストリーシステムで利用され 

る植物の種、場所、組み合せの選択について討議するのに役立つべきである。そ 

れは、共同体の構成員と将来討議する際、相互理解を進めるためにも有効であろ 

う 

これらの地図と概要、そしてそれらを準備する過程において、フィールドワー 

カーは自分の知っていること、アプローチの違い、見つけるべきこと、同意すべ 

きこと等を、地域の人々とより直接的な活動を始める前に知ることができる。こ 

の経験によって、最初のフィールド調査でなされる観察が鋭いものとなる。 
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く人々との討議を参照することにより描かれる。この段階で、もしもフィールド

ワーカーがその土地をよく知っているか、あるいは地図や航空写真など外部から

のよい情報をもっているならば、その土地の略図をいくつか作成するのが有益で

ある。一つの略図には、対象地の境界、水場、小川、傾斜、地形の類型を盛り込

むことができよう。第二の略図では、主要な土壌タイプの分布が示される。そし

て、第三の略図では、森林、樹林地、サバンナ、草原、一年生作物、多年生作物、

そして裸地という主要な地被のタイプ、および保存林、採集地、家畜を放牧した

り若芽を食べさせたりする所、耕地、公共市場や集会所、家屋や庭といった土地

利用の概略が描かれよう。

一戸のあるいは一かたまりの住宅がどのように見えるのかについて略図を準備

することは、農場全体あるいは一かたまりの耕地の略図を準備するのと同じくら

いに有効である。より大きな風景の中での牧草地と樹林地の場所はとりわけ重要

である。樹林地を除いて、樹木や潅木はどこにあり、どの様に集まっているのだ

ろうか。

この遂行をやり遂げるためには、たとえフィールドワーカーがすでに対象地に

通じていたとしても、その土地と資源の略図-これらは後に土地利用者自身によ

る地図や描写と比較される-を手に入れることが必要である。最初に準備された

地図や覚書は、フィールドワーカーが将来共同体と討議するに際して現実的な焦

点を与えてくれ、また共同体構成員が彼らの資源をどの様に見、また彼らの認識

がフィールドワーカーからみた認識やあるいは公式な調査の結果とどのように異

なるかを理解するのに役立つであろう。この比較は、フィール ドワーカーが、地

元の知識や活動について、また新しいアグロフォレストリーシステムで利用され

る植物の種、場所、組み合せの選択について討議するのに役立つべきである。そ

れは、共同体の構成員と将来討議する際、相互理解を進めるためにも有効であろ

　 　

これらの地図と概要、そしてそれらを準備する過程において、フィールドワー

カーは自分の知っていること、アプローチの違い、見つけるべきこと、同意すべ

きこと等を、地域の人々とより直接的な活動を始める前に知ることができる。こ

の経験によって、最初のフィールド調査でなされる観察が鋭いものとなる。
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2. 3節 風景と共同体に対する迅速な調査 

フィールドを訪れることにより、ある地域での土地利用に対する以前の考えや 

イメージが確認され、あるいは変更される。また、常に何らかの新しい情報が追 

加され、フィールドワーカーは彼らが以前に描いた印象と実際に観察したものと 

の違いに気付くことができる（付録ifiを参照）。最も重要なことは、フィールド 

ワーカーが自分の偏見や誤った印象をよく認識することである。このことを理解 

することによって、彼らは実際のフィールドの状況をより正確に観察することを 

学ぶのである。 

外部の者にとって、一人の地元の住民と共にプロジェクト地域を歩き回ること 

は通常最もよいことである。彼は案内役として力になってくれるばかりではなく、 

彼のおかげで、フィールドワーカーは法を侵したり、人々のプライヴァシーを侵 

害したり、また単に人々に不快感を与えたりしないですむ。人々と土地への導入 

期（もしくは再導入期）に、重要な接触がなされ、後まで続く印象が形成される。 

地形、交通、利用可能な時間に応じて、フィールドワーカーは、歩いたり、高 

い場所からスケッチをしたり、時折とまっては特定の農地、野原、土壌や植物の 

種類を綿密に観察しながら大面積の同じような地形を車で走りぬけたりすること 

に、より多くの時間をかけることを選ぶであろう。これは、その地域の多様な土 

壌、耕作システム、村落の型、社会集団に精通している地元の人々を含む小集団 

でなされるのであれば、関係者すべてにとって刺激的であり、多くの知識を与え 

てくれる。 

異なる視点から環境を理解するためには、異なる年齢、家族、社会集団、職業 

の人々と共にこの行動を繰り返すことが得策である。目的は、その地域に存在す 

る全ての状況を理解することである。特に重要なのは、踏破した道路、小径、観 

察点が、現実的で完全な風景の描写を必ず与えてくれることである。 

いかにうまくアグロフォレストリー活動を導入し組織するかを決定するために 

は、その地域の意志決定機構と権力について学ぶことも重要である。一つのグル 

ープの特別な利益にかかわりすぎることを避けるためには、地元の権力者や社会 

集団との適切な協力レベルと協力方法を注意深く検討すべきである。裕福な者、 

権力の強い者、あるいは最も口やかましい人とばかりではなく、共同体内の様々 
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異なる視点から環境を理解するためには、異なる年齢、家族、社会集団、職業

の人々と共にこの行動を繰り返すことが得策である。目的は、その地域に存在す

る全ての状況を理解することである。特に重要なのは、踏破した道路、小径、観

察点が、現実的で完全な風景の描写を必ず与えてくれることである。

いかにうまくアグロフォレストリー活動を導入し組織するかを決定するために

は、その地域の意志決定機構と権力について学ぶことも重要である。一つのグル

ープの特別な利益にかかわりすぎることを避けるためには、地元の権力者や社会

集団との適切な協力レベルと協力方法を注意深く検討すべきである。裕福な者、

権力の強い者、あるいは最も口やかましい人とばかりではなく、共同体内の様々

-30-



な人々と共に働くことが重要である。 

初めてフィールドを訪問する際に直接共同体の指導者を巻き込むことが適当で 

あるか否かはわからないが、通常は、調査を開始する前に彼らと調査計画につい 

て話し合うことが最良である。もし共同体への公式な紹介が習慣的であるなら、 

参加するフィールドワーカーと調査の目的を紹介するよい機会である。この機会 

をとおして、フィールドワーカーは、地元の指導者の共同体内での役割を観察す 

ることもできる。そして、異なる集団に属すさまざまな人々との非公式な話し合 

いを通して、権力と影響のパターンが次第に明らかになる。 

一連の予備的訪問を終えると、アグロフォレストリーの研究や開発に従事する 

者は、個人やグループとのより詳細な討議を計画しやすくなる。自分たちが有す 

る情報や予備的視察の全体的な再検討を終えると、フィールドワーカーはインタ 

ビューや会合の形式と内容を、地域の状況に沿うように調整することができる。 

より集中的な調査活動の時期には、たいていグループ・インタビュー、世帯イン 

タビュー、個別インタビューの組合せと、ウォーキング・ディスカッション（歩 

きながらの討議）や労働への直接参加が調査方法として採用される。 

2 . 4節 グループ・インタビュー 

グループ・インタビューは、アグロフォレストリー・プロジェクトを共同体の 

協力のもとで開始するための最も容易な方法のーつである。一連のグループ・イ 

ンタビューや討議のなかで、フィールドワーカーは、地域の多様な作物および家 

畜生産システムと生活資源、共同体の土地、水、動植物資源を含む環境に対する 

認識、土地利用や環境の変化にかかわる過去の経験と現在の期待、樹木や野生植 

物の地域特有な使用、直面している土地利用上の問題、を知ることができる。こ 

れら全ての課題を網羅するためには、通常各グループを2 -3 回訪問することが 

必要である。多くの場合、フィールドワーカーは、特定の課題について引続き個 

別インタビューを実施することになろう。これらの討議の結果は、付録～の形式 

か、あるいは現場での利用に便利な別の形式にまとめられる。少なくとも、これ 
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より集中的な調査活動の時期には、たいていグループ・インタビュー、世帯イン

タビュー、個別インタビューの組合せ と、ウオーキング ・ディスカッション (歩

きながらの討議)や労働への直接参加が調査方法として採用される。
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ンタビューや討議のなかで、フィール ドワーカーは、地域の多様な作物および家

畜生産システムと生活資源、共同体の土地、水、動植物資源を含む環境に対する

認識、土地利用や環境の変化にかかわる過去の経験と現在の期待、樹木や野生植

物の地域特有な使用、直面している土地利用上の問題、を知ることができる。こ

れら全ての課題を網羅するためには、通常各グループを2~3 回訪問することが

必要である。多くの場合、フィールドワーカーは、特定の課題について引続き個

別インタビューを実施することになろう。これらの討議の結果は、付録 mの形式

か、あるいは現場での利用に便利な別の形式にまとめられる。少なくとも、これ
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らの討議は、アグロフォレストリーの種類や計画を選択するための基礎となるで 

あろう。 

土地の所有者や経営者だけでなく、土地利用者の全てのグループがこの討議に 

含まれることが重要である。フィールドワーカーが世帯インタビューや個別イン 

タビューの際に新しいグループの存在を知り、その後でグループでの話合いが行 

われることがよくある。 

初めてグループにアプローチする最もよい方法は、指導者と地域住民が公式的 

紹介で何を期待しているのか、またフィールドワーカーがその土地をすでに知っ 

ているか否か、等に依存する。予告や公式的紹介が要求される場合、地域の指導 

者が最初の討議を支配するであろうが、このような場合には、あまり格式張らな 

い話合いの場を後で設けることによって、より多くの情報を収集することが重要 

である。 

できるものなら、作業の場所や公共の場にすでに集まっているグループと会う 

ことが、最も単純で最も効果的なアプローチのーつである。人々はこの状況なら 

ば喜んで地域の環境や土地利用システムについて話してくれるだろうし、もっと 

都合のよいときに会合の手はずをつけてくれるだろう。地域のグループとフイー 

ルドワーカーの両者に馴染みのある人が会合の手配をしてくれることもあろう。 

初めてグループに会うときには、フィールドワーカーは自己紹介をし、土地利 

用システムについての地元の知識や意見を探る理由を説明しなければならない。 

グループに対して、彼らの目的や活動も含めた自己紹介を依頼することも有益で 

ある。 

アグロフオレストリーは樹木と動物や作物生産を結び付け、ほとんど全ての場 

所へ適応できるので、さまざまなグループの意見、目的、期待をもとに、土地や 

土地利用システムの総体がいかに機能しているのかを討議することが重要である。 

もしフイールドワーカーが樹木のことから話し始めれば、人々は彼らが林業にの 

み関心があるものと思うであろう。すると、参加者たちは、将来のアグロフォレ 

ストリーシステムの計画にとって重要なほかの土地、水、そして植物資源の利用 

や管理について討議できなくなってしまう。例えば、彼らは、アグロフオレスト 

リー・システムに統合される樹林地、牧草地、休閑地に見られる飼料や食用植物 

について話してくれないかもしれない。また、共同体に住むほとんどの人々は、 
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アグロフォレストリーは樹木と動物や作物生産を結び付け、ほとんど全ての場

所へ適応できるので、さまざまなグループの意見、目的、期待をもとに、土地や

土地利用システムの総体がいかに機能しているのかを討議することが重要である。

もしフィールドワーカーが樹木のことから話し始めれば、人々は彼らが林業にの

み関心があるものと思うであろう。すると、参加者たちは、将来のアグロフォレ

ス トリーシステムの計画にとって重要なほかの土地、水、そして植物資源の利用

や管理について討議できなくなってしまう。例えば、彼らは、アグロフォレスト
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換金作物や森林保全という観点からのみ樹木に関心をよせる外部の者、あるいは 

作物農業や土壌保全だけに興味を持った外部の者に出会っているので、一つの課 

題をあまり強調しすぎないことが重要である。 

最初の質問として、当該地域の人々がその地域にどれくらい長く住んでいるか 

とか、もともとその地域に住んでいたのかどうか、を尋ねてみたらよい。もし出 

身地が別の場所であったら、どこから、いつ、何故移住したのかを彼らは説明で 

きる。これが、土地利用、生産システム、そして生活についての討議に直接発展 

することもあろう。 

＜生業と土地利用システム＞ 

人々は、たいてい地域の農法や土地利用システムについての質問にはすぐに答 

えてくれる。人々は何によって生計を維持しているのか。広く行き渡った生業も 

あれば、少数の専門家だけが従事する生業もある。もし適切な専門家がいれば、 

追跡インタビューのためのグループ討議の中で、それらを確認することができる。 

当該地域の内外で、賃労働をする人々もいる。賃労働に関する情報は、雇用者と 

被雇用者の区別を明らかにさせるのに役立ち、また新しい活動のために必要な労 

働の利用可能性を知る手がかりになる。 

討議に参加している人々は、異なる種類の土地利用や生産システムのもとで暮 

らしている。例えば、牧夫や農民は、さらに山羊の所有者と牛の所有者に、また 

換金作物を生産する農民と自給農民に分類でき、それぞれの関心は異なる。炭焼 

き、木こり、小規模および大規模な農民もまた、アグロフォレストリーに関して 

別のグループである。人々が現在の生活や土地利用の形態について討議するにつ 

れて、議論は、土地の類型、土地利用の歴史、自然資源の変容状況の変化へと発 

展してゆくだろう。 

＜土地の分類＞ 

ある地域において、人々が最近住み着いたか長い歴史を持っているかにかかわ 

らず、彼らは現実的なやり方で自分たちの環境を異なる範躊に分類している。土 

地利用や自然環境を分類するシステムは形式的なものかも知れないし、土地の特 

定要素の生産力あるいは管理についての広く支持された見方を単に反映している 
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だけかも知れない。もし違うグループの人々が最近その土地に定着したのであれ 

ば、彼らは異なった見解を持っているだろう。しかし通常、基本的な知覚は全て 

の住居者に共有されている。一つ以上の集団がその土地を利用しているとき、彼 

らが自分たちの環境をどう捉えているかを知るために、各々の集団と別々に面会 

することが必要である。 

おそらく土地分類のシステムについて学ぶ最良の方法は、その地域には何種類 

の土地があり、それを何と呼ぶのかを、グループに尋ねることである。 「土地」 

という用語は、土壌や地形という意味にとられないよう、慎重に訳されるべきで 

ある。そのグループにとって最も重要である自然の特徴は何かについて知るため 

には、一般的な用語だけが使用されるべきである。彼らは、植生、土壌、地形、 

土地利用、あるいはそれらの要素の組み合せによって、土地の類型を定義してい 

る。グループの構成員は、即座に異なる土地の類型や土地利用の概略を述べ、指 

摘することができる。この時点で、フィールドワーカーは、個別インタビューや 

地図作成に必要な土地の類型、植生、そして土地利用について、特に知識の豊富 

な人を見つけ出すことができる。 

土地の類型や資源の分類は、土地利用の問題や可能な変化についての討議にと 

って重要である。伝統的な土地類型や土地利用の分類システムを正確に裏付ける 

のはほとんど不可能であり、あるいは現実的ではないが、共同体にとって意味の 

ある土地と土地利用の種類をもとに、資源管理、生産問題、アグロフオレストリ 

ーについて討議できることが重要である。例えば、特定の種や耕作方法は谷底に 

は向かないが急傾斜には適当であるし、乾燥した砂質土壌に適する樹木は近くの 

粘土壌の場所や土手沿いでは生存できない。アグロフォレストリー・システムの 

導入に適当な場所、種、経営戦略を見いだすのに十分なだけ、地域の土地や土地 

利用の分類を理解することが重要である。 

＜土地利用の歴史と変遷＞ 

アフリカの土地利用システムは現在急速に変化しており、これまでも何度か変 

化してきた。地域の人々は、その土地が以前どんなであったか、どれだけ急速に 

そしてどのように変化してきたか、そして彼らの環境の将来の開発あるいは回復 

についての関心や希望がどんなものであるか、を外部の者に教えてくれる。 
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最初のグループ討議において、住民は、森林、草原、耕地、水資源、村落とい 

った2 - 3の重要な要素の状態を含めて、過去の風景がどんなであったかを、普 

通の言葉で説明することが求められる。詳細は知識の豊富な人物へのインタビュ 

ーを通してあとで補充される。 

人々は普通、森林が伐開された場所や、草原が耕地に転換された場所、あるい 

は耕地が劣化し放棄され、あるいは放牧地となった場所、を指し示すことができ 

る。ほとんどの人々はまた、土壌侵食が拡大し激しくなったかどうかに気付き、 

しばしば特有の侵食現象を、特定の活動あるいは土地利用の変化と関係付けるこ 

とができる。この知識は、地力や水質の低下がおそまつな土地利用によるもので 

あるかどうか、またアグロフオレストリーを含む土地利用の改良によってそれが 

くい止められ、あるいは改善に向かうかどうか、を判断するのに役立つ。 

環境の歴史やその現状について地域住民と話し合うことにより、人々がどの程 

度地力や水質の低下に気付きまた関心があるのか、そしてこれらの問題にどう対 

応しているのか、をも知ることができる。彼らは土壌や水資源を守り回復させる 

ために喜んで土地利用システムや経営活動を変更するかも知れないし、すでにそ 

うしてきたかも知れない。保全活動を行う共同体のこれまでの経験は、自発的な 

ものも強いられたものも共に、アグロフォレストリーとその関連活動をいかにし 

て発展させ続けるかを決定する重要な要素でもある。 

＜作物と家畜の生産＞ 

グループ討議は、その地域ではどんな作物や家畜が、どんな組合せで、どんな 

種類の土地や菜園で生産されるのか、またそれらは販売用にあるいは自家消費用 

に生産されるのか、について有益な情報を与えてくれることが多い。しばしばグ 

ループは、フィールドワーカーがおおまかな活動の日程表を作るのに必要な情報、 

つまり、作物や家畜の生産に必要な労働、そして誰がどんな労働をいつ実施する 

のかについて、も提供してくれる。他に、輪作、放牧、開拓、土壌と水の管理だ 

けではなく、土地保有の規模と質、および土地に対する権利の性質も討議での重 

要な話題である。 

人々は、直接の質問により促されなくても、作物や家畜の管理について多くの 

情報を与えてくれる。作物や家畜の管理活動のリストをつくったり、活動の日程 
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表を描く過程で、グループは自発的に必要な詳細について話してくれる。しかし、 

誰かが管理システムを説明する時は、挙手か発声かうなずきによって、グループ 

全体が同意であるかどうか、時々確認することが有効である。もし一人または少 

数の人が話合いを支配するようなら、フィールドワーカーはバランスある見解を 

確保するために他の人に直接質問を投げかける必要がある。 

＜樹木とその他の植物＞ 

人々や彼らの家畜が樹木や灌木をどのように利用しているかを確かめることは 

重要である。フィールドでのアグロフォレストリー計画には、現存する樹木の管 

理と保護、農地や放牧地における在来種の栽培化、新たな植物の組み合せ、場所、 

あるいは空間的配置への在来種の導入、地域外からの「外来」樹種の導入および 

試験、等が含まれる。 

どんな場合でも、どの樹木や灌木がすでに利用され、それがどのように利用さ 

れ、誰がそれを使い、誰がその利用を支配し、それらがどこに植えられ、どのよ 

うに管理されているのか、を知ることが重要である。変化についての情報はどの 

地域においても、好まれていた植物が消滅するかどうか、利用が困難となるかど 

うか、古くからの技能や共有の合意が崩壊するかどうか、あるいは好みや市場が 

変化するかどうか、提示してくれる。対象となる重要な地域は、人々の所有して 

いる樹種と、必要なあるいは欲しいと思っている樹種とのギャップが広がってい 

る場所に見いだされる。このようなギャップが広がりつつあるところでは、人々 

は、過去の状態を回復させようとし、あるいは同様の生産物とサービスを提供し 

てくれる新しいアグロフォレストリー・システムを開発しようとするであろう。 

どちらの場合でも、過去の活動、資源と現在の利用の現状、特定の植物種につい 

ての好み、などに注意を払うことが不可欠である。 

グループ討議では、樹木やその他の植物がどのように利用されるのか質問し、 

次にそれぞれの用途においてどれが最も重要な種類で、それは何故なのか訪ねる 

ことはたいていの場合有意義である。ありふれた植物の現地名を教わって記録す 

るために、フィールドワーカーは小さなノートに現地名とラテン名の欄を設けた 

ー覧表を持ち歩くべきである。その一覧表は、インタビューとフィールドワーク 

を通して完成される。 
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もしあまりにも多くの種の名前が挙げられたらば、フィールドワーカーはそれ 

ぞれの用途において最も重要な種を順位付けするよう人々に頼むべきである。そ 

の目的は、最も一般的で普通に利用される種と、人々がそれを選んだ理由を知る 

ためである。人々は、供給の足りないひいきの種をも教えてくれる。植物標本を 

付けた、より完璧な一覧表は、個人やグループとの特別な追加討議によって作成 

される。 

この知識をアグロフォレストリーとその関連活動に適応させるためには、人々 

が喜んで樹木を植えて管理するのはどこであるかを知ることが不可欠である。過 

去において彼らが樹木を保持し、植えてきた場所の一覧は、その指標となる。樹 

木が風景において占める空間の類型に何らかの変化があったかどうかを知ること 

もまた有益である。時に人々は、これまで木が生えてなかった場所にこれから樹 

木と灌木を導入し増やす予定の場所について言及することもある（付録～参照）。 

人々は樹木の導入や維持に最も適した場所を知っているが、フィールドワーカ 

ーはどの場所が話題に上らなかったかを心に止めておくべきである。グループが 

樹木にとって適すると見なした場所の名前をあげ終わったら、フィールドワーカ 

ーは他の場所について質問し、またなぜそれらの場所の名が上げられなかったの 

かを聞くとよい。これは、どんな環境のもとでも樹木が育たない場所と、適当な 

管理で樹木や灌木を導入しうる場所を見分けるのに役に立つ。 

フィールドワーカーは、アグロフォレストリーシステムにおいて樹木、灌木、 

草を育て管理し植えるために、どんな資源力汗り用可能なのかを知る必要もある。 

彼らは、誰が樹木や他の植物の成長や管理について知っているか、彼らが異なる 

種についてどれだけの知識経験があるか、を尋ねる必要がある。 

苗木を生産するのに必要な技能や物理的資源は、個人、政府、グループの苗畑、 

種子の供給者、インフオメーショセンターなどを通して、共同体あるいは行政上 

の地区ですでに入手可能かもしれない。しかし、ほとんどの場合共同体は、彼ら 

自身の知識や技術を蓄え、自分自身の種子を集め、少なくともいくらかの苗木を 

育てなければならないだろう。 

一般的なグループ討議に加えて、フィールドワーカーは特別なグループインタ 

ビューを実施しようとする。これらは樹木と野生植物、そしてそれらの利用、生 

態、立地の要件、管理、栽培化の可能性、植え付け適地、繁殖や管理のための資 
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もしあまりにも多くの種の名前が挙げられたらば、フィールドワーカーはそれ

ぞれの用途において最も重要な種を順位付けするよう人々に頼むべきである。そ

の目的は、最も一般的で普通に利用される種と、人 が々それを選んだ理由を知る

ためである。人々は、供給の足りないひいきの種をも教えてくれる。植物標本を

付けた、より完壁な一覧表は、個人やグループとの特別な追加討議によって作成

される。

この知識をアグロフォレストリーとその関連活動に適応させるためには、人々

が喜んで樹木を植えて管理するのはどこであるかを知ることが不可欠である。過

去において彼らが樹木を保持し、植えてきた場所の一覧は、その指標となる。樹

木が風景において占める空間の類型に何らかの変化があったかどうかを知ること

もまた有益である。時に人々は、これまで木が生えてなかった場所にこれから樹

木と潅木を導入し増やす予定の場所について言及することもある (付録皿参照)。

人々は樹木の導入や維持に最も適した場所を知っているが、フィールドワーカ

ーはどの場所が話題に上らなかったかを心に止めておくべきである。グループが

樹木にとって適すると見なした場所の名前をあげ終わったら、フィールドワーカ

ーは他の場所について質問し、またなぜそれらの場所の名が上げられなかったの

かを聞くとよい。これは、どんな環境のもとでも樹木が育たない場所と、適当な

管理で樹木や潅木を導入しうる場所を見分けるのに役に立つ。

フィール ドワーカーは、アグロフオレス トリーシステムにおいて樹木、潅木、

草を育て管理し植えるために、どんな資源が利用可能なのかを知る必要もある。

彼らは、誰が樹木や他の植物の成長や管理について知っているか、彼らが異なる

種についてどれだけの知識経験があるか、を尋ねる必要がある。

苗木を生産するのに必要な技能や物理的資源は、個人、政府、グループの苗畑、

種子の供給者、インフォメーシヨセンターなどを通して、共同体あるいは行政上

の地区ですでに入手可能かもしれない。しかし、ほとんどの場合共同体は、彼ら

自身の知識や技術を蓄え、自分自身の種子を集め、少なくともいくらかの苗木を

育てなければならないだろう。

一般的なグループ討議に加えて、フィールドワーカーは特別なグループインタ

ビューを実施しようとする。これらは樹木と野生植物、そしてそれらの利用、生

態、立地の要件、管理、栽培化の可能性、植え付け適地、繁殖や管理のための資
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源、に焦点を絞って行われるであろう。付録～では、このようなインタヴューの 

例が示されている。 

＜土地利用システムにおける問題＞ 

人々はほとんどいつも、解決しようとしている重要な問題をいくつか列挙する。 

問題についての議論の的を絞るためのーつの方法は、基本的要求と生産システム 

の討議から始めることである。世帯レベルの要求には、食料、水、避難所、燃料、 

現金収入、貯蓄および投資の機会、遺産の保証、工芸の原材料、社会的義務を果 

たすための資源、などがある。共同体の構成員は、これらの要求と関連した問題 

のリストを作り、重要さの度合を挙手により順位付けてくれる。しかし、年齢、 

性別、経済状況が異なれば優先されるものも違ってくるであろう。 

共同体レベルの問題も、同様な過程により確認される。これらは資源の管理、 

交通、市場、そして生産に関連し、特定の場所や土地の類型に特有なものである。 

人々は自分たちの問題を確認し順位を付けると、彼らが過去にしたことや、受け 

継いだこと、失敗したこと、およびその理由、について多くを語ることができる。 

この情報は、新しいアグロフォレストリーの開発にとって価値ある教訓を与えて 

くれる。 

グループが立ち去りそうになり、あるいはーつの話題が終わりそうな場合、フ 

ィールドワーカーは2 -3 の質間で討議を閉めるのがよい。グループの構成員は、 

最も重要な土地利用の問題を順位付け、樹木の利用、樹種の選択、樹木の植え付 

けと管理に適当な場所を含む、土地利用や資源管理の将来の形態について考える 

ように頼まれるであろう。グループの人々は、家に戻り、これらの質問について 

よく考え、彼らの家族や友人と議論することができる。彼らは討議を続けるため、 

1 -2 週間後に再集合することに同意するであろう。 

ザンビアの適応研究計画チームは、人々が専門家、自分の家族、友人、年長者 

と話した後に、土地利用の選好やその優先順位についての意向をよく変えること 

を発見した。ケニアのシアヤ地区で、CARE（あるアメリカの協同組合の略称） 

のケニア・アグロフォレストリープロジェクトのスタッフは、女性との最初の討 

議は、主として外来種、およびより商業的なあるいは「公式」な樹木の利用、に 

集中する傾向があることを指摘している。同じ女性が、家庭で利用する在来種の 
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源、に焦点を絞って行われるであろう。付録皿では、このようなインタヴューの

例が示されている。

<土地利用システムにおける問題>

人々はほとんどいつも、解決しようとしている重要な問題をいくつか列挙する。

問題についての議論の的を絞るための一つの方法は、基本的要求と生産システム

の討議から始めることである。世帯レベルの要求には、食料、水、避難所、燃料、

現金収入、貯蓄および投資の機会、遺産の保証、工芸の原材料、社会的義務を果

たすための資源、などがある。共同体の構成員は、これらの要求と関連した問題

のリストを作り、重要さの度合を挙手により順位付けてくれる。しかし、年齢、

性別、経済状況が異なれば優先されるものも違ってくるであろう。

共同体レベルの問題も、同様な過程により確認される。これらは資源の管理、

交通、市場、そして生産に関連し、特定の場所や土地の類型に特有なものである。

人々は自分たちの問題を確認し順位を付けると、彼らが過去にしたことや、受け

継いだこと、失敗したこと、およびその理由、について多くを語ることができる。

この情報は、新しいアグロフォレストリーの開発にとって価値ある教訓を与えて

くれる。

グループが立ち去りそうになり、あるいは一つの話題が終わりそうな場合、フ

ィール ドワーカーは 2~3 の質問で討議を閉めるのがよい。グループの構成員は、

最も重要な土地利用の問題を順位付け、樹木の利用、樹種の選択、樹木の植え付

けと管理に適当な場所を含む、土地利用や資源管理の将来の形態について考える

ように頼まれるであろう。グループの人々は、家に戻り、これらの質問について

よく考え、彼らの家族や友人と議論することができる。彼らは討議を続けるため、

1~2 週間後に再集合することに同意するであろう。

ザンビアの適応研究計画チームは、人々が専門家、自分の家族、友人、年長者

と話した後に、土地利用の選好やその優先順位についての意向をよく変えること

を発見した。ケニアのシアヤ地区で、CARE( あるアメリカの協同組合の略称)

のケニア ・アグロフオレス トリープロジェク トのスタッフは、女性との最初の討

議は、主として外来種、およびより商業的なあるいは「公式」な樹木の利用、に

集中する傾向があることを指摘している。同じ女性が、家庭で利用する在来種の
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一覧を持って追加討議に戻ってくることがよくある。毎日の仕事に取りかかりな 

がら、また樹木を利用する全ての方法について考えながら、彼女らは新しい長い 

一覧表を完成する。考え、議論し、次の会合に参加する機会を持つことは、飼料、 

燃料、現金収入、あるいは作物の肥料といった望ましいアグロフォレストリー生 

産物、種の好み、そして樹木を植えるための様々な土地の利用可能性、について 

決断を下すのに特に重要である。 

2 . 5節 世帯インタビュー 

世帯とは、住居、食料、財産を共有している人々のことであり、 「家族」とは 

異なる。共同体において世帯を識別する最も現実的な方法は、まず家屋とそこの 

住人に着目し、食料、家計、労働、そして日常的な意志決定を共有する他人がい 

るかどうかを尋ねることである。フィールドワーカーは単に誰が食事を共にして 

いるかと尋ねればよい場合もあるが、小人数の家族が住むいくつかの家屋がーつ 

の住居複合体となり、そこの居住者たちが、労働、財産、意志決定の共有によっ 

て単一の世帯を形成する場合もある。 

彼らの住居での世帯員とのインタビューでは、共同体のグループとの一般的討 

議で得られるのと同じ情報をたくさん仕入れることができる。共同体の討議によ 

り、フィールドワーカーはそこに現存するいろいろな世帯タイプの概要と、彼ら 

の土地利用活動と関心がどの程度まで異なるかを把握する。世帯インタビューは、 

特定の土地利用活動や耕作日程表について、より詳しい情報を与えてくれる。こ 

のようなインタビューによって、フィールドワーカーは、世帯内での労働区分、 

責任分担、支配と意志決定の条件、収入と資源の入手方法、について学ぶことが 

できる。世帯内の個人や小さなグループと、これらの事項についてさらにインタ 

ビューを実施して討議することが必要な場合もある。 

人々の住居を訪問するときには、地域の普及職員かあるいは非公式な接触を通 

し、前もってアポイントメントをとるのが一番よい。しかしながら、フィールド 

ワーカーは、他の共同体員から、特定の世帯タイプの良い例として適する世帯、 
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一覧を持って追加討議に戻ってくることがよくある。毎日の仕事に取りかかりな

がら、また樹木を利用する全ての方法について考えながら、彼女らは新しい長い

一覧表を完成する。考え、議論し、次の会合に参加する機会を持つことは、飼料、

燃料、現金収入、あるいは作物の肥料といった望ましいアグロフォレストリ一生

産物、種の好み、そして樹木を植えるための様々な土地の利用可能性、について

決断を下すのに特に重要である。

2.5 節 世帯インタビュー

世帯とは、住居、食料、財産を共有している人々のことであり、「家族」とは

異なる。共同体において世帯を識別する最も現実的な方法は、まず家屋とそこの

住人に着目し、食料、家計、労働、そして日常的な意志決定を共有する他人がい

るかどうかを尋ねることである。フィールドワーカーは単に誰が食事を共にして

いるかと尋ねればよい場合もあるが、小人数の家族が住むいくつかの家屋が一つ

の住居複合体となり、そこの居住者たちが、労働、財産、意志決定の共有によっ

て単一の世帯を形成する場合もある。

彼らの住居での世帯員とのインタビューでは、共同体のグループとの一般的討

議で得られるのと同じ情報をたくさん仕入れることができる。共同体の討議によ

り、フィールドワーカーはそこに現存するいろいろな世帯タイプの概要と、彼ら

の土地利用活動と関心がどの程度まで異なるかを把握する。世帯インタビューは、

特定の土地利用活動や耕作日程表について、より詳しい情報を与えてくれる。こ

のようなインタビューによって、フィール ドワーカーは、世帯内での労働区分、

責任分担、支配と意志決定の条件、収入と資源の入手方法、について学ぶことが

できる。世帯内の個人や小さなグループと、これらの事項についてさらにインタ

ビューを実施して討議することが必要な場合もある。

人々の住居を訪問するときには、地域の普及職員かあるいは非公式な接触を通

し、前 もってアポイントメントをとるのが一番 よい。 しか しながら、フィール ド

ワーカーは、他の共同体員から、特定の世帯タイプの良い例として適する世帯、
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あるいはある活動についての知識が特に豊富である世帯、を示唆されたら、たと 

えそれらが計画外の世帯であっても訪問するのがよい。どんな場合でも、共同体 

全体に対してこうした訪問が行われていることを知らせておく方が賢明である。 

世帯貝は、インタビューのとき全員が家の中かあるいは近くに座ることを好み、 

このようにして行われる討議では、活発に情報が交換されるものである。しかし、 

公式な予備的討議の後で、インタビューの場所をフィールドに移し、一緒に歩き 

回る方がよい場合もある。 

通常は、最初のインタビユーに男性と女性の両方が参加するのが最善である。 

後で、フィールドワーカーは、男女別に面談し、労働者、扶養者、意志決定者と 

しての特有な知識、技能、役割について討議すればよい。異なる年齢層の人々に 

とっても、同じことが言える。この情報は、全ての世帯員の役に立つアグロフオ 

レストリーの開発にとって重要である。 

世帯の機能に対する一般的知識によって、世帯の誰が樹木を植え、彼らは何を 

どこに植え、誰がその植物の世話し、誰がその生産物や改善の恩恵を受けるか、 

を決定することが可能となる。新しいアグロフォレストリーに付随する労働や便 

益が、世帯員間の不和を生みだしたり強めたりすることなく、公平に分配される 

ことを保証することは重要である。小さな世帯レベルでの討議は、何度も繰り返 

えされることで、どのように新しい活動が世帯の全員に利用可能なかたちで時間 

的空間的に都合よく適合しているかを慎重に検討するよい機会となる。これらの 

問題についての討議は、もし特定な課題についての個別な追加インタビューによ 

って繰り返され補足されるならば、最も生産的なものである。 

2 . 6節 ウォーキングインタヴュー 

さまざまな人々が土地と樹木をいろいろな方法で利用している状況においては、 

彼らの間に対立が生じる可能性がある。しかし、さまざまな利用者による多様な 

利用のための、資源管理の効率的で相互依存的なシステムを開発する十分な機会 

もある。いかにして対立や共有が起こるかを理解するためだけでなく、システム 
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あるいはある活動についての知識が特に豊富である世帯、を示唆されたら、たと

えそれらが計画外の世帯であっても訪問するのがよい。どんな場合でも、共同体

全体に対してこうした訪問が行われていることを知らせておく方が賢明である。

世帯員は、インタビューのとき全員が家の中かあるいは近くに座ることを好み、

このようにして行われる討議では、活発に情報が交換されるものである。しかし、

公式な予備的討議の後で、インタビューの場所をフィールドに移し、一緒に歩き

回る方がよい場合もある。

通常は、最初のインタビューに男性と女性の両方が参加するのが最善である。

後で、フィールドワーカーは、男女別に面談し、労働者、扶養者、意志決定者と

しての特有な知識、技能、役割について討議すればよい。異なる年齢層の人々に

とっても、同じことが言える。この情報は、全ての世帯員の役に立つアグロフォ

レストリーの開発にとって重要である。

世帯の機能に対する一般的知識によって、世帯の誰が樹木を植え、彼らは何を

どこに植え、誰がその植物の世話し、誰がその生産物や改善の恩恵を受けるか、

を決定することが可能となる。新しいアグロフォレストリーに付随する労働や便

益が、世帯員間の不和を生みだしたり強めたりすることなく、公平に分配される

ことを保証することは重要である。小さな世帯レベルでの討議は、何度も繰り返

えされることで、どのように新しい活動が世帯の全員に利用可能なかたちで時間

的空間的に都合よく適合しているかを慎重に検討するよい機会となる。これらの

問題についての討議は、もし特定な課題についての個別な追加インタビューによ

って繰り返され補足されるならば、最も生産的なものである。

2.6 節 ウォーキ ングインタヴュー

さまざまな人々が土地と樹木をいろいろな方法で利用している状況においては、

彼らの間に対立が生じる可能性がある。しかし、さまざまな利用者による多様な

利用のための、資源管理の効率的で相互依存的なシステムを開発する十分な機会

もある。いかにして対立や共有が起こるかを理解するためだけでなく、システム

一40-



を有益な方向へ変化させる計画を手助けするためにも、対立や相互依存の可能性 

だけではなく、利用と利用者の組合せ全体を理解することが重要である。 

誰がどのように土地資源を利用するのかという疑問は、個人や小グループと共 

に散策しながらの観察やさりげないインタビューによって解かれる。動物、住居、 

市場、道路、垣根、野原、さまざまな活動に従事している人々、を通り過ぎると 

き、フィールドワーカーは「誰が何を利用するか」とか「誰が何を所有するか」 

について容易に尋ねることができる。いくつかの質問一覧をここに挙げる。これ 

らについて直接質問する必要はないが、この一覧は、どんな情報が役に立ち、何 

が尋ねるに値するかを示している。 

・同じ人間がーつの土地をさまざまな方法で利用するのか。 

・異なる土地利用は矛盾しないのか。つまり、それらは中立的か、相互補強的か、 

競争的か、あるいは深刻な対立状態にあるか。 

・異なる人々は同じ場所を利用しているのか。また、その方法は同じか違うか。 

・同じ場所を利用している人々が植えるのは同じ植物種か異なる植物種か。 

・彼らは同じ植物を利用してるのか、あるいは異なる植物を利用しているのか。 

・異なる植物の利用は矛盾しないのか。つまり、それらは中立的か、相互補強的 

か、競争的か、あるいは対立状態にあるか。 

・どこに多様な利用者がいるのか。それは誰か。 

・土地、植物、そしてそれらの産物に関して彼らはどんな利用権、および（ある 

いは）所有権を持っているか。 

・利用者達は互いに共存しているのか。つまり、仲良くしているか、無関心なの 

か、あるいは対立しているのか。 

・彼らの出身は、同じ世帯かどうか、同じグループかどうか、同じ土地かどうか。 

土地と樹木が共有され、あるいは異なるグループによって別々に利用されるア 

グロフォレストリーが導入されるとき、上記の質問に対する答えにより、成功か 

失敗かが決まる。ウォーキングインタビューは、自然資源の利用、管理、状況の 

変化について討議し、将来の風景について推測するすばらしい機会をも与えてく 

れる。 
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2. 7節 個別インタビュー 

個別インタビューでは、グループ討議やウォーキングインタビューと同じ課題 

をいくつか扱う。主な違いは、個別インタビューではフィールドワーカーが邪魔 

なしに一人の人物により多くの時間を割くように計画し、特定の課題についての 

「一通りの話」を聞くことができる点にある。これは、フィールドワーカーがそ 

の土地の歴史について詳しく知りたいときや、薬草、炭焼き、工芸、食料加工、 

市場、樹木の保育、特定の土地や水の管理、といった特別な問題についての詳細 

な情報を得たいときにとりわけ重要である。 

個人とのディスカッションでは、グループ討議では気まずかったり不可能であ 

ったりする説明、あるいは張り合う参加者のいるところでは専門家が躊躇する情 

報、を含む特別関心のある話題に関してかなりの詳細にまで踏み込むことができ 

る。たとえば、女性、貧しい人々、少数グループの一員は、グループよりも個人 

を基礎とした場での方が、より率直に彼らの状況や見解を説明してくれる。まる 

で違う質問がなされる場合もあるが、すでにグループインタビューやウォーキン 

グインタビューでなされた質問の多くは個別インタビューでも利用されうる。付 

録～において質疑応答シートの形でーつの例を紹介するが、これには小グループ 

あるいは個人に対する、樹木や野生植物の利用と管理についての特別なインタビ 

ューの質問例が示されている。 

2 . 8節 アクションインタヴュー（関与観察） 

共同体のメンバーと一緒に働くことにより、フィールドワーカーは、いかに仕 

事がなされるかを知る機会、および見習い人あるいは手伝い人としてあまり形式 

張らずに質問をする機会を得る。なされた仕事は、インタビューされる個人やグ 

ループにとっても積極的な貢献となる。しかし、人々に長い、座り込んだインタ 

ビューに参加するように頼むことは、まさしく彼らから余暇や労働の時間を奪う 

ことである。もしフィールドワーカーが共同体の仕事に定期的に参加していれば、 
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録皿において質疑応答シートの形で一つの例を紹介するが、これには小グループ

あるいは個人に対する、樹木や野生植物の利用と管理についての特別なインタビ
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2.8 節 アクションインタヴュー (関与観察)

共同体のメンバーと一緒に働 くことにより、フィール ドワーカーは、いかに仕

事がなされるかを知る機会、および見習い人あるいは手伝い人としてあまり形式

張らずに質問をする機会を得る。なされた仕事は、インタビューされる個人やグ

ループにとっても積極的な貢献となる。しかし、人々に長い、座り込んだインタ

ビューに参加するように頼むことは、まさしく彼らから余暇や労働の時間を奪う

ことである。もしフィールドワーカーが共同体の仕事に定期的に参加していれば、
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世帯あるいは共同体の作業グループの中でー定の位置を得るだけでなく、意味あ 

る貢献をするのに十分な技能を習得できるであろう。 

家畜の番をしたり、採集をしたり、水汲みに出かけたりするときに、フィール 

ドワーカーは、途中で見たものに関する質問と仕事自体に関する討議とを結び付 

けて考えることができる。これらの機会は、特定の仕事と手順への洞察と同じく、 

所有権、共有地の利用条件、共有資源の管理等についての重要な情報源である。 

2 . 9節 調査過程のタイミング 

集中的な討議とインタビューに必要な時間は、フィールドワーカーと参加共同 

体の要求と、その場所の土地利用システムの複雑さ次第である。この重要な調査 

の遂行をあまりにも急ぐ必要もないし、人々がプロジェクトの開始を待っている 

のに数力月も弓は延ばす必要もない。フィールドワーカーが最初の討議で一年を 

費やす場合もあれば、もっと早く新しい活動を始め、あるいは現在の仕事を続け 

ることが必要な場合もあるだろう。ーカ月の地図作り、フィールド訪問、グルー 

プインタビューの後に、十分な情報力汗リ用可能となり、どの樹木をどこでどうや 

って育てるかについての計画を開始するのに十分な関心が生じる。その間に、フ 

ィールドワーカーは、個別インタビューや、専門家や特定グループとの労働を通 

してより詳しい情報を集め続けることができる。 

フィールドワーカーは、インタビューとフィールド訪問の最初の集中期間を最 

も効果的に使うため、どんな情報が必要かの優占順位を決めなければならない。 

最小限の情報は2 -3 週間で手に入るが、学習の過程と共同体との提携は計画の 

存続期間の終わりまで続けられねばならない。 

重要なのは、フィールドワーカーが新しいアグロフォレストリーを計画し実行 

しようとする前にニつの主要な目標に出会うことである。第一は、地元の人々の 

知識、経験、将来への優先権を尊重することにより、彼らとの連携を確立するこ 

とである。第二は、共同体員が適当なアグロフォレストリーを選択する際に用い 

ることのできる実用的な情報を集めることである。 
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存続期間の終わりまで続けられねばならない。
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とである。第二は、共同体員が適当なアグロフォレストリーを選択する際に用い

ることのできる実用的な情報を集めることである。

-43 一



2. 10節 アグロフォレストリーの選択のための調査結果の利用 

ここでのべた調査活動を通して異なる課題についての情報を集めた後、フィー 

ルドワーカーは、自分自身の既存の知識と訓練をもとにして、これらの情報を再 

検討し要約する必要がある。彼らはそれらの情報を、共同体が再検討し、討議し、 

訂正するのに都合のよい形で準備しておくべきである。共同体員は、選択肢につ 

いて検討し議論した後で、地域の状況や優先順位や資源に最も適した樹種とアグ 

ロフォレストリーを選択し、次の植え付け時期に向けての作業計画を開始するこ 

とができる。 

調査中に集められた全ての情報を要約するのは困難であるが、共同体の住民全 

体に提示するための簡単で解りやすい一般的な要約を作成するのは可能である。 

付 の形式は、最も重要な土地と土地利用のタイプ、主な土地利用者のグルー 

プ、樹木、灌木、草本の最も優先順位の高い利用、世帯や共同体レベルでの最も 

深刻な問題、等のリストを作成するのに用いられるであろう。ひとたびこの情報 

のリストが作成されると、フィールドワーカーは、人々が調査中に話した樹木の 

植え付けに関する特別な制約と機会を再検討することができる。 

この時点でフィールドワーカーは、土地や樹木の利用における潜在的対立、お 

よび新しいアグロフォレストリー活動に最も有望な樹種と最も適当な場所、につ 

いて、調査中に集めた情報をもとに判断を下さなければならない。この共同体に 

おけるアグロフォレストリー活動への障害は何であろうか。土地と樹木の利用を 

めぐって深刻な対立が生ずる場所や場所のタイプはあるのだろうか。これらの疑 

問を検討した後、フィールドワーカーは、最も優先されるべき利用に適する一般 

的な在来樹種の一覧表を作成すべきである（付録～参照）。この要約された情報 

は、共同体の住民全員に提示される前に、共同体を代表するグループに提示され、 

再検討と訂正がなされる。 

もっと詳細に計画をたて意志決定を行うためには、各々のグループのアグロフ 

ォレストリー活動に関する特別な要求と資源をもとにして、共同体をいくつかの 

土地利用者のグループに分けることが必要である。その結果、異なるアプローチ 

を必要とする全ての「状況」の一覧表ができる。例えば、ある共同体はアグロフ 

ォレストリーの目的に応じて5つの異なるグループに分けられる。つまり、永久 

2.10 節 アグロフォレストリーの選択のための調査結果の利用

ここでのべた調査活動を通して異なる課題についての情報を集めた後、フィー

ルドワーカーは、自分自身の既存の知識と訓練をもとにして、これらの情報を再

検討し要約する必要がある。彼らはそれらの情報を、共同体が再検討し、討議し、

訂正するのに都合のよい形で準備しておくべきである。共同体員は、選択肢につ

いて検討し議論した後で、地域の状況や優先順位や資源に最も適した樹種とアグ

ロフォレストリーを選択し、次の植え付け時期に向けての作業計画を開始するこ

とができる。

調査中に集められた全ての情報を要約するのは困難であるが、共同体の住民全

体に提示するための簡単で解りやすい一般的な要約を作成するのは可能である。

付録Wの形式は、最も重要な土地と土地利用のタイプ、主な土地利用者のグルー

プ、樹木、潅木、草本の最も優先順位の高い利用、世帯や共同体レベルでの最も

深刻な問題、等のリストを作成するのに用いられるであろう。ひとたびこの情報

のリストが作成されると、フィールドワーカーは、人々が調査中に話した樹木の

植え付けに関する特別な制約と機会を再検討することができる。

この時点でフィールドワーカーは、土地や樹木の利用における潜在的対立、お

よび新しいアグロフォレストリー活動に最も有望な樹種と最も適当な場所、につ

いて、調査中に集めた情報をもとに判断を下さなければならない。この共同体に

おけるアグロフォレストリー活動への障害は何であろうか。土地と樹木の利用を

めぐって深刻な対立が生ずる場所や場所のタイプはあるのだろうか。これらの疑

問を検討した後、フィールドワーカーは、最も優先されるべき利用に適する一般

的な在来樹種の一覧表を作成すべきである (付録N参照)。この要約された情報

は、共同体の住民全員に提示される前に、共同体を代表するグループに提示され、

再検討と訂正がなされる。

もっと詳細に計画をたて意志決定を行うためには、各々のグループのアグロフ

ォレストリー活動に関する特別な要求と資源をもとにして、共同体をいくつかの

土地利用者のグループに分けることが必要である。その結果、異なるアプローチ

を必要とする全ての「状況」の一覧表ができる。例えば、ある共同体はアグロフ

ォレス トリーの目的に応じて 5つの異なるグループに分けられる。つまり、永久
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水利権と肥沃な土地を持った農民、乾燥した痩せた土地を持った農民、土地を持 

たない女性の農業労働者、定住している牧夫、そして季節ごとに移動する遊牧民 

である。 

フィールドワーカーは、特別なグループと状況ごとに、共同体のためにつくっ 

た一般的要約と類似する簡単な要約を作ることができる（付録～の形式を参照）。 

各々のグループの代表者は、関係のある要約を再検討し、彼らの意見と改訂を加 

えるべきである。ひとたびこれらの記述の全てが完成され確認されると、それら 

は文書の形で、教師、指導者、関心をもつメンバーに分配される。しかし、異な 

るグループ間の潜在的対立が敏感すぎる場合、フィールドワーカーは全グループ 

のために一般的要約だけを分配することを選択するだろう。 

ひとたびアグロフォレストリーの導入に際しての基本的条件についての同意が 

得られれば、在来樹種についての入手可能な詳しい情報（在来樹種の利用と別の 

アグロフォレストリーシステムの可能性を含む）を利用することはより容易にな 

る。インタビューのオリジナルノートには、優先されるべき利用、重要な問題、 

アグロフォレストリーの主要な障害（付録～参照）が記録され、それはフィール 

ドワーカーが在来樹種について収集した情報マトリックスと比較される。そして、 

最も重要な要求や条件を満たす樹木、灌木、草本の一覧表は、共同体のグループ 

ともう一度議論されるのである。 

フィールドワーカーは、いまだ入手不可能な生産物やサービスを与えてくれる 

未知の樹種を見つけ出すために、付録Iに示す樹種の補足一覧表を点検すること 

もできる。彼らは、困難な条件のもとでも良く育つ樹種や、あるいは作物、牧草 

地、他の樹種と特に共存できる樹種を識別することができる。これらの樹種の一 

覧表は、その樹種がアグロフォレストリーが計画されている共同体グループの環 

境と土地利用の状況に確かに適するよう、慎重に改正されるべきである。 

次の段階は、各々の共同体グループカ沫リ用可能な樹種と植栽場所の一覧に対し 

て、付録Iで示すアグロフォレストリー活動の一覧を照合することである。地域 

の状況に最も適する方式を決定するために、フィールドワーカーは第3章の適当 

な節を再検討するべきである。各々の共同体グループのメンバーは、樹種と土地 

利用活動に対する自分たちの提案について話し合う必要がある。そして、フイー 
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たない女性の農業労働者、定住している牧夫、そして季節ごとに移動する遊牧民

である。

フィール ドワーカーは、特別なグループと状況ごとに、共同体のためにつくっ

た一般的要約と類似する簡単な要約を作ることができる (付録Wの形式を参照)。

各々のグループの代表者は、関係のある要約を再検討し、彼らの意見と改訂を加

えるべきである。ひとたびこれらの記述の全てが完成され確認されると、それら

は文書の形で、教師、指導者、関心をもつメンバーに分配される。しかし、異な

るグループ間の潜在的対立が敏感すぎる場合、フィールドワーカーは全グループ

のために一般的要約だけを分配することを選択するだろう。

ひとたびアグロフォレストリーの導入に際しての基本的条件についての同意が

得られれば、在来樹種についての入手可能な詳しい情報 (在来樹種の利用と別の

アグロフオレストリーシステムの可能性を含む) を利用することはより容易にな

る。インタビューのオリジナルノー トには、優先されるべき利用、重要な問題、

アグロフォレストリーの主要な障害 (付録 W参照) が記録され、それはフィール

ドワーカーが在来樹種について収集した情報マ トリックスと比較される。そして、

最も重要な要求や条件を満たす樹木、潅木、草本の一覧表は、共同体のグループ

ともう一度議論されるのである。

フィールドワーカーは、いまだ入手不可能な生産物やサービスを与えてくれる

未知の樹種を見つけ出すために、付録工に示す樹種の補足一覧表を点検すること

もできる。彼らは、困難な条件のもとでも良く育つ樹種や、あるいは作物、牧草

地、他の樹種と特に共存できる樹種を識別することができる。これらの樹種の-

覧表は、その樹種がアグロフォレストリーが計画されている共同体グループの環

境と土地利用の状況に確かに適するよう、慎重に改正されるべきである。

次の段階は、各々の共同体グループが利用可能な樹種と植栽場所の一覧に対し

て、付録工で示すアグロフォレス トリー活動の一覧を照合することである。地域

の状況に最も適する方式を決定するために、フィールドワーカーは第 3章の適当

な節を再検討するべきである。各々の共同体グループのメンバーは、樹種と土地

利用活動に対する自分たちの提案について話し合う必要がある。そして、フィ-
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ルドワーカーは、皆が寄与の機会を持つことを確認しつつ、生き生きとした議論 

や討論を促す努力をすべきである。 

ひとたびグループのメンバーが自分たちの提案を決めると、フィールドワーカ 

ーは適切なアグロフォレストリーの樹種や活動について彼自身の考えを追加しよ 

うと思うであろう。これらは結論としてではなく、討議への貢献として提示され 

るべきである。最後に、共同体のグループは提案された活動と樹種をすべて再検 

討し、綿密な吟味に耐えない選択肢を放棄しなければならない。人々は、次回の 

会合で投票によって、次の植栽でどの樹種と方式が試されるかの決定がなされる 

前に、家庭でおそらく自分の選択について考え、話し合うであろう。 

もしフィールドワーカーが公式な研究プロジェクトを計画しているならば、評 

価のためにアグロフォレストリーの生産物、サービス、樹種を少数でよいから識 

別することが重要であろう。しかし、非公式な調査や共同体に根ざした研究では、 

もっと多くのバリエーションを見込む必要がある。人々は、もっと詳細に調べて 

みたい樹種や活動を見いだすまで、 「これを少しとあれを少し」というふうに試 

したがるものである。多くの場合、彼らは2 --- 3の異なる利用のために沢山の樹 

種を試みる決心をし、これらの樹種を異なるタイプの場所で3つかそれ以上の活 

動に適用するのである。 

ひとたびこれらの決定がなされると、参加している共同体グループとフィール 

ドワーカーは、最初に試みるべき活動と樹種の一覧表を作成するであろう。第2 

部や付録Iと～（略）に示す情報は、調査の過程を通して集められた全ての情報 

とともに、今やより有効となっている。フィールドワーカーは、人々がアグロフ 

ォレストリー活動を試みる限り彼らと接触を続けるべきであり、彼ら自身の要求 

と好みに沿うように変化させ改良するように促進するべきである。第3章では、 

評価の過程、およびそれが学習、意志決定、試験の全サイクルの中でどのような 

役割を果たしているかを説明している。 
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別することが重要であろう。しかし、非公式な調査や共同体に根ざした研究では、

もっと多くのバリエーションを見込む必要がある。人々は、もっと詳細に調べて

みたい樹種や活動を見いだすまで、「これを少しとあれを少し」というふうに試

したがるものである。多くの場合、彼らは 2~3 の異なる利用のために沢山の樹

種を試みる決心をし、これらの樹種を異なるタイプの場所で3つかそれ以上の活

動に適用するのである。

ひとたびこれらの決定がなされると、参加している共同体グループとフィール

ドワーカーは、最初に試みるべき活動と樹種の一覧表を作成するであろう。第 2

部や付録工とロ (略) に示す情報は、調査の過程を通して集められた全ての情報

とともに、今やより有効となっている。フィール ドワーカーは、人々がアグロフ

ォレストリー活動を試みる限り彼らと接触を続けるべきであり、彼ら自身の要求

と好みに沿うように変化させ改良するように促進するべきである。第 3章では、

評価の過程、およびそれが学習、意志決定、試験の全サイクルの中でどのような

役割を果たしているかを説明している。
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第3章 プロジェクトの評価 

研究および開発機関は、プロジェクトやプログラムの最後の段階に、成功か失 

敗かの最終的判定として、評価を予定していることが多い。これらのアセスメン 

トを実施するため、外部の評価者を雇うのが普通である。彼らはたいてい農村開 

発プロジェクトの成功を、得られる生産物の量と質、参加によって実現した現金 

収入、植林されあるいは新しい作物が植えられた土地の広さによって、評価する。 

しかしながら、アグロフォレストリープロジェクトの評価は、外部の者による 

賞賛や批判的判断に限られる必要はない。フィールドワーカー、プラナー、参加 

共同体は、継続的な家庭の一部として、新しいアグロフォレストリー活動の影響 

を評価することができる。この種の参加型評価は、要求と優先権に沿った現実的 

活動を保持するため、アグロフォレストリーとその関連活動の調査や適用に直接 

役立つ。 

共同体内の人々が実験と学習を行うにつれて、定期的な評価会により、次の時 

期の活動に新しい経験と見解を適用する方法が提供される。これは、新しい活動 

を導入し、よりよい活動に置き換え、現存の活動を修正することを意味する。ア 

グロフォレストリー活動それ自体はさておき、研究者、開発担当者、共同体メン 

バーは、自分たちのすべての活動を再検討し、仕事をより生産的にし、より多く 

の人を調査し、便益の公平な分配を保障するための手段を講ずることができる。 

討議は革新と開発の過程のあらゆる側面におよぶ。例えば、会合の組織、女性グ 

ループのための特殊技術アシスタントの訓練、地元の言語による手引書の制作な 

どである。 

第2章で述べた計画の過程のように、評価は、適切な質問、正直な回答、結果 

の要約、そして将来の活動に対する情報の適用、等に依存している。質問は、フ 

ィールドワーカー、共同体の主要人物、共同体内で異なる利益を代表するグルー 

プに対して行われる。アグロフォレストリー従事者と共同体員の両者は、彼ら自 

身の仕事および共に実施した仕事のやり方について、再検討し議論するだろう。 

さらに、フィールドワーカーは、他の場所で効果的に導入されうるアグロフォレ 

ストリーや共同体活動を指摘するであろう。 

最初のインタビューやフィールド訪問の時と同様に、評価は質問に始まり質問 
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に終わる。最初の質問は状況を捉えるためのものであり、最後の質問は特定の活 

動に関連するものである。そして、そのあと新しい活動や新しい作業法を検査す 

るための現実的な努力が行われる。このように評価には終わりがなく、状況が変 

わるごとに新しい方向にむけた指針を示すのに役立てられるのである。 

アグロフォレストリー活動は、月に一度、季節に一度、あるいは一年に一度評 

価されるのがよい。実際、特別に計画された評価のための会合でより的が絞れら 

れた討議がなされる場合と同じように、参加者のグループを含むほとんど全ての 

会合や訪問では何らかの評価がなされている。もちろん、植栽後数年たって、樹 

木が成熟しなければ評価できない事柄もある。 

適切な評価方法には、いくつかのタイプがある。農民たちの土地を訪れて彼ら 

がいかにして異なるアグロフォレストリー活動を実行し修正してきたかを知るこ 

とから、グループミーティング、世帯インタビュー、個別インタヴューに至るま 

で様々である。定期的に風景を見渡し、参加者の分配、あるいは特定の活動がう 

まくいった場所と失敗した場所を図に示すことも有益であろう。 

フィールドワーカーと共同体員は、第1章で簡単に説明した土地利用者の見通 

しの5つの重要な点を参考にしながら、アグロフォレストリー活動と彼ら自身の 

活動とを包含する質問をするべきである。すなわち、さまざまな利用、多様な利 

用者、変化しつつある風景、地元の知識と実験、クライアント（依存者）および 

協力者としての土地利用者、に対してアグロフォレストリーはいかにうまくかか 

わっているか、という質問である。質問は、特定のリストに限られるより、むし 

ろ広い範囲を包含すべきであるが、次に続く質問はアグロフォレストリー活動を 

評価するために入手されるべき情報を提示すべきである。 

特定の活動、あるいは活動の組合せは、多様な利用を上手に処理しているであ 

ろうか。それは、適切な生産物とサービスを与えているだろうか。共同体との初 

期の討議から得られるオリジナルリスト（付録～）と見比べて検討する。それは 

十分な生産を実現しているだろうか。質は良いだろうか。生産とサービスのタイ 

ミングは良いだろうか。生産物とサービスの量と質は、必要とされる労働、土地、 

その他の投資に見合うだけのものであろうか。アグロフォレストリーや他の活動 

により供給される他の生産物とサービスは重要になったのだろうか。 

このアグロフォレストリー活動、もしくは活動の組み合せは、共同体内の全て 
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ろ広い範囲を包含すべきであるが、次に続く質問はアグロフオレストリー活動を

評価するために入手されるべき情報を提示すべきである。

特定の活動、あるいは活動の組合せは、多様な利用を上手に処理しているであ

ろうか。それは、適切な生産物とサービスを与えているだろうか。共同体との初

期の討議から得られるオリジナルリスト (付録W) と見比べて検討する。それは

十分な生産を実現しているだろうか。質は良いだろうか。生産とサービスのタイ

ミングは良いだろうか。生産物とサービスの量と質は、必要とされる労働、土地、

その他の投資に見合うだけのものであろうか。アグロフォレストリーや他の活動

により供給される他の生産物とサービスは重要になったのだろうか。

このアグロフオレストリー活動、もしくは活動の組み合せは、共同体内の全て
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の土地利用者グループに紹介されたのだろうか。もしそうでないならば、他のグ 

ループの要求に沿うような補完的な活動はあるのだろうか。この活動はあるグル 

ープに不都合を生じさせたであろうか。それは新たな対立を生じさせたのか、そ 

れとも未然に解決したのであろうか。それは異なるグループ、例えば性別、年代、 

経済水準の異なるグループ間の関係を変化させたのであろうか。出入り、利用、 

収穫の権利、あるいは所有権を得たり失ったりした人がいるだろうか。もしいる 

ならば、それは誰であろうか。働いた者自身力沫り益を得たであろうか。余計に働 

いたり余計に恩恵をこうむったグループはないだろうか。直面する困難や問題の 

解決法について何か提案はないだろうか。 

このアグロフォレストリー活動、もしくは活動の結合は、初期の調査や討議で 

確認された環境問題に対して適当な解決策を提示し得たのだろうか。もしそうで 

ないならば、ほかにどんな活動が導人されればよいのだろうか。アグロフォレス 

トリーシステムは適切な場所で行われているのであろうか。植物の形状と配列は 

人々の現在または未来の風景に対する好みに沿ったもであろうか。問題の起こっ 

た場所もしくは場所の類型はあるのだろうか。アグロフォレストリー活動によっ 

て、共有地から私有地へ、自由な放牧地から制限のある放牧地へ、男性から女性 

の支配へ、と再区分された土地はあるだろうか。アグロフォレストリーの計画、 

土地の利用、樹木の組み合せや配置、にかかわる新しい見解や実験はあるだろう 

か。風景の大幅な変化、あるいはアグロフォレストリーシステムの設計や配置に 

影響を与えそうな新しい流れはあるのだろうか。 

アグロフオレストリー活動は、共同体のもとからの知識や経験を考慮にいれた 

だろうか。それは何らかの改良を導いたであろうか。この活動に関連する地元の 

考え方や経験が正しく理解され解釈されてただろうか。共同体の知識や活動は、 

参考のため、あるいは教育的に利用するのに便利な形で記述され、彼らに還元さ 

れたであろうか。共同体内の人々は、新しい活動を理解し評価するため、正しい 

形で十分な情報を受取ってきたであろうか。いかなる点や話題についても彼らは 

より多くの、より良い情報を求めるのであろうか。共同体のメンバーや専門家の 

グループは、新しい情報や発明を彼ら自身の活動に組み込んだであろうか。例え 

ば、薬草商は新しい種を彼の治療法に取り入れ、人々は植物と土地利用の伝統的 

な分類に新しい種と活動を組み込んだであろうか。 
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もう一組の質問は、どのようにフィールドワーカーと共同体のメンバーが一緒 

に働いたかということである。フィールドワーカーは共同体の意見を十分に聞き、 

地域の要求や優先順位についての回答を正しく解釈しただろうか。彼らはアグロ 

フォレストリーとその関連活動を選択し試験する際、協力者として住民を巻き込 

んだであろうか。そのためのもっと効果的な方法はあるだろうか。研究者や開発 

担当者は、人々が提供してくれた時間や情報に見合うだけのものを返しているだ 

ろうか。共同体のメンバーは、以前よりも手際よく実験や普及計画の実施準備が 

できるだろうか。彼らの知識や経験は、将来の利用のために正しく裏付けされる 

であろうか。共同体のメンバー相互間、および外部の資源との間で、以前よりも 

良い関係を結んでいるであろうか。 

地域の人々は、情報を収集し、問題を討議し、解決策を決定し、アグロフォレ 

ストリー活動を試行すべく、フィールドワーカーや共同体メンバーによるイニシ 

アティブに反応を示したであろうか。彼らは不平、あるいは改良への提案を表明 

しただろうか。彼らは共同体によって試行されるアグロフォレストリーや土地の 

管理の新しい見解を出したであろうか。彼らは試行の結果を解釈することでお互 

いに協力したであろうか。彼らは友人、親戚、近隣の共同体の職員と経験を共有 

したであろうか。 

共同体のメンバーとフィールドワーカーがこれらの質問に答えるにつれて、彼 

らはその結果が特定の活動の継続、変化、ほかの活動による補完、あるいは廃棄 

を意味するかどうか判断を下すことが必要となる。その答えは広く適応可能か、 

それとも特定の人物、土地利用システム、環境条件に適用できるだけであろうか。 

初めの調査で確認されたそれぞれの場合において、評価の間に達した結論を含む、 

導入されたそれぞれの活動を要約すべきである。これらの結論は、全ての参加者 

で討議され改訂され、次の季節のための作業計画を立てるために用いられるべき 

である。 

いくつかの点で、フィールドワーカーは、プロジェクトの期間中に開発された 

アグロフォレストリー活動が適用され導入されるであろう、近隣の共同体もしく 

は他の地域をも訪問するのがよい。結局、この過程は、普及部門によって、ある 

いは共同体の指導者、教育者、その他の開発担当者の公式あるいは非公式なネッ 

トワークによって、引き継がれる。その地域の人々が、もはや外部からの特別な 
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アグロフォレストリーに対する協力を必要とせず、しかし共に始めた作業を進ん 

で継続し拡張するようになれば、その時こそ共同体に根ざしたアグロフォレスト 

リーの開発努力が実を結んだと考えてよいであろう。 
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第2部 アグロフォレストリー 

の実践 
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第 2部 アグロフォレス トリー

の実践



第4章 耕地におけるアグロフォレストリー 

4 . 1 節 耕地に散在する樹木 

＜解説＞ 

耕地の中に、樹木が格子状あるいはランダムに植えられ、その下で作物が育て 

られる。これは、形態および目的からして、等高線沿いの植生（4.2節）やアレ 

イクロッピング（4.3節）のところで述べるような、一列に植栽される樹木や灌 

木をもとにしたアグロフォレストリーとは異なるものである。 

サヘルでは、Acacia albida, Buかrosperinum parkii (karite), Parkia clappertonia, 

Park奴 biglobosa (nere), Borassus aethiopum (palm), A cacia senegalが、東および南ア 

フリカにおいては、Markham危platycalyx（ケニアのシアヤ地方）,Acaciaalbi凌I 

（ザンビアの南部州）,Cordia abyssinica （東アフリカ高原地方）, Sesbania 

sesban （ケニアのカカメガ地方）,Croton macnフstachys（ケニアの中部州）など 

が、一般的に利用されている。 

＜設計＞ 

農民たちは、次にあげる理由により樹木を耕地の中に散在させる。つまり、作 

物の生産を増加させるため、特定の土地をできるだけ長期間耕作するため、いく 

つかの生産物の総生産量を増加させるため、生産物を多様化するため、特に価値 

ある生産物を、動物から守られた安全な区域で生産するため、である。 

樹木の間隔は、樹木の大きさと条件により、また作物栽培との競合を最小限に 

押え、作物に対するよい影響を最大限生かせるように、決定される。樹種や密度 

の選択はそれぞれの環境によって様々であるが、次に示す例から一般的なガイド 

ラインを導くことも可能である。サヘル地方で、トウモロコシやミレットを基本 

とする耕作システムでの樹木密度はAcacia albida がlhaあたり40 -60本、Parkia 

ci叫7pertonia, P. bigiobosa, Buかrosperinum parki‘が60 - 80本、Borassus aethiopum が 

200本、A cacia senegalが300本までである。 

樹木の密度や間隔は、樹種だけではなく、耕作システムにも依存する。もしも 

将来、農業機械を導入するならば、樹木は広い間隔でまっすぐに植えられなけれ 
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ばならない。 

耕地で育つ樹木は、作物と競合するべきではないし、するにしても最小限でな 

ければならない。もし可能であれば、作物の生長に寄与すべきである。付録1の 

表1および2には、望ましい性質を持った樹種が挙げてある。 

耕地に植えるように提案されてきた樹種がいくつかある。最もよく知られてい 

るのは、A cacia albida であるが、他にも、外来種、在来種を問わず数多くの樹種 

がある。コーヒーの被陰樹としては、西アフリカではTerininoita 属の樹種が、東 

アフリカではCo庖ia abyssinicaやGrevilla robus忽力沫リ用される。 

樹木が耕地に散在する場合の主な保全目的は、土壌により多くの有機物や窒素 

分を供給し、作物のための微気候を改善することである。 

＜確立＞ 

サヘル地方と東アフリカでは、耕地のなかに自然に樹木が生える場合と、人為 

的に 苗木を植える場合とがある。商業的な利用のできる樹種のほとんどは、苗 

木による繁殖がなされている。 

天然更新が可能な場所では、苗木を植える必要はない。むしろ、再生した若い 

樹木を、火や、動物や、開墾作業などから守る必要がある。特に、Acacia aibida 

やA cacia senegdは、天然更新をきちっと保護してやることが重要である。 

苗木を育てて移植するよりも、むしろ現存の天然更新を保護する方が、多くの 

利点をもつ。しかし、機械や動物による耕うんに適するように、樹木が一列に並 

ばないことが、唯一の欠点である。邪魔な樹木は、間引かれてしまうのが普通で 

ある。 

＜管理＞ 

耕地の樹木は、生育の初期に動物から保護される必要がある。また樹木の周囲 

を除草し、また畝で囲う（5.4節）ような工夫も必要であろう。 

落葉でマルチングする（根覆いをする）と、若い樹木にはよいが、西アフリカ 

の多くの地域では白蟻が増える。しかし、木の灰やA zadirach奴indicaの葉のよう 

に、地面を覆い、土壌に養分を与えるばかりでなく、昆虫を殺したり撃退したり 

するマルチもある。 
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分を供給し、作物のための微気候を改善することである。
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サヘル地方と東アフリカでは、耕地のなかに自然に樹木が生える場合と、人為

的に 苗木を植える場合とがある。商業的な利用のできる樹種のほとんどは、苗

木による繁殖がなされている。

天然更新が可能な場所では、苗木を植える必要はない。むしろ、再生した若い

樹木を、火や、動物や、開墾作業などから守る必要がある。特に、Acの超 可鰯吻

やAcの超ぷ釧理頒は、天然更新をきちっと保護してやることが重要である。

苗木を育てて移植するよりも、むしろ現存の天然更新を保護する方が、多くの

利点をもつ。しかし、機械や動物による耕うんに適するように、樹木が一列に並

ばないことが、唯一の欠点である。邪魔な樹木は、間引かれてしまうのが普通で

ある。

<管理>

耕地の樹木は、生育の初期に動物から保護される必要がある。また樹木の周囲

を除草し、また畝で囲う (5,4節) ような工夫も必要であろう。

落葉でマルチングする (根覆いをする) と、若い樹木にはよいが、西アフリカ

の多くの地域では白蟻が増える。しかし、木の灰やAzmi[肥た如‘顧zmの葉のよう

に、地面を覆い、土壌に養分を与えるばかりでなく、昆虫を殺したり撃退したり

するマルチもある。
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＜予想される便益＞ 

セネガルのサヘル地方では、作物を、A cacia senegal, A. albida, Borassus 

aethiopum と一緒に栽培すると、収量が増大すると報告されている。 

耕地の樹木は、農民にとって価値ある生産物を供給する。Acaルalbida の鞘は 

家畜の飼料、枝は刺つきの垣根、材木は臼などの家庭用品として利用される。こ 

の樹種には、作物の生育季節に葉を落すという利点もある。すなわち、作物が生 

育するときには日光を遮らず、乾季には土壌を直射日光から守るのである。 

Borassusヤシは、白蟻や腐朽に対する抵抗性を持つ唯一の建築材料となり、果 

実や地下の若いシュートは食糧になる。複葉は、ござ、屋根、垣根、家の壁とし 

て利用される。複葉の柄は堅くて長持ちし、しかも刺があるので、垣根の材料と 

してもってこいである。 

これらのヤシ類は、最初の5 - 10年間は、作物の邪魔にならない。次の10-15 

年が過ぎると、樹木の直下では作物栽培が不可能となり、動物たちの牧草となる 

草の被覆ができあがる。そして、40年以上たち、樹木が十分に大きくなると、ま 

ったく農業の邪魔にはならなくなる。実際、Borassus ヤシの近くに植えられた作 

物は、たとえヤシの密度がヘクタールあたり300 -400本程度であっても、より多 

くの収穫が期待できるのである。 

A cacia senegalは、ゴム、燃材、飼料を提供してくれる。また、窒素を固定して 

土壌を改良し、木材は、乾燥地域で最も利用価値のあるもののーつと考えられて 

いる。 

Park奴biglobosa と Buかrospennum parkiiの果実は、セネガル、カメルーン、チ 

ャド、ギニア、ガーナ、コートジボアール、トーゴ、ベニン、ナイジェリアのか 

なり広い地域で、主食として利用されている。Buかrospermum parkaは日本のよう 

な遠くでも評価されるバターの原料となり、Park加biglobosaの 鞘は農村地域で消 

費されるソースの添加物として利用される。 

Markhainia plalycalyxは、高品質の建築および家具用材を提供し、また副産物と 

して少量の燃材も供給する。葉は、旱魃時に飼料として利用される。 

これら6つの樹種は、サヘル地方やアフリカの他の乾燥地域の人々の生活にと 

って重要な役割を果たしている。この他、地域により重要な樹木はたくさんある。 

広い地域で利用されている上記6つの樹種と、局地的に重要な樹種とのいろいろ 
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家畜の飼料、枝は刺つきの垣根、材木は臼などの家庭用品として利用される。こ

の樹種には、作物の生育季節に葉を落すという利点もある。すなわち、作物が生

育するときには日光を遮らず、乾季には土壌を直射日光から守るのである。

Borassusヤシは、白蟻や腐朽に対する抵抗性を持つ唯一の建築材料となり、果

実や地下の若いシュートは食糧になる。複葉は、ござ、屋根、垣根、家の壁とし

て利用される。複葉の柄は堅くて長持ちし、しかも刺があるので、垣根の材料と

してもってこいである。

これらのヤシ類は、最初の 5~10 年間は、作物の邪魔にならない。次の10~15

年が過ぎると、樹木の直下では作物栽培が不可能となり、動物たちの牧草となる

草の被覆ができあがる。そして、40年以上たち、樹木が十分に大きくなると、ま

ったく農業の邪魔にはならなくなる。実際、Borassusヤシの近くに植えられた作

物は、たとえヤシの密度がヘクタールあたり3仰 ~4仰本程度であっても、より多

くの収穫が期待できるのである。

Acα iqseれegdは、ゴム、燃材、飼料を提供 して くれる。また、窒素を固定して

土壌を改良し、木材は、乾燥地域で最も利用価値のあるものの一つと考えられて

い る。
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ャ ド、ギニア、 ガーナ、 コー トジボアール、 トー ゴ、ベニ ン、ナイジ ェ リアのか

なり広い地域で、主食として利用されている。β"かm叩em"mp 伽た"は日本のよう

な遠くでも評価されるバターの原料となり、P研ねαbigありosαの鞘は農村地域で消

費されるソースの添加物として利用される。

MmIた間隙畝p観yc似yxは、高品質の建築および家具用材を提供し、また副産物と

して少量の燃材も供給する。葉は、早魁時に飼料として利用される。

これら6つの樹種は、サヘル地方やアフリカの他の乾燥地域の人々の生活にと

って重要な役割を果たしている。この他、地域により重要な樹木はたくさんある。

広い地域で利用されている上記 6つの樹種と、局地的に重要な樹種とのいろいろ
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な組合せを比較することは意味のあることであろう。第2章と付録Iは、試行用 

の樹種の識別方法について、いくらかの示唆を与えてくれる。 

＜他の技術との組合せ＞ 

風よけは、耕地に散在する樹木、特にAcacia albi威1(6.3節）、と共に用いら 

れる。散在する樹木はまた、特に乾燥地域での土壌水分保全のため、土木建造物 

(5.1節）や樹木を囲む畝（5.3節）と結み合わせて用いられる。 

＜制約＞ 

耕地での樹木を増やし管理する際の重大な制約は、家畜による圧力である。多 

くの樹種は、少しくらい若葉をかじられても大丈夫であるが、放牧圧が高くなり 

過ぎると、天然更新はもはや成り立たなくなる。多くのアフリカ乾燥地域では、 

すでに幼樹が存在しない。 

成木は、旱魃により枯死する。例えば、大面積にわたるA cacia senegalの枯死は、 

1970年代前半の旱魃によるものである。以前存在していたA. senegd の 80％が、 

既に消失したと言われている。 

4 . 2節 等高線に沿った植生帯 

＜解説＞ 

アフリカの伝統的な耕作システムでは、草による生きた柵、石や木の列、枝葉 

や他の有機物破片の列が、突然の土壌表面流や土壌浸食を防ぐために斜面を横切 

って配置される。樹木、灌木、草、蔓植物の組み合せが、等高線に沿って植栽さ 

れると、同様な働きをする。 

等高線の帯（contour strip）はまた、①垣根の帯（barrier strip）すなわち生垣 

(hedge) 、 ②水平植生の帯（horizontal veget肌ion st即) 、 （③）等高線の生垣 

(contour hedge）すなわち水平な灌木の列（horizontal hedgerow) 、としても知 

られている。これは、有用な産物を提供し、土壌を豊かにするほか、傾斜耕地の 
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れる。散在する樹木はまた、特に乾燥地域での土壌水分保全のため、土木建造物

(5.1節)や樹木を囲む畝 (5,3節) と結み合わせて用いられる。

<制約>

耕地での樹木を増やし管理する際の重大な制約は、家畜による圧力である。多

くの樹種は、少しくらい若葉をかじられても大丈夫であるが、放牧圧が高くなり

過ぎると、天然更新はもはや成り立たなくなる。多くのアフリカ乾燥地域では、

すでに幼樹が存在しない。

成木は、早魁により枯死する。例えば、大面積にわたるAcのiqse〃egdの枯死は、

1970年代前半の早魁によるものである。以前存在していたA.se〃egdの80% が、

既に消失したと言われている。

4.2 節 等高線に沿った植生帯

<解説>

アフリカの伝統的な耕作システムでは、草による生きた柵、石や木の列、枝葉

や他の有機物破片の列が、突然の土壌表面流や土壌浸食を防ぐために斜面を横切

って配置される。樹木、潅木、草、蔓植物の組み合せが、等高線に沿って植栽さ

れると、同様な働きをする。

等高線の帯 (contoursmp) はまた、①垣根の帯 (bandersmp) すなわち生垣

(hedge) 、 ②水平植生の帯 (hodzontm vegetationstdp)、 ③等高線の生垣

(contour hedge) すなわち水平な潅木の列 (honzontalhedgerow) 、としても知

られている。これは、有用な産物を提供し、土壌を豊かにするほか、傾斜耕地の
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土壌浸食を制御する手段でもある。等高線に沿った植生の帯は、アレイクロッピ 

ング（4.3節）と混同されるが、この2つは大変異なる。アレイクロッピングは、 

土壌浸食を防ぐというよりも、むしろ土壌肥沃度と作物の微気候を改善すること 

に重点を置いている。等高線に沿った植生の帯はまた、生きた柵（6.1節）や境 

界線植栽（6.2節）とも異なる。これらは農地の間の、あるいは住宅群の周囲の 

境界線上に育成され、動物の制御、あるいは境界の目印を第一の目的とするもの 

である。 

土壌浸食を制御するために、傾斜のある裸地全面を恒久的な植生で被うと作物 

栽培ができなくなるし、テラスや他の建造物をつくるには多くの労働を必要とし、 

コストがかかる（5.1節）。そこで、妥協案として浮かんでくるのが、耕地の中 

に等高線に沿って一連の恒久的な植生の帯を作ることである。植栽してもよいし、 

天然植生をうまく利用してもよい。 

農民は、できるだけ土壌保全用の建造物を構築するのを避けようとする。とい 

うのは、通常、労力と材料が不足し、また、アグロフォレストリーにより改善さ 

れ得るとはいえ（5.1節）、耕作に使える面積が減少してしまうからである。 

等高線に沿った植生の帯は、人口密度の高い地域や農地以外の資源利用が限ら 

れている地域で特に有用である。そのような地域では、多年生植物から得られる 

家畜の飼料や他の産物は不足しており、その結果、高い価値をもつからである。 

＜設計＞ 

等高線上の植生帯は、傾斜地の土壌浸食防止方法として常に適切であるとは限 

らないので、注意深く設計されなければならない。例えば、独立した樹木がただ 

等高線沿いに植えられているだけならば、樹木の間を流れる水により土壌が浸食 

される。立地条件と設計次第で、植生帯は、単独で、もしくは土木建造物や排水 

路とともに用いられる。農地の土壌浸食制御システムを設計する時は、この本で 

論じられる全ての方法を考慮すべきである。 

設計の仕方にかかわらず、等高線に沿った植生帯の効果は、かなりの程度、傾 

斜、降水強度、土壌状態に依存している。土壊と水を保全するための最も重要な 

要素は、植生帯の幅と間隔である。比較的急な斜面では、幅の狭い植生帯を狭い 

間隔で設けることが必要である。また、きわめて急傾斜地では、物理的な建造物 
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に等高線に沿って一連の恒久的な植生の帯を作ることである。植栽してもよいし、
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うのは、通常、労力と材料が不足し、また、アグロフォレストリーにより改善さ

れ得るとはいえ (5,1節)、耕作に使える面積が減少してしまうからである。

等高線に沿った植生の帯は、人口密度の高い地域や農地以外の資源利用が限ら

れている地域で特に有用である。そのような地域では、多年生植物から得られる

家畜の飼料や他の産物は不足しており、その結果、高い価値をもつからである。

<設計>

等高線上の植生帯は、傾斜地の土壌浸食防止方法として常に適切であるとは限

らないので、注意深く設計されなければならない。例えば、独立した樹木がただ

等高線沿いに植えられているだけならば、樹木の間を流れる水により土壌が浸食

される。立地条件と設計次第で、植生帯は、単独で、もしくは土木建造物や排水

路とともに用いられる。農地の土壌浸食制御システムを設計する時は、この本で

論じられる全ての方法を考慮すべきである。

設計の仕方にかかわらず、等高線に沿った植生帯の効果は、かなりの程度、傾

斜、降水強度、土壌状態に依存している。土壌と水を保全するための最も重要な

要素は、植生帯の幅と間隔である。比較的急な斜面では、幅の狭い植生帯を狭い

間隔で設けることが必要である。また、きわめて急傾斜地では、物理的な建造物
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が組み合わされなければ、植生帯が近接しすぎて耕作ができなくなる。さらに、 

等高線に沿った植生帯は、強い粘土質の場所よりも、深く浸透性のある土壌での 

方が、より効果的である。土壌が浸透性に欠けるところでは、土壌表面流を防ぐ 

ため、柵や浸透を促進させる建造物を必要とする。 

等高線に沿った植生帯は、通常3 -8 メートルの幅で、作付面積の約10％を占 

める。植生帯はできるだけ途切れさせないことが大切である。次の表は、適切な 

間隔を推定するのに用いることができる。 

傾斜 

(%) 

植生帯の幅 

(m) 

植生帯の間隔（m) 

浸食し易い土壌 凝集力のある土壌 

5 1 . 5 45 80 

10 2 . 0 35 70 

15 3 . 0 30 60 

20 4 . 0 26 53 

30 6 . 0 23 44 

40 8 . 0 20 36 

50 10 . 0 17 30 

60 12 . 0 14 26 

80 16 . 0 13 22 

100 20 . 0 10 20 

＜樹種＞ 

等高線に沿った植生帯に供される樹木や灌木の樹種は、周りの作物や耕作活動 

と共存するものでなければならない。 

東アフリカのサバンナでは、多くの樹木や灌木が、等高線に沿った植生として 

用いられている。利用できそうな樹種は、付録Iに挙げてある。一般的に、多目 

的な利用が可能なマルチパーパスツリーは有効であるが、どんな場合でも、草あ 

るいは草本性のカバークロップを同時に用いねばならない。 

下層では、小さくてよく繁った灌木と草本性植物を様々に組み合わせることが 

重要である。もし家畜に食べさせたいのなら、Dたhrostachys cinerea のような飼 
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が組み合わされなければ、植生帯が近接しすぎて耕作ができなくなる。さらに、

等高線に沿った植生帯は、強い粘土質の場所よりも、深く浸透性のある土壌での

方が、より効果的である。土壌が浸透性に欠けるところでは、土壌表面流を防ぐ

ため、柵や浸透を促進させる建造物を必要とする。

等高線に沿った植生帯は、通常 3~8 メートルの幅で、作付面積の約10% を占

める。植生帯はできるだけ途切れさせないことが大切である。次の表は、適切な

間隔を推定するのに用いることができる。

傾斜

(%)

植生帯の幅

(m)

植生帯の間隔 (m)

浸食し易い土壌 凝集力のある土壌

5

10

1 5

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

8 0

10 0

1. 5

2. O

3. O

4. O

6. O

8. O

1 0. 0

1 2 . O

16. O

2 0. O

4 5

3 5

3 0

2 6

2 3

2 0

1 7

1 4

13

1 0

8 0

7 0

6 0

5 3

4 4

3 6

3 0

2 6

2 2

2 0

<樹種>

等高線に沿った植生帯に供される樹木や潅木の樹種は、周りの作物や耕作活動

と共存するものでなければならない。

東アフリカのサバンナでは、多くの樹木や潅木が、等高線に沿った植生として

用いられている。利用できそうな樹種は、付録 工に挙げてある。一般的に、多目

的な利用が可能なマルチパーパスツリーは有効であるが、どんな場合でも、草あ

るいは草本性のカバークロップを同時に用いねばならない。

下層では、小さくてよく繁った潅木と草本性植物を様々に組み合わせることが

重要である。もし家畜に食べさせたいのなら、Dzcためslのり sci〃eだαのような飼
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料植物を、縁に沿って植えればよい。Sかlosan坑es, Crotalaria, Indigqfera属の植物 

や、Lablab puipureus は、土地の肥沃度、土地被覆、飼料生産に寄与する。下層植 

生として有用な草には、Pennesetum purpureum, P. typhoides （エレファントグラス）, 

Itripsacum laxum（グァテマラグラス）,Panicum coloraturn, P. maximum （ギニア 

グラス）,Chioris gayam（ロードスグラス），のnodon 威lCかIon, Cen誠rus ciliaris, 

Dにhan坑turn annula2um（インドで用いられるスターグラス）, Eragrostis属 、があ 

る 

集約的な耕作システムを持つ人口密度が高い地域では、植生帯は通常、種、挿 

し木、苗木を組み合せて植え付けられる。植生帯が完成するまでの時間は、種の 

組合せや立地条件によりけりであるが、一般に、草、他の地被植物、灌木、樹木 

が同時に成立することはない。通常、地表流を止める連続的な柵として、草が最 

初に植えつけられる。 

＜管理＞ 

等高線に沿った植生帯の管理は、集約的な生垣の刈り込み、および草や飼料の 

刈りとりから、樹木生産物の収穫や家畜の放牧に至るまで、様々である。 

どんな設計がなされるにしても、連続的でよく繁った下層の地被植物は、常に 

維持される必要がある。このおかげで、地表流の勢いが弱められ、土壌に浸透し 

やすくなる。 

傾斜や土壌の種類によっては、溜った水と沈澱物が、等高線上の植生帯に悪影 

響を及ぼす場合もある。また、蓄積された沈澱物が、若く感受性の高い植物を窒 

息させ、あるいは埋めてしまう可能性もある。必要に応じてより丈夫な植物に置 

き代えながら、規則的に植生の健康状態を調べるべきであろう。 

＜期待される便益＞ 

食物、燃材、家畜の飼料、蜜蜂といった樹木生産物に加え、等高線に沿った植 

生帯からの落葉は、分解されるにつれて隣接する耕地に有機物を加えることがで 

きる。土壌の中に鋤き込まれる場合は、特にその働きが顕著である。しかし、土 

壌表面にそのまま放置されても、土壌を浸食から守ることができる。また、植生 

帯の植物は、窒素固定により土壌を改良し、下層土から養分を弓は上げる。さら 
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料植物を、縁に沿って植えればよい。s堺 os伽物鍋 Cmfの‘〆α,′叫ぼ e中属の植物

や、Lの‘の加平"だ“sは、土地の肥沃度、土地被覆、飼料生産に寄与する。下層植

生 と して有用 な草 には、 P馴れese似m 加 平"だ“m,P. ケpたozdes( エ レファン トグラス ),

"ゆ sの“m‘僻“m( グ ァテマ ラグラス ),p 伽た“mco われ吻卿 ,p,m 伽加“m( ギニア

グラス ), 勤 めだsgの醐 (ロー ドスグラス ), の mdo “卿の めれ,Ceねcれmscm 頒 &

Dzc初回たmm 伽似卿“m( インドで用いられるスターグラス),Emgmms 属、があ

る。

集約的な耕作システムを持つ人口密度が高い地域では、植生帯は通常、種、挿

し木、苗木を組み合せて植え付けられる。植生帯が完成するまでの時間は、種の

組合せや立地条件によりけりであるが、一般に、草、他の地被植物、潅木、樹木

が同時に成立することはない。通常、地表流を止める連続的な柵として、草が最

初に植えつけられる。

<管理>

等高線に沿った植生帯の管理は、集約的な生垣の刈り込み、および草や飼料の

刈りとりから、樹木生産物の収穫や家畜の放牧に至るまで、様々である。

どんな設計がなされるにしても、連続的でよく繁った下層の地被植物は、常に

維持される必要がある。このおかげで、地表流の勢いが弱められ、土壌に浸透し

やすくなる。

傾斜や土壌の種類によっては、溜った水と沈澱物が、等高線上の植生帯に悪影

響を及ぼす場合もある。また、蓄積された沈澱物が、若く感受性の高い植物を窒

息させ、あるいは埋めてしまう可能性もある。必要に応じてより丈夫な植物に置

き代えながら、規則的に植生の健康状態を調べるべきであろう。

<期待される便益>

食物、燃材、家畜の飼料、蜜蜂といった樹木生産物に加え、等高線に沿った植

生帯からの落葉は、分解されるにつれて隣接する耕地に有機物を加えることがで

きる。土壌の中に鋤き込まれる場合は、特にその働きが顕著である。しかし、土

壌表面にそのまま放置されても、土壌を浸食から守ることができる。また、植生

帯の植物は、窒素固定により土壌を改良し、下層土から養分を引き上げる。さら
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に、それらは防風林の働きもする。 

一般に農民は、あまり樹高が高くならず、また頻繁に採集できる果樹や飼料木 

を選択する傾向がある。サバンナで、たったlooxiメートルの植生帯から、年 

間乾重量で200kgの燃材と、 250kg の飼料を得ることが期待される。このような 

植生帯が5つあれば、 5人家族が1年間に必要な燃材の25％と、 1年のうち8 カ 

月間に1頭の牛が食べるのに十分な飼料を生産できる。 

しかし、植生帯に占められる分だけ作付面積が減り、短期的にみると作物の収 

穫は低下するであろう。逆に、樹木や灌木からの生産物は、土壌や水を保全する 

だけでなく、短期的な作物生産量の低下を補完することができる。つまり、土壌 

と水の損失が過酷な場所ほど、また燃材、飼料、他の樹木生産物が不足している 

場所ほど、等高線に沿った植生帯による便益は重要性を増す。地域の共同体メン 

バーは、自分たちカ漁うべきリスクとトレードオフの決定に参加すべきである。 

＜フィールドからの例＞ 

このタイプの最もよく知られるアグロフオレストリーシステムは、大変よい土 

壌と気候に恵まれたルワンダのニャビシンズ地方で発展してきた。下層では、草 

の帯がマメ科の地被植物（Desmo直urn属の種）に代わり、上層はGrevillea robusta 

とA Ibizia属の樹種、それにLeucaena leucocephalaとEntada abyssinicaを含む。 

4 . 3節 アレイクロッピング 

＜解説＞ 

灌木列間作（hedgerow intercropping）としても知られるアレイクロッピングと 

は、木本性植物の列と、その間のアレイ（小道、路地）に植えられる一年生作物 

とを管理することである。木本性植物は定期的に切られ、その葉や小枝は、土壌 

表面からの蒸散を減少させ、雑草を抑制し、上層土に養分や有機物を与えるため 

の、マルチ（根覆い）として用いられる。窒素が作物生産に必要なところでは、 

に、それらは防風林の働きもする。

一般に農民は、あまり樹高が高くならず、また頻繁に採集できる果樹や飼料木

を選択する傾向がある。サバンナで、たった 1仰×1メートルの植生帯から、年

間乾重量で 2皿kgの燃材と、 250kgの飼料を得ることが期待される。このような

植生帯が 5つあれば、 5人家族が 1年間に必要な燃材の25% と、 1年のうち8カ

月間に 1頭の牛が食べるのに十分な飼料を生産できる。

しかし、植生帯に占められる分だけ作付面積が減り、短期的にみると作物の収

穫は低下するであろう。逆に、樹木や潅木からの生産物は、土壌や水を保全する

だけでなく、短期的な作物生産量の低下を補完することができる。つまり、土壌

と水の損失が過酷な場所ほど、また燃材、飼料、他の樹木生産物が不足している

場所ほど、等高線に沿った植生帯による便益は重要性を増す。地域の共同体メン

バーは、自分たちが負うべきリスクとトレードオフの決定に参加すべきである。

< フィールドからの例 >

このタイプの最もよく知られるアグロフォレストリーシステムは、大変よい土

壌と気候に恵まれたルワンダのニャビシンズ地方で発展してきた。下層では、草

の帯がマメ科の地被植物 (Desmodi“m属の種) に代わり、上層は Gだvmmmb 脚 "

と A肋 zz粛 gの樹種、それに Le“c僻m!e"coc ゅ加幽と Em 臨 めγmmco を含む。

4.3 節 アレイクロッピング

<解説>

潅木列間作 (hedgerow血tercropping)としても知 られるアレイクロッピングと

は、木本性植物の列と、その間のアレイ (小道、路地) に植えられる一年生作物

とを管理することである。木本性植物は定期的に切られ、その葉や小枝は、土壌

表面からの蒸散を減少させ、雑草を抑制し、上層土に養分や有機物を与えるため

の、マルチ (根覆い) として用いられる。窒素が作物生産に必要なところでは、
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窒素固定植物が灌木列の主たる構成要素となる。 

アレイクロッピングの第一の目的は、土壌や微気候の改善および雑草制御によ 

り作物の収穫を維持し、増加させることである。農民はまた、灌木列から、燃材、 

建設用木材、食物、薬、飼料などの樹木生産物を得ることができるし、傾斜地で 

は浸食も抑えられる。 

アレイクロッピングは、他のアグロフォレストリー、例えば等高線に沿った植 

生帯（4.2節）と同じように見えるかも知れないが、異なるものである。という 

のは、アレイクロッピングにおいては、灌木列の間にマルチを施すことにより、 

土壌を改良することに隹占が置かれているからである。これに対して、等高線に 

沿った植生帯は、斜面の長さおよび表面流の速さと量を減ずるように設計される。 

アレイクロッピングはまた、物理的な建造物を必要としないため、溝、畝、テ 

ラス（段丘）における木本性および草本性植物の植栽（5.1節）とも異なる。 

アレイクロッピングは、ほとんどの乾燥アフリカ地域にとっては目新しいもの 

である。多くの試みは、アフリカ大陸の湿潤および半湿潤地域で実施されてきた。 

耕地で木を列にして密植することは農村地域の伝統ではないが、アレイクロッピ 

ングが試験的に導入された地域では、重要な保全と生産の便益が報告されている。 

＜設計＞ 

アレイクロッピングシステムにおける、灌木列や作物の植え付け位置と間隔は、 

植物の種、気候、傾斜、土壌条件によって決まる。灌木列は、その両側の植物が 

一日中日光を浴びることができるよう、東西方向に配置されるのが理想である。 

実際の試みでは、列の間隔が4 - 8m で、列の樹木の間隔が25cm- 2 m である 

ことが多い。一般的に、この間隔は湿潤地域では狭く、半湿潤および半乾燥地域 

では広い。 

農民が灌木列と作物の密接な結合を好まないところでは、同数の灌木列を2列 

づつ広い間隔で配置することができる。このようにすれば、灌木列の植物間の競 

争は激化するが、灌木列と作物の間の競争は抑制される。樹高の高い樹木で灌木 

列が構成される場合にも、この広い間隔が適している。 

＜樹種＞ 
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窒素固定植物が潅木列の主たる構成要素となる。

アレイクロッピングの第一の目的は、土壌や微気候の改善および雑草制御によ

り作物の収穫を維持し、増加させることである。農民はまた、潅木列から、燃材、

建設用木材、食物、薬、飼料などの樹木生産物を得ることができるし、傾斜地で

は浸食も抑えられる。

アレイクロッピングは、他のアグロフォレストリー、例えば等高線に沿った植

生帯 (4.2節) と同じように見えるかも知れないが、異なるものである。という

のは、アレイクロッピングにおいては、潅木列の間にマルチを施すことにより、

土壌を改良することに焦点が置かれているからである。これに対して、等高線に

沿った植生帯は、斜面の長さおよび表面流の速さと量を減ずるように設計される。

アレイクロッピングはまた、物理的な建造物を必要としないため、溝、畝、テ

ラス (段丘) における木本性および草本性植物の植栽 (5,1節) とも異なる。

アレイクロッピングは、ほとんどの乾燥アフリカ地域にとっては目新しいもの

である。多くの試みは、アフリカ大陸の湿潤および半湿潤地域で実施されてきた。

耕地で木を列にして密植することは農村地域の伝統ではないが、アレイクロッピ

ングが試験的に導入された地域では、重要な保全と生産の便益が報告されている。

<設計>

アレイクロッピングシステムにおける、潅木列や作物の植え付け位置と間隔は、

植物の種、気候、傾斜、土壌条件によって決まる。潅木列は、その両側の植物が

一日中日光を浴びることができるよう、東西方向に配置されるのが理想である。

実際の試みでは、列の間隔が 4~8m で、列の樹木の間隔が25cm~2m である

ことが多い。一般的に、この間隔は湿潤地域では狭く、半湿潤および半乾燥地域

では広い。

農民が潅木列と作物の密接な結合を好まないところでは、同数の潅木列を2列

づつ広い間隔で配置することができる。このようにすれば、潅木列の植物間の競

争は激化するが、潅木列と作物の間の競争は抑制される。樹高の高い樹木で潅木

列が構成される場合にも、この広い間隔が適している。

<樹種>
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通常アレイクロッピングでは、窒素固定を通して土壌の肥沃度を高めるために、 

マメ科の樹木が利用される。しかし、すべての木本性植物がアレイクロッピング 

に適するわけではない。樹冠よりはるかに広く伸びる表層の根は作物の邪魔とな 

るし、樹木が多くの水を必要とすれば作物が使える分が減少する。森林環境で雑 

草や他の競争者から自らを守るために、周りの土壌に有害な化学物質を放出する 

樹種は、耕地でのアグロフォレストリーには向かない。また、たとえ作物と共存 

可能な樹種であっても、大きさが会わなかったり周期的な刈り込みに耐性がなけ 

れば、アレイクロッピングには適さない。 

アレイクロッピングには、まばらで小さな樹冠を持ち、萌芽力が強く、地表付 

近での側根がほとんどない直根を形成し、葉の分解が早く、窒素を固定でき、人 

々に利用される材木、食物、薬などを生産し、しかも酸性土壌、旱魃、洪水、強 

風、害虫などの条件下でもよく育つ樹種が理想的である。 

多くのアレイクロッピングのプロジェクトでは、Leucaena !eucocephaia を用い 

てきた。しかし、この樹種は、家畜やシロアリなどの動物や害虫を呼び寄せるた 

め、失敗した例が多い。Leucaemの代わりにGliricidia sepiumを用いることもー 

つの方法であるが、アグロフオレストリーにおいても種の多様性を維持すること 

が重要といえよう。 

Cassia siainea, Glincidia sepium, Cal liandra cat othy rsus, Sesban加sesban は、アレイ 

クロッピングによく用いられる樹種であるが、どんな条件にも適する樹種を探す 

のはとても困難である。参考までに、特定の地域に適する樹種のリストを付録1 

に示す。 

＜管理＞ 

灌木列は、直蒔き、あるいは苗木や挿し木の植栽により確立される。そして、 

除草や施肥など農民が農作物のために行うあらゆる管理によって、幼樹も便益を 

受ける。 

普通、樹木は最初の伐採まで放っておかれる。最初の伐採までは、樹木の根を 

発達させ回復力を持たせるための十分な年数が必要であるが、同時に作物を日陰 

にしないためできるだけ早く伐採することも重要である。灌木列は、半湿潤もし 

くは半乾燥地域では6-12カ月で、乾燥地域では12--18カ月もしくはそれ以上た 
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通常アレイクロッピングでは、窒素固定を通して土壌の肥沃度を高めるために、

マメ科の樹木が利用される。しかし、すべての木本性植物がアレイクロッピング

に適するわけではない。樹冠よりはるかに広く伸びる表層の根は作物の邪魔とな

るし、樹木が多くの水を必要とすれば作物が使える分が減少する。森林環境で雑

草や他の競争者から自らを守るために、周りの土壌に有害な化学物質を放出する

樹種は、耕地でのアグロフオレストリーには向かない。また、たとえ作物と共存

可能な樹種であっても、大きさが会わなかったり周期的な刈り込みに耐性がなけ

れば、アレイクロッピングには適さない。

アレイクロッピングには、まばらで小さな樹冠を持ち、萌芽力が強く、地表付

近での側根がほとんどない直根を形成し、葉の分解が早く、窒素を固定でき、人

々に利用される材木、食物、薬などを生産し、しかも酸性土壌、早魁、洪水、強

風、害虫などの条件下でもよく育つ樹種が理想的である。

多 くのアレイクロッピングのプロジェク トでは、Le“c僻鵬 蛇“cocの加血 を用い

てきた。しかし、この樹種は、家畜やシロアリなどの動物や害虫を呼び寄せるた

め、失敗 した例が多い。" 艦僻m の代わりに G′‘“群遊αsq7mm を用いることも-

つの方法であるが、アグロフォレストリーにおいても種の多様性を維持すること

が重要といえよう。

C偲ぶ紅鱒の吻m,G ′inc須川 sEの似m,C 研"α〆もdm cmoz毎な“s,Sesbの可α泥めα〃は、 ア レイ

クロッピングによく用いられる樹種であるが、どんな条件にも適する樹種を探す

のはとても困難である。参考までに、特定の地域に適する樹種のリストを付録 1

に示す。

<管理>

潅木列は、直蒔き、あるいは苗木や挿し木の植栽により確立される。そして、

除草や施肥など農民が農作物のために行うあらゆる管理によって、幼樹も便益を

受ける。

普通、樹木は最初の伐採まで放っておかれる。最初の伐採までは、樹木の根を

発達させ回復力を持たせるための十分な年数が必要であるが、同時に作物を日陰

にしないためできるだけ早く伐採することも重要である。潅木列は、半湿潤もし

くは半乾燥地域では 6~12 カ月で、乾燥地域では12~18 カ月もしくはそれ以上た
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ってから伐採される。 

標準的なアレイクロッピングでは、まず30 -60cmの高さで灌木列を刈り込み、 

続いて、月に1度から年に1度の間隔で刈り込みを繰り返す。刈り込みで得た枝 

葉は、地ならしや作物の種蒔きの直後にマルチとして利用される。 

＜期待される便益＞ 

乾燥アフリカにおけるアレイクロッピングは、おそらく本書で示されるアグロ 

フォレストリーのなかで、最も未知な性格をもつものであろう。 

国際熱帯農業研究所（IlTA）がナイジェリア半湿潤地域で実施した試験では、 

土壌の肥沃度が向上したため、アレイクロッピングの作物収穫は劇的に増加した。 

トウモロコシとヤムイモを用いたアレイクロッピングシステムで、ヤムイモの生 

木支柱としてLeucaena leucocephala やGlirici或a sepiumが用いられたが、Leucaena 

の枝葉を緑肥として使うと、トウモロコシの収穫はかなり増加した。枝葉10トン 

を土壌にすきこむと、 1ヘクタールあたり1.3- 3.2トンの収穫増となるが、これ 

は、 1 ヘクタール当り100kgの窒素肥料を使用したのと同じである。 

しかし、アフリカで大規模、広範囲にアレイクロッピングの推進を始めること 

は時期尚早であろう。 

＜他の技術との組み合せ＞ 

耕地に散在する樹木を灌木列と組み合わせることができる。たとえば、注意深 

く配置されたA cacia dbidlのような飼料木、 Persea americana（アボガド）や 

Carzca papaya のような果樹、および柱に利用できる樹木との結み合わせが考えら 

れる。 

アレイクロッピングは、等高線に沿った植生帯（4.2節）や土壌と水の保全の 

ための建造物（5.1節）を補完することもできる。 

農民はアレイクロッピングを他の多くの活動と組み合せてきた。灌木列からと 

れる飼料は、樹木群、改良された休閑地（4.5節）、牧草地における木本性若芽 

飼料植物（7章）からの有用な飼料の補完物となる。 

＜フイールドからの例＞ 
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ってから伐採される。

標準的なアレイクロッピングでは、まず30~ 鋤 omの高さで潅木列を刈り込み、

続いて、月に 1度から年に 1度の間隔で刈り込みを繰り返す。刈り込みで得た枝

葉は、地ならしや作物の種蒔きの直後にマルチとして利用される。

<期待される便益>

乾燥アフリカにおけるアレイクロッピングは、おそらく本書で示されるアグロ

フォレストリーのなかで、最も未知な性格をもつものであろう。

国際熱帯農業研究所 (11℃A) がナイジェリア半湿潤地域で実施した試験では、

土壌の肥沃度が向上したため、アレイクロッピングの作物収穫は劇的に増加した。

トウモロコシとヤムイモを用いたアレイクロッピングシステムで、ヤムイモの生

木支柱 と して Le“c鑑 m ′e“coc印加血 や G" “c雄αsep‘“m が用 い られたが、 Le肥鑑 m

の枝葉を緑肥として使うと、トウモロコシの収穫はかなり増加した。枝葉10トン

を土壌にすきこむと、 1ヘクタールあたり 1.3~3,2 トンの収穫増となるが、これ

は、 1ヘクタール当り 1節kgの窒素肥料を使用したのと同じである。

しかし、アフリカで大規模、広範囲にアレイクロッピングの推進を始めること

は時期尚早であろう。

<他の技術との組み合せ>

耕地に散在する樹木を潅木列と組み合わせることができる。たとえば、注意深

く配置された Acの超 〆鋭血 のような飼料木、 Peなeα伽解“cα卿 (アボガド) や

Cmmp47 のαのような果樹、および柱に利用できる樹木との結み合わせが考えら

れる。

アレイクロッピングは、等高線に沿った植生帯 (4.2節)や土壌と水の保全の

ための建造物 (5,1節) を補完することもできる。

農民はアレイクロッピングを他の多くの活動と組み合せてきた。潅木列からと

れる飼料は、樹木群、改良された休閑地 (4.5節)、牧草地における木本性若芽

飼料植物 (7章)からの有用な飼料の補完物となる。

< フィール ドからの例 >
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アレイクロッピングがアフリカでは全く新しい試みであるにもかかわらず、関 

連する活動が土壊保全努力の一部として促進されてきた。実際の例は、次に挙げ 

るとおりである。 

ナイジェリア：国際熱帯農業研究所（JITA）と国際アフリカ家畜センター 

(rLcA）によるプロジェクト 

ザンビア：ミサンフ研究ステーションでの土壌生産性研究プロジェクト 

ケニア：マチャコスにおける乾燥地アグロフォレストリー研究プロジェクト、 

再生可能ェネルギー開発プロジュクト（KREDP ）での試験、国際アグロ 

フォレストリー研究評議会（にRAF）とケニア林業試験場（KEFRI)に 

よる試験、CARE・ケニアアグロフォレストリープロジェクト 

ルワンダ：ドイツの林業総局とGTZによる試み 

4 . 4 節 家庭菜園の樹木 

＜解説＞ 

アフリカの乾燥のきつい地域や他の大陸部における家庭菜園（ホームガーデン） 

には、樹木や灌木を含むものがある。これらは、野菜、果実、薬用植物、飼料用 

の草、樹木、灌木の様々な組み合せで構成されている。家庭菜園は、新しいアグ 

ロフォレストリーの試験に最も適した土地のひとつである。 

ケニアの乾燥農業地域の家庭菜園では、Passiflora edulis （パッションフルーツ） 

の蔓が柵に巻き付き、Psidium guajava（グァバ）とCitrus の樹木が上を覆ってい 

る。タンザニアのキリマンジャロ山の斜面にある家庭菜園では、木材、果実、飼 

料、繊維、燃料をとるための樹木が3 -4 層となって、香辛料、薬草、野菜の上 

を覆っている。 

アフリカにおけるアグロフォレストリープロジェクトにおいて女性の参加は非 

常に重要であるが、家庭菜園は女性にとって参加しやすい対象である。 

また、子供たちのアグロフオレストリー学習の場としても、家庭菜園は重要な 

役割を持っている。 

アレイクロッピングがアフリカでは全く新しい試みであるにもかかわらず、関

連する活動が土壌保全努力の一部として促進されてきた。実際の例は、次に挙げ

るとおりである。

ナイジェリア :国際熱帯農業研究所 (11℃A) と国際アフリカ家畜センター

(ILCA) によるプロジェクト

ザンビア :ミサンフ研究ステーションでの土壌生産性研究プロジェクト

ケニア :マチャコスにおける乾燥地アグロフォレス トリー研究プロジェク ト、

再生可能エネルギー開発プロジェクト (KI犯DP) での試験、国際アグロ

フォレストリー研究評議会 (ICR/MF)とケニア林業試験場 (紅3F1虹) に

よる試験、C柾ZE ・ケニアアグロフオレス トリープロジェク ト

ルワンダ :ドイツの林業総局とG「乙による試み

4.4 節 家庭菜園の樹木

<解説 >

アフリカの乾燥のきつい地域や他の大陸部における家庭菜園 (ホームガーデン)

には、樹木や濯木を含むものがある。これらは、野菜、果実、薬用植物、飼料用

の草、樹木、潅木の様々な組み合せで構成されている。家庭菜園は、新しいアグ

ロフオレストリーの試験に最も適した土地のひとつである。

ケニアの乾燥農業地域の家庭菜園では、P伽s中om edmzs( パ ッションフルーツ)

の蔓が柵に巻 き付き、psidi“m g脚りovα (グァバ ) と Cirmsの樹木が上を覆ってい

る。タンザニアのキリマンジャロ山の斜面にある家庭菜園では、木材、果実、飼

料、繊維、燃料をとるための樹木が 3~4 層となって、香辛料、薬草、野菜の上

を覆っている。

アフリカにおけるアグロフォレス トリープロジェクトにおいて女性の参加は非

常に重要であるが、家庭菜園は女性にとって参加しやすい対象である。

また、子供たちのアグロフオレス トリー学習の場としても、家庭菜園は重要な

役割を持っている。
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＜設計＞ 

多層な家庭菜園を作る方法はいくつか考えられる。既存の菜園に樹木を導入す 

る場合もあるし、樹冠の開いた空間で野菜、果実、根菜を栽培する場合もある。 

また、新しい土地で樹木を導入した家庭菜園を作る場合もある。 

まず初めに、対象地の広さを決め、一時的あるいは恒久的な柵で囲って動物の 

侵入を防がなければならない。 

北ザンビアのミオンボ森林地域では、世帯の柱である女性は、樹林地での採集 

と家庭菜園が食糧や現金収入の補足に都合良いことを知っている。作物としては、 

タバコ、キャッサバ、カボチャ、ヒョウタン、サツマイモ、赤豆、グァバ、柑橘 

類などが用いられる。 

＜樹種＞ 

通常、農民たちは、生物学的に理想的な組合せや間隔を追求するよりも、経済 

的価値を最大化する方を好む。また、たとえ果樹木、用材木、飼料木と理想的な 

組み合せでないとしても、自家消費用の繊維、薬、香辛料を産する植物を選択す 

るであろう。 

家庭菜園で最もよく用いられる植物を次に挙げる。 

木本性植物：カシュー、パンの木、パパイヤ、柑橘類、キャッサバ、パッシ 

ョンフルーツ、アボガト、ナツメヤシ、グァノミ 

草本性植物：オクラ、タマネギ類、ホドイモ、キャベツ、カボチャ類、サツ 

マイモ、トマト、クズウコン、バナナ・プランタン類、マメ類 

＜期待される便益＞ 

家庭菜園の便益は、実に多様である。タンザニアのキリマンジャロ山の斜面に 

居住するエスニックグループであるチャガの人々は、家庭菜園で豆類、コーヒー、 

バナナ、果実、野菜、薬草、蜂蜜を生産している。また、飼料は樹木、灌木、バ 

ナナ、草から生産されるがほぼ自給でき、 1 年間に必要な燃材の1舛から1βは家 

庭菜園がまかなってくれる。 

土壌や水分の保全のための、集約的で新しいシステムを開発するための試験地 

としても、家庭菜園は利用される。ここで開発された技術が、耕地、放牧地、川 

-65-

<設計>

多層な家庭菜園を作る方法はいくつか考えられる。既存の菜園に樹木を導入す

る場合もあるし、樹冠の開いた空間で野菜、果実、根菜を栽培する場合もある。

また、新しい土地で樹木を導入した家庭菜園を作る場合もある。

まず初めに、対象地の広さを決め、一時的あるいは恒久的な柵で囲って動物の

侵入を防がなければならない。

北ザンビアのミオンボ森林地域では、世帯の柱である女性は、樹林地での採集

と家庭菜園が食糧や現金収入の補足に都合良いことを知っている。作物としては、

タバコ、キャッサバ、カボチャ、ヒョウタン、サツマイモ、赤豆、グァバ、柑橘

類などが用いられる。

<樹種>

通常、農民たちは、生物学的に理想的な組合せや間隔を追求するよりも、経済

的価値を最大化する方を好む。また、たとえ果樹木、用材木、飼料木と理想的な

組み合せでないとしても、自家消費用の繊維、薬、香辛料を産する植物を選択す

るであろう。

家庭菜園で最もよく用いられる植物を次に挙げる。

木本性植物 :カシュー、パンの木、パパイヤ、柑橘類、キャッサバ、パッシ

ョンフルーツ、 アボガ ト、ナツメヤシ、 グ ァバ

草本性植物 :オクラ、タマネギ類、ホドイモ、キャベツ、カボチャ類、サツ

マイモ、 トマ ト、クズウコン、バナナ ・プランタン類、マメ類

<期待される便益>

家庭菜園の便益は、実に多様である。タンザニアのキリマンジャロ山の斜面に

居住するエスニックグループであるチャガの人々は、家庭菜園で豆類、コーヒー

バナナ、果実、野菜、薬草、蜂蜜を生産している。また、飼料は樹木、潅木、バ

ナナ、草から生産されるがほぼ自給でき、 1年間に必要な燃材の1角から1/3は家

庭菜園がまかなってくれる。

土壌や水分の保全のための、集約的で新しいシステムを開発するための試験地

としても、家庭菜園は利用される。ここで開発された技術が、耕地、放牧地、ill
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の堤防、耕地化された峡谷、そして氾濫原に適用されることもありうる。 

＜他の技術との組み合せ＞ 

家庭菜園は、家畜を締め出す必要がある場合が多く、小さくて密な生け垣（6.1 

節）が家庭菜園の有用な構成要素であることが多い。この生け垣は、防風林（6.3 

節）の働きもする。多層の家庭菜園は、例えば峡谷、氾濫原、堤防沿い、周期的 

に洪水にさらされるくぼ地では、他のアグロフォレストリー技術とともに用いら 

れる（5.3および6.4節）。 

＜フィールドからの例＞ 

湿潤アフリカの低地では家庭菜園がうまくいっている例が数多く知られている 

が、サバンナや乾燥林地帯ではあまり知られていない。 

アフリカの農民たちは、森林を、少なくとも1世紀はもつ多様で生産的なアグ 

ロフォレストリーシステムに変えてきた。燃材、飼料木、果樹が保持され、あま 

り役に立たない樹種は別の樹木や作物に変えられてきた。乾燥アフリカでは、平 

均年間雨量が1000から1700mmの半湿潤気候の地域や、肥沃な土壌の分布する地 

域は少ないが、多層の家庭菜園庭は、他の地域で適用され得るアフリカの伝統的 

アグロフオレストリーシステムを例示している。 

4 . 5節 改良休閑地 

＜解説＞ 

アフリカ全士で、土壌を休ませて肥沃度を回復させるため、耕地は休閑される。 

休閑地にアグロフォレストリーを導入すると、時間を経るにしたがって、樹木が 

作物にとって代わる。樹木や灌木が同時に同一土地で作物と育成されない点が、 

休閑地でのアグロフオレストリーを他のアグロフォレストリーと区別する重要な 

特徴である。 

アフリカの多くの地域では、土地不足のため休閑期が短縮され、作物生産量も 
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の堤防、耕地化された峡谷、そして氾濫原に適用されることもありうる。

<他の技術との組み合せ>

家庭菜園は、家畜を締め出す必要がある場合が多く、小さくて密な生け垣(6,1

節)が家庭菜園の有用な構成要素であることが多い。この生け垣は、防風林 (6,3

節) の働きもする。多層の家庭菜園は、例えば峡谷、氾濫原、堤防沿い、周期的

に洪水にさらされるくぼ地では、他のアグロフォレス トリー技術とともに用いら

れる (5.3および 6.4節 ) 。

< フィール ドからの例 >

湿潤アフリカの低地では家庭菜園がうまくいっている例が数多く知られている

が、サバンナや乾燥林地帯ではあまり知られていない。

アフリカの農民たちは、森林を、少なくとも1世紀はもつ多様で生産的なアグ

ロフォレス トリーシステムに変えてきた。燃材、飼料木、果樹が保持され、あま

り役に立たない樹種は別の樹木や作物に変えられてきた。乾燥アフリカでは、平

均年間雨量が1の0から17mm・nの半湿潤気候の地域や、肥沃な土壌の分布する地

域は少ないが、多層の家庭菜園庭は、他の地域で適用され得るアフリカの伝統的

アグロフォレス トリーシステムを例示 している。

4.5 節 改良休閑地

<解説>

アフリカ全土で、土壌を休ませて肥沃度を回復させるため、耕地は休閑される。

休閑地にアグロフォレストリーを導入すると、時間を経るにしたがって、樹木が

作物にとって代わる。樹木や潅木が同時に同一土地で作物と育成されない点が、

休閑地でのアグロフォレストリーを他のアグロフォレストリーと区別する重要な

特徴である。

アフリカの多くの地域では、土地不足のため休閑期が短縮され、作物生産量も
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落ちてきている。 

休閑期が短くなるにつれ、土壌の回復を速める樹木や灌木を導入することがよ 

り重要となる。窒素固定により土壌肥沃度を高め、早く地表を被うことのできる 

樹種が望ましい。 

休閑期に樹木を導入することの便益は、短期的な経済的利益、あるいは長期的 

な土壌肥沃度の改良で説明される。導入の仕方は様々であるが、商業的な樹木作 

物が天然の二次植生に追加されたり、マメ科の飼料木やカバークロップが植栽さ 

れたりする。地力が消耗した耕地では、Sesbania sesban のように土壌肥沃度を高 

める樹種が植えられ、長いこと林地として管理される場合もある。 

森林産物を集めるだけの十分な未利用地はないが、しかし農民が一年生作物の 

生産で休閑サイクルを維持できるだけの土地はある状況において、アグロフオレ 

ストリーは休閑地に導入される。 

西アフリカや中央アフリカにおける古典的な灌木休閑（bushーねllow）システム 

では休閑期は通常8 -10年であるのに対して、アグロフオレストリーの場合は1 

~20年にわたっている。最適な休閑期間は、食物や換金作物の緊急必要性や土壌 

肥沃度の改良の必要性など、当該地域の条件によって決められる。全期間をとお 

して、休閑期は以下の働きを持つ。 

・土壌を侵食から守る 

・耕作システムに特有な雑草、害虫、病気を除去する 

・土壌有機物を増やし、土壌構造を改良する 

＜設計＞ 

改良休閑地は、単一のあるいは多種の灌木や地被植物で被われる場合もあるし、 

天然の二次植生で被われる場合もある。休閑地は、等高線に沿った植生帯（4.2 

節）、あるいは恒久的なアグロフォレストリーシステムに発展してゆくように計 

画されている場合もあるが、普通は一時的なものである。 

また、休閑地を、アレイクロッピングおよび樹木を散在させた耕地に導きたい 

のであれば、特別に計画されなければならない。 

本書で述べられている他の活動と同様、改良された休閑地は、家畜から保護さ 

れることが必要である。 
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落ちてきている。

休閑期が短くなるにつれ、土壌の回復を速める樹木や潅木を導入することがよ

り重要となる。窒素固定により土壌肥沃度を高め、早く地表を被うことのできる

樹種が望ましい。

休閑期に樹木を導入することの便益は、短期的な経済的利益、あるいは長期的

な土壌肥沃度の改良で説明される。導入の仕方は様々であるが、商業的な樹木作

物が天然の二次植生に追加されたり、マメ科の飼料木やカバークロップが植栽さ

れたりする。地力が消耗した耕地では、励め伽卿sesb伽 のように土壌肥沃度を高

める樹種が植えられ、長いこと林地として管理される場合もある。

森林産物を集めるだけの十分な未利用地はないが、しかし農民が一年生作物の

生産で休閑サイクルを維持できるだけの土地はある状況において、アグロフォレ

ストリーは休閑地に導入される。

西アフリカや中央アフリカにおける古典的な潅木休閑 (bush‐fallow)システム

では休閑期は通常 8~10 年であるのに対して、アグロフォレストリーの場合は 1

~20年にわたっている。最適な休閑期間は、食物や換金作物の緊急必要性や土壌

肥沃度の改良の必要性など、当該地域の条件によって決められる。全期間をとお

して、休閑期は以下の働きを持つ。

・土壌を侵食から守る

・耕作システムに特有な雑草、害虫、病気を除去する

・土壌有機物を増やし、土壌構造を改良する

<設計 >

改良休閑地は、単一のあるいは多種の潅木や地被植物で被われる場合もあるし、

天然の二次植生で被われる場合もある。休閑地は、等高線に沿った植生帯 (4,2

節) 、あるいは恒久的なアグロフォレス トリーシステムに発展してゆくように計

画されている場合もあるが、普通は一時的なものである。

また、休閑地を、アレイクロッピングおよび樹木を散在させた耕地に導きたい

のであれば、特別に計画されなければならない。

本書で述べられている他の活動と同様、改良された休閑地は、家畜から保護さ

れることが必要である。

-67-



そのためには生け垣が必要であるが、有用な作物のあるうちの方が心理的にも 

有利であるので、生け垣は耕作期間中に設置すればよい。 

＜樹種＞ 

土地圧力の程度、および地域経済の商業化の程度により、土壌肥沃度の向上と 

換金作物の生産のどちらが優先されるかが決まる。 

Acacia mearnsu （黒アカシア）は、他の外来種よりも木材収穫量は少ないが、 

換金作物となるタンニンを生産し、土壌肥沃度の回復に役立つ。 

Leuc肥na leucocephala, Sesban嶋Glincidia, Calliandra属の樹種も有望である。 

土壌を豊かにする乾燥地のマメ類は、またすばらしい食料源でもある。Vigna 

subterranean （バンバラピーナツ）は、セネガルからケニアまでの乾燥アフリカの 

広い地域で見られる。また、ラブラブマメ（Lablab purpureus）は、年降雨量2（刃 

から400mmという少雨に耐え、広く消費されている。（切anus c4jan （ハトマメ） 

もよく用いられている。 

＜確立＞ 

改良休閑地は、次に示すように、様々な方法で、いろいろな段階で確立される。 

・きれいに耕され収穫された土地への直蒔き 

・灌木を択伐し、背の高い苗のエンリッチプランティング 

・劣化した土地に対する背の高い苗や挿し木の導入 

・整地された耕地に開けた穴に対する苗の植栽 

以前の土地利用、休閑期の植生の価値、土地の状況、期待される休閑期間によ 

って、技術的な相違が生じる。 

＜保育＞ 

時々、雑草を取り、枝下ろしをし、果実、材木、他の産物を収穫する以外、ほ 

とんど保育は必要ない。しかし、換金作物が導入された場合には、より多くの労 

力が必要とされる。 
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そのためには生け垣が必要であるが、有用な作物のあるうちの方が心理的にも

有利であるので、生け垣は耕作期間中に設置すればよい。

<樹種>

土地圧力の程度、および地域経済の商業化の程度により、土壌肥沃度の向上と

換金作物の生産のどちらが優先されるかが決まる。

Acの海meのれ跳 (黒アカシア) は、他の外来種よりも木材収穫量は少ないが、

換金作物となるタンニンを生産し、土壌肥沃度の回復に役立つ。

Le粥僻““ e“cocの加血 ,秘め伽如,GZinczdm,C 似顔頭巾属の樹種 も有望である。

土壌を豊かにする乾燥地のマメ類は、またすばらしい食料源でもある。Vigm

s“虜em伽 e伽 (バンバラピーナツ) は、セネガルからケニアまでの乾燥アフリカの

広い地域で見られる。また、ラブラブマメ (ムの′の p“ゆ“だ“s) は、年降雨量 2m

から 4皿nunという少雨に耐え、広く消費されている。C m“scの伽 (ハトマメ)

もよく用いられている。

<確立>

改良休閑地は、次に示すように、様々な方法で、いろいろな段階で確立される。

・きれいに耕され収穫された土地への直蒔き

.潅木を択伐し、背の高い苗のエンリッチプランティング

・劣化した土地に対する背の高い苗や挿し木の導入

・整地された耕地に開けた穴に対する苗の植栽

以前の土地利用、休閑期の植生の価値、土地の状況、期待される休閑期間によ

って、技術的な相違が生じる。

<保育>

時々、雑草を取り、枝下ろしをし、果実、材木、他の産物を収穫する以外、ほ

とんど保育は必要ない。しかし、換金作物が導入された場合には、より多くの労

力が必要とされる。
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＜期待される便益＞ 

改良休閑地からは様々な産物を得ることができるし、土壌肥沃度の回復に必要 

な時間が短縮される。また、休閑地は有用な先駆樹種の遺伝子プールとしても重 

要である。 

＜フイールドからの例＞ 

西カメルーンの農民は休閑地に7乞phrosiaの種 を植え、数年後農地に戻すとき 

にその木を切る。南タンザニアのルブマ地方では、農民は、雑草を抑制し、土壌 

肥沃度を高め、野菜への線虫の侵入を防止するため、Crota) aria ochroleuca を植え 

る。これは、通常トウモロコシと間作され、野菜と輪作される。 

飼料作物を導入する場合は、最後に栽培される作物と一緒に植えられる。 

Phaseolis airopurpureus, Macrop認urn lat如roides, Lablab pupureus, S加osanthes 

ham ata var.veranoと A ndropogon gayanus, Cenchrus cillians の草は、サバンナ地域 

の動物から守られた休閑地で立派に育てられている。 
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<期待される便益>

改良休閑地からは様々な産物を得ることができるし、土壌肥沃度の回復に必要

な時間が短縮される。また、休閑地は有用な先駆樹種の遺伝子プールとしても重

要である。

< フィール ドからの例 >

西カメルーンの農民は休閑地に物pたmsiqの種を植え、数年後農地に戻すとき

にその木を切る。南タンザニアのルブマ地方では、農民は、雑草を抑制し、土壌

肥沃度を高め、野菜への線虫の侵入を防止するため、Cm‘〆‘〆"◇物mた“" を植え

る。これは、通常 トウモロコシと間作され、野菜と輪作される。

飼料作物を導入する場合は、最後に栽培される作物と一緒に植えられる。

P棚暁αism 形p“中“だ那 , 屑餌川野似“m 卿ねッi朝露 ;,L の′の p“ゆ“だ"s,S かわs伽‘毎ぶ

間隙ααvm.ve【伽 oと A吻 ropogoれgの伽“s,Ceれcれmsc"" 伽 s の草 は、サバ ンナ地域

の動物から守られた休閑地で立派に育てられている。
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第5章 保全建造物に付随するアグロフオレストリー 

5 . 1 節 小規模土木構建造物上の樹木、灌木、草 

＜解説＞ 

小規模貯水池、等高線沿いの畝や溝、等高線に沿って作られた水を浸み込ませ 

るための溝や回廊、等高線に沿って置かれた障壁のような、小規模土木建造物と 

一緒に樹木、灌木、草を使うことができる。この節では、これらの建造物を安定 

させ、もっと活かすためのアグロフォレストリーの利用法について述べる。 

小規模土木建造物は通常、テラスよりも建造や維持が安価でし易い。土壌や勾 

配の状態次第では、小規模建造物は水土保全に、テラス同様の効果がある。 

小規模建造物を安定させる上での植物の役割は、テラスの場合よりさらに重要 

である。樹木と灌木は、畝や新しく作られた建造物の斜面を守る。他の穀物の栽 

培に利用できない建造物の表面に、樹木と草を植えることにより、 「失われた」 

耕地を生産的なものに変えることもできる。 

＜設計＞ 

土木構造物を設計するときは、土地の利用権と保有権を十分に考慮しなければ 

ならない。一部の農民だけしか利用できない個人所有地ではなく、斜面全域にわ 

たって小規模建造物を作るのが効果的である。 

建造物を等高線に沿って造ると、水は早く土にしみ込む。また、浸食しない位 

の速さで排水を促す方法もある。 

対象地の環境により、実に多くの種類の小規模建造物が、傾斜のある耕地や放 

牧地に作られる。土木建造物に付随した樹木の配置は挿絵の通りである。 

＜土木建造物＞ 

畝と溝を適当な間隔で配置することは、きわめて重要である。ここでは、設計 

の基本方針を説明する。 

異なる環境と土地利用における、降水量と地表流の詳細な情報が得られない場 

合は、建造物の形態、大きさ、間隔に関する次のガイドラインが有益だろう。 
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第 5章 保全建造物に付随するアグロフォレストリー

5,1 節 小規模土木構建造物上の樹木、潅木、草

<解説>

小規模貯水池、等高線沿いの畝や溝、等高線に沿って作られた水を浸み込ませ

るための溝や回廊、等高線に沿って置かれた障壁のような、小規模土木建造物と

一緒に樹木、潅木、草を使うことができる。この節では、これらの建造物を安定

させ、もっと活かすためのアグロフォレス トリーの利用法について述べる。

小規模土木建造物は通常、テラスよりも建造や維持が安価でし易い。土壌や勾

配の状態次第では、小規模建造物は水土保全に、テラス同様の効果がある。

小規模建造物を安定させる上での植物の役割は、テラスの場合よりさらに重要

である。樹木と潅木は、畝や新しく作られた建造物の斜面を守る。他の穀物の栽

培に利用できない建造物の表面に、樹木と草を植えることにより、「失われた」

耕地を生産的なものに変えることもできる。

<設計 >

土木構造物を設計するときは、土地の利用権と保有権を十分に考慮しなければ

ならない。一部の農民だけしか利用できない個人所有地ではなく、斜面全域にわ

たって小規模建造物を作るのが効果的である。

建造物を等高線に沿って造ると、水は早く土にしみ込む。また、浸食しない位

の速さで排水を促す方法もある。

対象地の環境により、実に多くの種類の小規模建造物が、傾斜のある耕地や放

牧地に作られる。土木建造物に付随した樹木の配置は挿絵の通りである。

<土木建造物>

畝と溝を適当な間隔で配置することは、きわめて重要である。ここでは、設計

の基本方針を説明する。

異なる環境と土地利用における、降水量と地表流の詳細な情報が得られない場

合は、建造物の形態、大きさ、間隔に関する次のガイドラインが有益だろう。
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・マイクロキャッチメント（Microcatchments ）は、 穀物や樹木が水分を吸 

収し易い場所に集水することを目的とするため、主に乾燥地につくられる。 

これは、 5.3節で議論される。 

・等高線に沿った畝（Contour ridges）には、近くから掘り出された、浸透 

性の低い重い土が使われる。畝は、水が流れるのを防ぐダムとして機能す 

る。 

・等高線に沿った溝（Contour furrows）は、畝と類似しているが、水は溝に 

集められて、地下に浸透し、わきに排水される。 

・浸透のための溝（Infiltration dlにhes）は、地表流を集めるための、水平で 

中規模な溝である。この溝が水を速やかに吸収すれば、浸食の危険も無く 

なる。 

・浸透のための回廊（Infiltration galley）は、土壌の浸透性が低すぎて浸透 

のための溝が使えない場所に用いられる。 
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I 

＜樹種＞ 

一般的に、小規模土木建造物はテラスほど長持ちしないにもかかわらず、そこ 

に植えられた植物は同様の機能を果たす。このため、小規模土木建造物には、高 

価で成長の遅い樹木は不適切である。 

場所によっては、柑橘類、パパイヤ、Ziziphus類のような果樹のように、それ 

ほど日影をつくらない果樹が適する。高地では、日本のスモモやグァバが好まし 

い。また、マルチのための高品質のリターを生産する樹種が選ばれる場合もあり、 

飼料や燃材が主要な関心事となる場合もある。 

ケニアでは、Iセnnisetum puipureum（ナピエルグラス）, Sateria sphacelata（ナ 

ンディグラス），サトウキビが、土壌保全のためによく使われ、Acacia mearnsii 

（ブラックワトル）とバナナは排水溝に沿って植えられる。 

多くの場合、土木建造物には、速やかに自然植生を生やすのがよい。この場合、 

もっとも有用な自生植物を選び、徐々に他の種を付け加えていくのが、最も単純 

で望ましい方法である。 

＜期待される便益＞ 

樹木、灌木、他の自生植物は、土壌浸食制御のための小規模土木建造物の効果 

を増大させる。植物が茂っていると、人や動物が建造物の上を横切って、壊すこ 

ともない。 

この樹木や灌木はまた、光や風を遮り、落ち葉力明巴料となることで作物を育て 

る。次の値は、インドのラジャスタンの乾燥地域での、1961年から1970年におけ 

る飼料生産量の平均値（kg/ha）である。これは土壌保全の劇的な効果を示して 

いる。この効果の大部分は、利用可能な水が増加したことによるものである。 

処理方法 処理地 未処理地 処理による増加％ 

contour furrows 1566 213 635 

contour bunds 1623 609 169 

contour trenches 1321 490 170 

-74ー 

<樹種>

一般的に、小規模土木建造物はテラスほど長持ちしないにもかかわらず、そこ

に植えられた植物は同様の機能を果たす。このため、小規模土木建造物には、高

価で成長の遅い樹木は不適切である。

場所によっては、柑橘類、パパイヤ、Zizかた“s類のような果樹のように、それ

ほど日影をつくらない果樹が適する。高地では、日本のスモモやグァバが好まし

い。また、マルチのための高品質のりターを生産する樹種が選ばれる場合もあり、

飼料や燃材が主要な関心事となる場合もある。

ケニアでは、 Pe〃〃!se似牌翻 の“だ“牌 (ナ ピエルグラス ),S のせ中 平加昨′のα (ナ

ンディグラス ), サ トウキビが、土壌保全のためによく使われ、Acのiq mewwz

(ブラックワトル) とバナナは排水溝に沿って植えられる。

多くの場合、土木建造物には、速やかに自然植生を生やすのがよい。この場合、

もっとも有用な自生植物を選び、徐々に他の種を付け加えていくのが、最も単純

で望ましい方法である。

<期待される便益>

樹木、潅木、他の自生植物は、土壌浸食制御のための小規模土木建造物の効果

を増大させる。植物が茂っていると、人や動物が建造物の上を横切って、壊すこ

ともない。

この樹木や潅木はまた、光や風を遮り、落ち葉が肥料となることで作物を育て

る。次の値は、インドのラジャスタンの乾燥地域での、1961年から1970年におけ

る飼料生産量の平均値 (kg/ha)である。これは土壌保全の劇的な効果を示して

いる。この効果の大部分は、利用可能な水が増加したことによるものである。

処理方法 処理地 未処理地 処理による増加%

contour 和rrows 1566 213 635

contourbunds 1623 609169

contourtrenches 1321 490 170

-74-



小規模土木建造物とテラスの便益は同じであるが、前者の場合、建設は容易だ 

が頻繁に補修しなければならず、後者は、初期投資がかかるが補修は少なく、ま 

た樹木に対して安定的で永続的な空間を提供する。 

5 . 2節 テラス上の樹木と灌木 

＜解説＞ 

本節では広大で恒久的なテラス（段丘）を、木本性植物や一年生作物と結びつ 

ける活動を説明する。テラスとは、地表流の方向を変えるために斜面上に導入さ 

れたあらゆる土壌保全手段をさす。 

テラスは、主に土壌を保全し、斜面を安定させるために作られ、また作物を耕 

作するための平地を提供してくれる。テラスを作ると、土壌の湿度条件が改善さ 

れて収穫が増え、より多種の作物を栽培することが可能となる。樹木や灌木は、 

テラスを安定させ、葉のマルチを供給し、日陰や風よけともなる。 

テラスは、斜面を削って平らな階段状になるように埋めることによって作られ 

る。大規模な恒久的テラスの場合、石や土で、 「ライザー」と呼ばれる何段もの 

垂直に近い面を作らなければならない。 

ここでは2種類のテラスについて説明する。一つは斜面の水を除去したり保持 

するように設計されたブロードベース・テラスで、もうーつは傾斜度を減らすよ 

うに設計されたベンチ・テラスである。 

ブロードベース・テラスは、 5.1節で述べた簡単な畝を改良したものであり、 

12％以上の傾斜地ではほとんど用いられない。 

これに対して、斜面を切り込んで、一連の平らな階段としたものがベンチ・テ 

ラスである。25-55％の急斜面では段丘はせまい柵のようになり、果樹が植えら 

れる。 

＜設計＞ 

新しいテラスの建設あるいは古いテラスの復旧および改良は、健全な構造設計 

から始めるべきである。 

また、テラスは恒久的な建造物であり、かなりのコストもかかるので、当該地 
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の長期的な土地保有を確保する必要がある。 

樹木は、テラスのライザーの上部（つまりテラスのedge）にでも下部（つまり 

テラスのtoe）にでも配置できる。土壌水分が少ない場所では、下部に植える 

(toe planting）方が良いが、風雨の激しい場所では、作物の保護の観点からして 

上部に植える（edge planting）ほうがよいだろう。 
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テラス上の樹木の配置 

＜樹種＞ 

何世代にもわたってテラスシステムを用いている農業共同体では、ある種の樹 

木を残し育成することにより、一種のアグロフオレストリーを実行しているとこ 

ろも多い。Grevillea robusta などの樹木が、テラス状の畑に点々と残されている 

のである。 

樹木が主要作物と混植されて、果実、飼料、木材を生産する場合もある。果樹 

はたいていテラスの縁（edge）に沿って植えられる。北アフリカや中近東の岩壁 

に造られたテラスに昔から植えられている代表的な樹種は、Zizいhus, Olea属（オ 

リーブ）,PmflUS 0712yg威lles（アーモンド）である。最近では、Persea americana 

（アボカド）,Carica p卯のa, Citrus 属、そしてMangifera indica（マンゴー）, 

Ps沼ium guザava （グアバ）といった果樹も植えられるようになった。 
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の長期的な土地保有を確保する必要がある。

樹木は、テラスのライザーの上部 (つまりテラスのedge) にでも下部 (つまり

テラスの toe)にでも配置できる。土壌水分が少ない場所では、下部に植える

(toeplandng)方が良いが、風雨の激しい場所では、作物の保護の観点からして

上部に植える (edge plandng)ほうがよいだろう。
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テラス上の樹木の配置

<樹種>

何世代にもわたってテラスシステムを用いている農業共同体では、ある種の樹

木を残し育成することにより、一種のアグロフォレス トリーを実行しているとこ

ろも多い。Gだm′mm ゎ那加などの樹木が、テラス状の畑に点々と残されている

のである。

樹木が主要作物と混植されて、果実、飼料、木材を生産する場合もある。果樹

はたいていテラスの縁 (edge)に沿って植えられる。北アフリカや中近東の岩壁

に造られたテラスに昔から植えられている代表的な樹種は、Zzzかね那,α窄属 (オ

リーブ ),pm 〃“s‘靭砂牢に庇ぷ (アーモ ン ド) である。最近 では、 Pe眠 q 鋼 靴 com

(アボ カ ド),C 酬 cq p叩のα,C ばms 属 、そ して M 伽 g舵 m zmicα (マ ンゴー ),

Pszdi“mg 加びovα (グアバ) といった果樹も植えられるようになった。
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＜期待される便益＞ 

テラスに植えられた樹木、灌木、草は、 2つの理由によってテラスの構造を保 

護し、強化することができる。ひとつは草や落葉で表面を覆うことによってであ 

り、もうひとつは下層土中で複雑な根系をつくることによってである。また、乾 

燥したテラスの縁（edge）に植えられた樹木や灌木は作物を覆い、日光に曝され 

て全く植物が生育できなかった場所の土壌を改良する。 

＜他の技術との組み合わせ＞ 

水路を保護し安定させるためのアグロフォレストリー（5.3節）は、テラスの 

設計に欠かせない要素として含められるべきである。耕地に散在する樹木（4.1 

節）やアレイクロッピング（4.3節）、多層の家庭菜園（4.4節）といった他のア 

グロフオレストリーも、テラスと結び付けられる。 

＜フィールドからの例＞ 

北アフリカ、およびその他の傾斜地農業が行われているところでは、伝統的に 

テラスが用いられてきた。今日でも、集約的で商業的な野菜畑や、換金作物のプ 

ランテーション（特にコーヒー）で、テラスカ沫り用されている。 

ライザーの上部、下部のどちらにも樹木を植えるようになった地方もある一方 

で、アフリカのほとんどでは、まだテラスに樹木を用いるということは一般的で 

はない。北アフリカ、中東、インドの乾燥地や半乾燥地で、テラスに樹木を植え 

ることがこれだけ広まっているということは、アフリカ全土にわたってこの方式 

がもっと広く適応できるということを示唆している。 

5 . 3節 水路、小渓谷の保護と安定化 

＜解説＞ 

多年生の植物、特に樹木や灌木は、水路や排水溝の安定に大きな貢献をする。 

一度しっかり定着してしまえば、これらの植物は小さな排水路を完全に安定させ、 

もっと大きな水路に対しても、物理的に浸食を防ぐ機構として、十分にその役目 
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<期待される便益>

テラスに植えられた樹木、潅木、草は、 2つの理由によってテラスの構造を保

護し、強化することができる。ひとつは草や落葉で表面を覆うことによってであ

り、もうひとつは下層土中で複雑な根系をつくることによってである。また、乾

燥したテラスの縁 (edge)に植えられた樹木や潅木は作物を覆い、日光に曝され

て全く植物が生育できなかった場所の土壌を改良する。

<他の技術との組み合わせ>

水路を保護し安定させるためのアグロフォレストリー (5.3節) は、テラスの

設計に欠かせない要素として含められるべきである。耕地に散在する樹木 (4.1

節) やアレイクロッピング (4.3節) 、多層の家庭菜園 (4.4節) といった他のア

グロフォレストリーも、テラスと結び付けられる。

< フィール ドからの例 >

北アフリカ、およびその他の傾斜地農業が行われているところでは、伝統的に

テラスが用いられてきた。今日でも、集約的で商業的な野菜畑や、換金作物のプ

ランテーション (特にコーヒー) で、テラスが利用されている。

ライザーの上部、下部のどちらにも樹木を植えるようになった地方もある一方

で、アフリカのほとんどでは、まだテラスに樹木を用いるということは一般的で

はない。北アフリカ、中東、インドの乾燥地や半乾燥地で、テラスに樹木を植え

ることがこれだけ広まっているということは、アフリカ全土にわたってこの方式

がもっと広く適応できるということを示唆している。

5,3 節 水路、小渓谷の保護と安定化

<解説>

多年生の植物、特に樹木や潅木は、水路や排水溝の安定に大きな貢献をする。

一度しっかり定着してしまえば、これらの植物は小さな排水路を完全に安定させ、

もっと大きな水路に対しても、物理的に浸食を防ぐ機構として、十分にその役目
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を果たす。樹木、灌木、草本性植物は、小さな柱材、飼料、果実、薬、菜種、繊 

維なども提供してくれる。 

不安定な堤防や排水溝の浸食は、アフリカ、特に半乾燥農業地域ではよく見ら 

れることである。排水溝や堤防を安定させるため、物理的な建造物だけに頼る場 

合が多く、新しく作られた水路は、単一植物が植栽されたり、植栽されないまま 

でいたりする。レソトの例のように、水路を安定化させるために植生を利用した 

例は、少ししかない。 

樹木や灌木は、根を張ることで運河の土や岩を保持し、幹、茎、根の存在自体 

が、表面の凹凸を増すことで、浸食を弓は起こす水の流れから運河を守ることと 

なる。というのは、抵抗を増すことにより、水の速度が遅くなるからである。水 

の浸食力はその速度に比例するため、水の流れが速い排水溝の上部では、特に植 

生の存在が重要となる。 

＜設計＞ 

ここでは、3つのタイプの水路について説明する。第一が、浸食に対しての保 

護あるいは修復の必要な現存の水路、第二が、安定化及び修復の必要な小渓谷 

（排水溝）、第三が、テラス、住宅群、道路、その他の建造物からの排水を集め 

るのを目的として新しく作られたり拡張されたりした水路である。 

この3つのタイプによって、物理的な建造物や植生の配置は変わるが、植物の 

種類や管理の仕方はどれも似ている。まず初めに、植栽だけでよいのか、それと 

も物理的な建造物が必要なのかを見きわめることが重要である。 

設計上の最も難しい問題は、洪水のピーク時の水量の推定である。乾燥地帯に 

おける、小さな川の水理的な性質についての情報不足のため、造成直後に水路が 

だめになってしまう場合が多かった。 

それを防ぐためには情報が必要であるが、地元住民からの情報が役に立つこと 

が多い。フィールドワーカーは、 5年から10年おきに起こるであろう洪水の最 

高水位をもとに、水路の安定化システムの設計を決定する。 

小渓谷は、涸れた水路として扱われ、中央に丈の低い草を植えるだけで安定が 

保たれる。しかし、可能ならば、小渓谷は、岩、土、泥、そして密集した植物で 

満たされるとよい。 
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を果たす。樹木、潅木、草本性植物は、小さな柱材、飼料、果実、薬、菜種、繊

維なども提供してくれる。

不安定な堤防や排水溝の浸食は、アフリカ、特に半乾燥農業地域ではよく見ら

れることである。排水溝や堤防を安定させるため、物理的な建造物だけに頼る場

合が多く、新しく作られた水路は、単一植物が植栽されたり、植栽されないまま

でいたりする。レソトの例のように、水路を安定化させるために植生を利用した

例は、少 ししかない。

樹木や潅木は、根を張ることで運河の土や岩を保持し、幹、茎、根の存在自体

が、表面の凹凸を増すことで、浸食を引き起こす水の流れから運河を守ることと

なる。というのは、抵抗を増すことにより、水の速度が遅くなるからである。水

の浸食力はその速度に比例するため、水の流れが速い排水溝の上部では、特に植

生の存在が重要となる。

<設計>

ここでは、 3つのタイプの水路について説明する。第一が、浸食に対しての保

護あるいは修復の必要な現存の水路、第二が、安定化及び修復の必要な小渓谷

(排水溝) 、第三が、テラス、住宅群、道路、その他の建造物からの排水を集め

るのを目的として新しく作られたり拡張されたりした水路である。

この3つのタイプによって、物理的な建造物や植生の配置は変わるが、植物の

種類や管理の仕方はどれも似ている。まず初めに、植栽だけでよいのか、それと

も物理的な建造物が必要なのかを見きわめることが重要である。

設計上の最も難しい問題は、洪水のピーク時の水量の推定である。乾燥地帯に

おける、小さな川の水理的な性質についての情報不足のため、造成直後に水路が

だめになってしまう場合が多かった。

それを防ぐためには情報が必要であるが、地元住民からの情報が役に立つこと

が多い。フィールドワーカーは、 5年から 10 年おきに起こるであろう洪水の最

高水位をもとに、水路の安定化システムの設計を決定する。

小渓谷は、濁れた水路として扱われ、中央に丈の低い草を植えるだけで安定が

保たれる。しかし、可能ならば、小渓谷は、岩、土、泥、そして密集した植物で

満たされるとよい。
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新しい水路を作るための最初の仕事は、水路の大きさと形を決定することであ 

る。土壌が異なれば、耐えうる流水速度が異なることを、しっかりと頭に入れて 

おくことが重要である。土壌が植生で覆われているか否かも、重要な要素となる。 

成長すると、植物は2通りの方法で、浸食制御に役立つ。第一は、十分な地被 

により土壊が流されにくくなる。第二は、水路の岸に沿って、あるいは水路を横 

切る形で（水の流れがあまり深くないときに限るが）樹木や灌木が植えられるこ 

とにより、流水速度が減少する。しかし、ここで注意しなければならないのは、 

流水速度が減少すると、水が自然に流れていた時と同じ水量を流すため、水路の 

幅はもっと広くなければならないとことである。 

＜樹種＞ 

乾燥地帯では、一年のほとんどの時期は水がない川の岸で良く育つ在来樹種が 

ある。水がないとはいえ、周囲に比べれば水分は多い。このような場所では、 

Twnarix やMitragyna属の樹種がよく育つ。これらは、アフリカの西部および東部 

の小川の岸辺で良く見られる。 

Sesbania sesban とS. bispinosa もまた、アフリカの西部およびナイル川流域の 

小さな水路や川に沿って繁茂している。もし、すぐに結果を出す必要があるのな 

ら、Tam arix などの挿し木が非常に効果的である。エチオピアやレソトの高原地 

帯のようなより温和な地域では、広範囲に渡ってポプラ科（Populus ）の樹種が 

植えられている。竹科（Bambusa ）の多くの植物も、このような目的で用いるこ 

とができるだろう。 

＜管理＞ 

水路の保護のために植えられる植物は、洪水が起こる前に、すでに十分に生育 

していなければならない。 

中には、じかに種を蒔いても良く活着する植物もあるが、Napier草、 Kikuyu 草、 

Comm伊hora, Euphorbia, Vitex, Mitraiyna, Cassia,そしてNeem や Mel汝などは、挿 

し木がよく、他の多くの植物は苗木を用いるのが最も適している。 

水路に植えられた植物が植栽されてから、最低2回の雨期を過ぎるまでは、人 

が摘んだり、動物が若葉を食べたり、踏みつけたりすることがないようにしなけ 
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新しい水路を作るための最初の仕事は、水路の大きさと形を決定することであ

る。土壌が異なれば、耐えうる流水速度が異なることを、しっかりと頭に入れて

おくことが重要である。土壌が植生で覆われているか否かも、重要な要素となる。

成長すると、植物は 2通りの方法で、浸食制御に役立つ。第一は、十分な地被

により土壌が流されにくくなる。第二は、水路の岸に沿って、あるいは水路を横

切る形で (水の流れがあまり深くないときに限るが)樹木や潅木が植えられるこ

とにより、流水速度が減少する。しかし、ここで注意しなければならないのは、

流水速度が減少すると、水が自然に流れていた時と同じ水量を流すため、水路の

幅はもっと広くなければならないとことである。

<樹種>

乾燥地帯では、一年のほとんどの時期は水がない川の岸で良く育つ在来樹種が

ある。水がないとはいえ、周囲に比べれば水分は多い。このような場所では、

靴閉姻脳 や Mizmgyなネ属の樹種がよく育つ。これらは、アフリカの西部および東部

の小川の岸辺で良く見られる。

sesb伽幻 sesわ伽 と s.助平顔osαもまた、アフリカの西部およびナイル川流域の

小さな水路や川に沿って繁茂している。もし、すぐに結果を出す必要があるのな

ら、勤蹴qnx などの挿し木が非常に効果的である。エチオピアやレソトの高原地

帯のようなより温和な地域では、広範囲に渡ってポプラ科 (Pの“‘“s) の樹種が

植えられている。竹科 (βの卿M) の多くの植物も、このような目的で用いるこ

とができるだろう。

<管理>

水路の保護のために植えられる植物は、洪水が起こる前に、すでに十分に生育

していなければならない。

中には、じかに種を蒔いても良く活着する植物もあるが、Napier草、Ki即興 草、

Comm やめ m, 霞勿たo形iq,Vileズ,屑断りzym,C4ys 超,そ して Neem や Mm αな どは、挿

し木がよく、他の多くの植物は苗木を用いるのが最も適している。

水路に植えられた植物が植栽されてから、最低 2回の雨期を過ぎるまでは、人

が摘んだり、動物が若葉を食べたり、踏みつけたりすることがないようにしなけ
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ればならない。 

安定した水路ができ、その岸の植物が十分成長したあとは、植物からの生産物 

を注意深く収穫することが出来きるようになる。 

また、水路を保護し、植物からの生産物を利用する権利と責任について、住民 

の理解を得ておく必要がある。権利と責任は特定の家族や共同体に与えられ、彼 

らが土地の使い方を決め、管理の作業と生産物の利用の配分方法について合意を 

形成することになろう。 

＜期待される便益＞ 

水路に沿ったアグロフォレストリーの特筆すべき便益は、土壌と水の保全であ 

る。岩やセメントがなかなか手に入らない地域では、樹木と灌木だけが水土保全 

の手段となる。 

水路の流域を注意深く利用することで、ほとんど、あるいは全く土地を持たな 

い貧しい人々が、燃材と飼料を手にいれることができる。例えば、長さ2 km 、 

幅2.5 m の排水溝は5000‘の面積を有し、1年間で10- 20人に十分な燃材、家10 

戸分のたるき、牛10頭分の飼料を供給してくれる。 

5 . 4節 微小集水池と水の管理 

＜解説＞ 

乾燥地帯と半乾燥地帯において作物生産より、降雨に左右されにくい草、灌木、 

樹木を飼料とする家畜に依存する傾向がある。これらの地域の人々は、何世代に 

もわたってマルチパーパスツリーに頼って生きてきた。しかし、最近の旱魃など 

により森林が過剰利用され、ひどい場合には消滅してしまった。これらの地域で 

は、将来のために木を守り植えていくことが逼迫した課題となっている。 

非常に限られた場所は別にして、半乾燥地帯で植林するためには、何らかの水 

管理を行わねばならない。しかし、水管理を改良するための安価な方法について 

の情報は殆どない。この節では、ケニア北部での経験を扱う。高温で、降水量が 

少なくしかも季節変動が激しい地域で、作物や草木を定着させるための、水まき 

や天水を集めるための小規模技術について説明する。 
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ればならない。

安定した水路ができ、その岸の植物が十分成長したあとは、植物からの生産物

を注意深く収穫することが出来きるようになる。

また、水路を保護し、植物からの生産物を利用する権利と責任について、住民

の理解を得ておく必要がある。権利と責任は特定の家族や共同体に与えられ、彼

らが土地の使い方を決め、管理の作業と生産物の利用の配分方法について合意を

形成することになろう。

<期待される便益>

水路に沿ったアグロフォレストリーの特筆すべき便益は、土壌と水の保全であ

る。岩やセメントがなかなか手に入らない地域では、樹木と潅木だけが水土保全

の手段となる。

水路の流域を注意深く利用することで、ほとんど、あるいは全く土地を持たな

い貧しい人々が、燃材と飼料を手にいれることができる。例えば、長さ 2km 、

幅 2.5mの排水溝は50α)計の面積を有し、 1年間で10~20 人に十分な燃材、家10

戸分のたるき、牛10頭分の飼料を供給してくれる。

5.4 節 微小集水池と水の管理

<解説 >

乾燥地帯と半乾燥地帯において作物生産より、降雨に左右されにくい草、潅木、

樹木を飼料とする家畜に依存する傾向がある。これらの地域の人々は、何世代に

もわたってマルチパーパスツリーに頼って生きてきた。しかし、最近の早魁など

により森林が過剰利用され、ひどい場合には消滅してしまった。これらの地域で

は、将来のために木を守り植えていくことが逼迫した課題となっている。

非常に限られた場所は別にして、半乾燥地帯で植林するためには、何らかの水

管理を行わねばならない。しかし、水管理を改良するための安価な方法について

の情報は殆どない。この節では、ケニア北部での経験を扱う。高温で、降水量が

少なくしかも季節変動が激しい地域で、作物や草木を定着させるための、水まき

や天水を集めるための小規模技術について説明する。
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ここでは、 2つの集天水技術を紹介する。一つは三角形またはV字型の微小集 

水池（マイクロチャッチメント）で、もうーつは小さな半円の微小集水池である。 

これら微小集水池は、単に水を集め、さらに必要な所へ、流すための手段である。 

水の大部分は土中に貯えられ、次の雨が降るまで木はその水を利用することがで 

きる。 
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ここでは、 2つの集天水技術を紹介する。一つは三角形またはV字型の微小集

水池 (マイクロチャッチメント) で、もう一つは小さな半円の微小集水池である。

これら微小集水池は、単に水を集め、さらに必要な所へ、流すための手段である。

水の大部分は土中に貯えられ、次の雨が降るまで木はその水を利用することがで

きる。
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三角形の微小集水池は小さなV字型の土盛りからできており、水はいちばん低 

い地点にある小さな窪みに集められる。草木や作物は、上からの水が浸み出して 

くる微小集水池の低い部分で育てられる。 

イスラエルで発達した、三角形の畝を作る方法もあるが、これは、ある程度の 

地表流や浸透がおこる傾斜度3 -5 ％の斜面で最もよく機能する。 

天水を集めることにより、天然の幼木の成長と生存を促進することもできる。 

種や苗木を植栽しようとするよりも、もともとその地にある樹木の成長を促進す 

る方が好ましいし、通常はその方が簡単である。この目的のために、小さな半円 

の畝を幼木の周りに作り、上方からの水力斗直物の方に流れるようにする。これが、 

半円型微小集水池である。 

＜設計＞ 

微小集水池の大きさや形は、使用目的（樹木、作物、草）、土壌の種類、雨の 

降り方、そして傾斜によって決定される。集水範囲は、25- 100‘に及ぶことも 

ある。微小集水池は、斜面の等高線に沿ってたくさんの列に並べられか、あたり 

一面にバラバラに配置される。 

三角型微小集水池

27.5立米の水を貯えることができる三角型（V字型）小型集水池は、ほとんど 

の半乾燥地帯で利用できる。 200mm 以 上の降雨を貯えることができるので、溢 

れることはまずない。27.5の水を貯える集水池の、年間降水量に応じた集水範囲 

の面積は以下の通りである。 

集水範囲面積（m2） 年降水量（mm) 

10 600 

25 400 

100 200 

集水池のサイズは、地域に合うように調整される。集水量は以下に示すとおり、 

降雨に合わせて変えられる。 
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三角形の微小集水池は小さなV字型の土盛りからできており、水はいちばん低

い地点にある小さな窪みに集められる。草木や作物は、上からの水が浸み出して

くる微小集水池の低い部分で育てられる。

イスラエルで発達した、三角形の畝を作る方法もあるが、これは、ある程度の

地表流や浸透がおこる傾斜度 3~5% の斜面で最もよく機能する。

天水を集めることにより、天然の幼木の成長と生存を促進することもできる。

種や苗木を植栽しようとするよりも、もともとその地にある樹木の成長を促進す

る方が好ましいし、通常はその方が簡単である。この目的のために、小さな半円

の畝を幼木の周りに作り、上方からの水が植物の方に流れるようにする。これが、

半円型微小集水池である。

<設計>

微小集水池の大きさや形は、使用目的 (樹木、作物、草)、土壌の種類、雨の

降り方、そして傾斜によって決定される。集水範囲は、25~1 仰計に及ぶことも

ある。微小集水池は、斜面の等高線に沿ってたくさんの列に並べられか、あたり

一面にバラバラに配置される。

三角型微小集水池

27.5立米の水を貯えることができる三角型 (V字型)小型集水池は、ほとんど

の半乾燥地帯で利用できる。 2皿mm 以上の降雨を貯えることができるので、溢

れることはまずない。27.5の水を貯える集水池の、年間降水量に応じた集水範囲

の面積は以下の通りである。

集水範囲面積 (m2) 年降水量 (nun)

10 6 0 0

2 5 4 0 0

10 0 2 0 0

集水池のサイズは、地域に合うように調整される。集水量は以下に示すとおり、

降雨に合わせて変えられる。
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降雨（mm） 集水量（liters) 

10 

20 

30 

40 

50 

100 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

1 0,000 

微小集水地が最もよく機能するのは、砂質や粘土質のような両極端の間の土壌 

である。 

苗木を植えるのは大雨が降ってからにするのがよいが、少なくとも20Qの水を 

与えればいつでも植えることが出来る。 

半円型の畝

半円型の畝は、現存の樹木の周りに作られる。約3.25 m の半径を有し、樹木が 

半円の一番下からlm上に位置するように畝が作られる。 

＜樹種＞ 

微小集水池を利用しての植林にどんな木を選ぶかは、地域社会の好みと必要に 

よって決まる。牧草地で利用されることが一番多いので、動物の飼料を生産する 

樹木が最も好まれる。 

ケニアで好まれているマルチパーパスツリーは、A cacia tortilis, A. albi威1, 

Balanites pedicularis, B. aegyptiaca, Cordia sinensis, Dovera glabra, Delonix elata, 

Prosopis species, Salvadora persica, Tainarindus indica, Ziz切hus mauritiana 、そして 

外来種のProsopis である。 

＜便益＞ 

微小集水池は、アグロフォレストリーの導入しにくい地域で、植物の生育を促 

進する安価な方法である。劣化した土地で植林を進めるのにも利用される。 
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降雨 (mm) 集水量 (liter

10 1,0 0 0

2 0 2,0 0 0

3 0 3,0 0 0

4 0 4,0 0 0

5 0 5,0 0 0

100 10,0 0 0

微小集水地が最もよく機能するのは、砂質や粘土質のような両極端の間の土壌

である。

苗木を植えるのは大雨が降ってからにするのがよいが、少なくとも20gの水を

与えればいつでも植えることが出来る。

半円型の畝

半円型の畝は、現存の樹木の周りに作られる。約3.25mの半径を有し、樹木が

半円の一番下からlm 上に位置するように畝が作られる。

<樹種>

微小集水池を利用しての植林にどんな木を選ぶかは、地域社会の好みと必要に

よって決まる。牧草地で利用されることが一番多いので、動物の飼料を生産する

樹木が最も好まれる。

ケニアで好 まれているマルチパ ーパ スツ リーは、 Acαねゎ“!‘な,A, α鰯血 ,

βαの 立esPedic “Zのls,β .q EzgyP"似7α,Cond ね 諺"e"sis,Dov 飾りg加わ川 ,De わ“鳶 eZのα,

P形跡 Piss 区 cies,Sdv 頒 ompe なにα,牝醐醐 可 那 !晒 icq,ZZzz随 “sm 似 “"伽 q 、 そ して

外来種の Pmsのおである。

<便益>

微小集水池は、アグロフォレス トリーの導入しにくい地域で、植物の生育を促

進する安価な方法である。劣化した土地で植林を進めるのにも利用される。
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＜水まき＞ 

微小集水池は、天水を有効に利用するために用いられるが、人手による水まき 

もまた必要である。 

必要な水の正確な量は、降水量、気温、土壌の種類、そして傾斜などに左右さ 

れる。砂状の土壌では水はけがよいので、水分を長く保持できる粘土層に比べて 

頻繁に苗木に水をやる必要がある。また、水源までの距離と水の運搬方法によっ 

て、苗木に水をやる人の能力と意欲は左右される。しかし、回数少なく、一度に 

多量の水を与えるのが基本である。 
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<水まき>

微小集水池は、天水を有効に利用するために用いられるが、人手による水まき

もまた必要である。

必要な水の正確な量は、降水量、気温、土壌の種類、そして傾斜などに左右さ

れる。砂状の土壌では水はけがよいので、水分を長く保持できる粘土層に比べて

頻繁に苗木に水をやる必要がある。また、水源までの距離と水の運搬方法によっ

て、苗木に水をやる人の能力と意欲は左右される。しかし、回数少なく、一度に

多量の水を与えるのが基本である。
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第6章 間となる場所でのアグロフォレストリー 

6 . 1 節 生け垣 

＜解説＞ 

生け垣は、アフリカのほとんどいたるところで、よく見られる。これは、疑い 

なく、最も有効なアグロフォレストリー技術のーつである。というのも、アフリ 

カでは、野生動物や家畜の移動を如何に統制するかが、土地利用システムの重要 

な要素だからである。 

ほとんどの生け垣において、植物は丈が低く、一列以上で密に植えられ、そこ 

を通り抜けることはできない。 

生け垣は、アレイクロッピング（4.3節）のように土壌保全あるいは飼料や燃 

材生産を目的とするものではなく、また等高線に沿った植生帯（4.2節）とも違 

う。境界線上や道路沿いの樹木や灌木（6.2および6.5節）も、生け垣にはなるが、 

特に障壁として意図されているわけではない。 

＜設計＞ 

生け垣は、恒久的あるいは半恒久的なものであると見なすべきである。したが 

って、長期間にわたり有益な効果が得られるような場所を慎重に選ぶことが必要 

である。 

設計の基本は簡単である。樹木や灌木を30---90cm間隔で、数列に植える。密 

集させるかどうかは、目的と使用する樹種によってきまる。 

＜樹種＞ 

果実、燃材、薬、飼料などの生産に用いる樹種でも、立地環境や管理が適当で 

あれば、生け垣として使うことができる。小さな庭、果樹園、苗畑では、生け垣 

は防風林の機能も果たす。果樹を生け垣として用いると、その土地の生産性が増 

加する。Moringa ole昨ra（ワサビノキ）やPsi或urn guqjava（グァバ）、Dobera 

glabra が特にこの用途にふさわしい。 

生け垣によって庭や耕地の境界とする場合、その樹種には、適正な管理下にお 
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第 6章 間となる場所でのアグロフオレストリー

6.1 節 生け垣

<解説>

生け垣は、アフリカのほとんどいたるところで、よく見られる。これは、疑い

なく、最 も有効なアグロフォレス トリー技術の一つである。というのも、アフリ

カでは、野生動物や家畜の移動を如何に統制するかが、土地利用システムの重要

な要素だからである。

ほとんどの生け垣において、植物は丈が低く、一列以上で密に植えられ、そこ

を通り抜けることはできない。

生け垣は、アレイクロッビング (4.3節)のように土壌保全あるいは飼料や燃

材生産を目的とするものではなく、また等高線に沿った植生帯 (4.2節) とも違

う。境界線上や道路沿いの樹木や潅木 (6,2および 6.5節) も、生け垣にはなるが、

特に障壁として意図されているわけではない。

<設計 >

生け垣は、恒久的あるいは半恒久的なものであると見なすべきである。したが

って、長期間にわたり有益な効果が得られるような場所を慎重に選ぶことが必要

である。

設計の基本は簡単である。樹木や潅木を30~9化m間隔で、数列に植える。密

集させるかどうかは、目的と使用する樹種によってきまる。

<樹種>

果実、燃材、薬、飼料などの生産に用いる樹種でも、立地環境や管理が適当で

あれば、生け垣として使うことができる。小さな庭、果樹園、苗畑では、生け垣

は防風林の機能も果たす。果樹を生け垣として用いると、その土地の生産性が増

加する。 Momg α o定舵 m( ワサビノキ) や Psidz“mg 加びdvα (グァバ ) 、Dの em

部のm が特にこの用途にふさわしい。

生け垣によって庭や耕地の境界とする場合、その樹種には、適正な管理下にお
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いて農業生産を妨げない樹種を選定することが重要である。 

さらに、生け垣としては、成長の早い樹種を選ぶ必要がある。挿し木によって 

容易に増殖することができる樹種は、短期間で柵を形成することができる。した 

がって、主として挿し木による植栽が容易で、成長が旺盛で、かつ期待される機 

能や生産物をもたらす植物を選定すべきである。 

住居や公共用地の場合、樹種によっては問題を引き起こす。たとえば、 

Euphorbia （トウダイグサ属）の樹種は挿し木で容易に殖え、ラクダ以外には食 

われず、また密な垣を造れることから、広く生け垣として用いられてきた。しか 

し、古くから用いられ極めて有名なEuphorbia tirucdii（アオサンゴ）は、有毒な 

樹液を分泌するため、現在、ケニヤでは特に子供のいる家の近くから取り去られ 

ている。この他、樹種は付録Iの表2を、有刺性や早成性、剪定の耐性といった 

諸特徴は表1に示される。 
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挿し木による生け垣の造成 

＜確立＞ 

急いで生け垣を作るには、挿し木や苗木を利用すべきである。しかし、水の便 

がよく、日常的に手入れができるような所では、種を撤いて生け垣を作ることも 

可能である。 

最初の2年から5年は、生け垣を慎重に手入れする必要がある。植えた草木が 
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いて農業生産を妨げない樹種を選定することが重要である。

さらに、生け垣としては、成長の早い樹種を選ぶ必要がある。挿し木によって

容易に増殖することができる樹種は、短期間で柵を形成することができる。した

がって、主として挿し木による植栽が容易で、成長が旺盛で、かつ期待される機

能や生産物をもたらす植物を選定すべきである。

住居や公共用地の場合、樹種によっては問題を引き起こす。たとえば、

E叩初め紅 (トウダイグサ属) の樹種は挿し木で容易に殖え、ラクダ以外には食

われず、また密な垣を造れることから、広く生け垣として用いられてきた。しか

し、古くから用いられ極めて有名など-窄め巾mzzmcdiz( アオサンゴ) は、有毒な

樹液を分泌するため、現在、ケニヤでは特に子供のいる家の近くから取り去られ

ている。この他、樹種は付録 1の表 2を、有刺性や早成性、勢定の耐性といった

諸特徴は表 1に示される。
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挿し木による生け垣の造成

<確立>

急いで生け垣を作るには、挿し木や苗木を利用すべきである。しかし、水の便

がよく、日常的に手入れができるような所では、種を撒いて生け垣を作ることも

可能である。

最初の 2年から5年は、生け垣を慎重に手入れする必要がある。植えた草木が
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小さい間は、人や動物に踏み荒されないようにしなくてはならないし、雑草や火、 

水不足も生け垣を駄目にしてしまう。また、成長を促進させ、適当な形に整える 

ために、小さいうちに枝の形を好みに変えたり、切り取る必要がある。 

＜管理＞ 

生け垣は、一度確立すると、あまり管理をする必要はない。しかし、樹種によ 

っては、枝を切り取るか、折り曲げるか、幹の間で編むようにしなくてはならな 

い。これにより、生け垣が補強されるのである。 

樹木や灌木が成長したら、生け垣の側面や上面を刈り込んで整えて、必要以上 

に伸びたり、隣接した土地に影をつくるような事が無いようにする。 

＜期待される便益＞ 

生け垣は、耕地などに動物を近づけないようにするという目的を十分に果たし 

ている。動物を近づけないかどうかで、植林の正否が決まる。特に、伝統的に家 

畜を放し飼いにしている所ではそうである。 

その他、風よけとなり、土壌温度の上昇を抑制し、土壌の肥沃度や水分状態を 

改善することもできる。もっとも、これは生け垣の設計と使用する樹種次第であ 

る。 

しかし、生け垣により、他の人がその土地に近づけなくなることがしばしばあ 

る。たとえば、有効な水資源沿いの土地を生け垣で囲うと、他の人の家畜が水の 

み場として利用できなくなる。こういった理由から、所有者だけではなく、全て 

の利用者が、生け垣の導入決定に参加し、その便益と代償を公平に分配出来るよ 

うにすることが必要である。 

6 . 2節 境界線上の樹木と灌木 

＜解説＞ 

境界線上に植林するということは、異なる所有や利用の境目に、マルチパーパ 

スツリー、灌木、草を植えることである。 
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水不足も生け垣を駄目にしてしまう。また、成長を促進させ、適当な形に整える

ために、小さいうちに枝の形を好みに変えたり、切り取る必要がある。
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生け垣は、一度確立すると、あまり管理をする必要はない。しかし、樹種によ

っては、枝を切り取るか、折り曲げるか、幹の間で編むようにしなくてはならな

い。これにより、生け垣が補強されるのである。

樹木や潅木が成長したら、生け垣の側面や上面を刈り込んで整えて、必要以上

に伸びたり、隣接した土地に影をつくるような事が無いようにする。

<期待される便益>

生け垣は、耕地などに動物を近づけないようにするという目的を十分に果たし

ている。動物を近づけないかどうかで、植林の正否が決まる。特に、伝統的に家

畜を放し飼いにしている所ではそうである。

その他、風よけとなり、土壌温度の上昇を抑制し、土壌の肥沃度や水分状態を

改善することもできる。もっとも、これは生け垣の設計と使用する樹種次第であ

る。

しかし、生け垣により、他の人がその土地に近づけなくなることがしばしばあ

る。たとえば、有効な水資源沿いの土地を生け垣で囲うと、他の人の家畜が水の

み場として利用できなくなる。こういった理由から、所有者だけではなく、全て

の利用者が、生け垣の導入決定に参加し、その便益と代償を公平に分配出来るよ

うにすることが必要である。

6.2 節 境界線上の樹木と潅木

<解説>

境界線上に植林するということは、異なる所有や利用の境目に、マルチパーパ

スツリー、潅木、草を植えることである。
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境界線上の樹木は、間隔をあけたり、あるいは、つめたりして植えられる。ま 

た、一列だったり、複数列に植えられる。最も一般的なのは、木と木の間を広く 

開けて、一列に植えるものである。これは、生け垣（6.1節）とは異なるもので 

ある。 

＜設計＞ 

もしも樹木が2人以上の所有者が関係する境界線に沿って植えられる場合、所 

有者たちは、樹木の利用の仕方について合意する必要がある。そして、境界線上 

に植林することになったら、両方の所有者は、その木の費用と利益の配分の仕方 

について合意することが必要である。一方、境界線から一定の距離を置いて、別 

々に平行に植林をする方法もある。しかし、この場合、お互いに矛盾のないよう 

に設計を配慮しなくてはならない。 

＜樹種＞ 

アフリカの幾つかの地方では、境界の目印として特定の樹種が伝統的に用いら 

れてきた。それらの多くは、たまたまそこに生えていた樹木を境界に沿って残し、 

維持したものである。ナイジェリア北部では、境界の目印として、 Androp0gon 

gay anus （メリケンカルカヤ）が用いられ、ケニヤではEupho功ia （トウダイグサ 

属）の樹木を法律上の境界目印と考えている。 

アグロフォレストリーにふさわしい樹種の多くは、境界に用いてもよく育つが、 

しばしば地元住民はある特定の樹種をとくに好んで用いる。境界に植えられる樹 

木の多くは附加的な飼料を供給するし、果樹もまた境界目印になり得る。身近な 

果樹としてはMmg施ra mndにa（マンの、Ficus （イチジク属）、Caricap卯aya 

（ノくノぐイヤ） 、Citrus （柑橘類）が挙げられる。地域によっては、Tam an ,貿！us 

indica （タマリンド）、Moringa ole施ra（ワサビノキ）, Dobera glabra やParkia 

biglobosa （ネレ）といった樹種が好まれる。乾燥の厳しい地域ではAcacia a1bida. 

B証amtes ( ノ、マビシ科）、Cordia smnensis（カキバチシャノキ属）、Ziz加hus（ナツ 

メ属）の樹木が使われる。 

さらに、Euca加フtus（ユーカリ属）やCasuarina （モクマオウ属）などが植えら 

れることもある。 
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境界線上の樹木は、間隔をあげたり、あるいは、つめたりして植えられる。ま

た、一列だったり、複数列に植えられる。最も一般的なのは、木と木の間を広く

開けて、一列に植えるものである。これは、生け垣 (6.1節) とは異なるもので

ある。
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もしも樹木が 2人以上の所有者が関係する境界線に沿って植えられる場合、所
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について合意することが必要である。一方、境界線から一定の距離を置いて、BU

々に平行に植林をする方法もある。しかし、この場合、お互いに矛盾のないよう

に設計を配慮しなくてはならない。

<樹種>

アフリカの幾つかの地方では、境界の目印として特定の樹種が伝統的に用いら

れてきた。それらの多くは、たまたまそこに生えていた樹木を境界に沿って残し、

維持したものである。ナイジェリア北部では、境界の目印として、 Ammpogo 〃

gの伽那 (メリケンカルカヤ) が用いられ、ケニヤでは E叩たoめ紅 (トウダイグサ

属) の樹木を法律上の境界目印と考えている。

アグロフオレストリーにふさわしい樹種の多くは、境界に用いてもよく育つが、

しばしば地元住民はある特定の樹種をとくに好んで用いる。境界に植えられる樹

木の多くは附加的な飼料を供給するし、果樹もまた境界目印になり得る。身近な

果樹 としては脳伽g舵 mz 扇にα (マンゴ) 、Fzc“s( イチジク属 ) 、C酬 cαpのりα

(パパイヤ) 、Cばms( 柑橘類) が挙げられる。地域によっては、勤醐頒昭“s

z蔵にα (タマリンド) 、M 馴れgoo 詑於 m( ワサビノキ) 、Dobemg ‘のm や P研ねα

弱8‘の om( ネレ) といった樹種が好まれる。乾燥の厳 しい地域では Acaciaalb・da、

Bmを皿 tes(ノ・マビシ科 ) 、Com 超 smews( カキバチシャノキ属 ) 、Ziz中ね“s( ナツ

メ属)の樹木が使われる。

さらに、E腐の pz“s( ユーカリ属 ) やC硲ムにm.卿 (モクマオウ属 ) などが植えら

れることもある。
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＜管理＞ 

境界線上に植林する際のもっとも重要な管理上の問題点は、新しく植えた木を 

保護することである。単木は、刺のある枝や、その他の小さな建造物によって保 

護できる。 

境界線上の土地は、しばしば家からはなれており、管理するのが難しい。農場 

主は、収穫時期が確実に予想でき、その他の仕事に差し支えないような樹種を好 

む。このような樹種を選ぶと、生産物をすべて刈り取って、境界線を近隣と共有 

している場合などは、それを分け合うこともできる。 

樹木の根が養分や水をめぐって作物と競合する場合、その根を切り詰めた方が 

よい。方法としては、深く耕すか、樹木列から50- 100cm程離れたところに溝を 

掘るかなどがある。同様に、近隣の作物に影を落とすようなものも切り取らなく 

てはならない。枝を切ることによって、材木や薪炭を生産できる。また、一回目 

の伐採の後も境界線が残るように、異なる樹齢の樹木を混植するとよい。 
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根の刈込み 枝おろし 

＜期待される便益＞ 

境界線に植林すると、土地が安定し、土壌に有機物と養分が与えられ、有益な 

生産物が供給される。また、境界線上の樹木から生産物を得る分だけ、森林の利 

用が減る。 
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掘るかなどがある。同様に、近隣の作物に影を落とすようなものも切り取らなく

てはならない。枝を切ることによって、材木や薪炭を生産できる。また、一回目

の伐採の後も境界線が残るように、異なる樹齢の樹木を混植するとよい。
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<期待される便益>

境界線に植林すると、土地が安定し、土壌に有機物と養分が与えられ、有益な

生産物が供給される。また、境界線上の樹木から生産物を得る分だけ、森林の利

用が減る。
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6. 3節 防風林 

＜解説＞ 

ウィンドブレイク（防風林）とは、畑や家を風やそれによって飛んでくる土や 

砂から守るために植えられる樹木や灌木の帯のことである。この目的のために植 

えられる大規模な植林地は、しばしばシェルターベルト（防風林）呼ばれる。防 

風林には様々な目的がある。土壌の侵食を防止し、作物の成長を促すよう微気候 

を改良し、人や家畜を保護する。また、柵や境界線としても機能する。風が、土 

壌の侵食や土壌中の水分の流失の主な原因であるような場所では、防風林は作物 

の収穫を安定させ、増加させる。 

防風林は、通常一列あるいはそれ以上の列状に植えられた、多層な樹木や灌木 

の帯でできている。草は、土壌などが飛ばされないように木の根元に植えられる。 

防風林は主風の方向に対して垂直に設置すると最も効果的である。 

生け垣や灌木列は、家庭菜園や苗床の様な小さいところを風から保護すること 

はできる。それらは道路沿いや境界線沿いに植えられるが、特に風速を弱めるよ 

うに設計されている。この点で、防風林は生け垣（6.1節）や境界線上の樹木 

(6.2節）と異なる。防風林は、多層であるが、風がある程度通り抜けるように 

設計されている。あまりにも密な防風林は、かえって有害である。というのは、 

そのような防風林は、強い風の流れを作り出し、風上の土壌を吹き飛ばすことに 

なり、また、風下の作物に被害を与えるからである。密に並んだ木の間の隙間が 

風の通り道となり、実際には風速を増加させ、土壌侵食や作物への被害をもたら 

すのである。 
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<解説>
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風林には様々 な目的がある。土壌の侵食を防止し、作物の成長を促すよう微気候

を改良し、人や家畜を保護する。また、柵や境界線としても機能する。風が、土
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防風林は、通常一列あるいはそれ以上の列状に植えられた、多層な樹木や潅木

の帯でできている。草は、土壌などが飛ばされないように木の根元に植えられる。

防風林は主風の方向に対して垂直に設置すると最も効果的である。

生け垣や潅木列は、家庭菜園や苗床の様な小さいところを風から保護すること

はできる。それらは道路沿いや境界線沿いに植えられるが、特に風速を弱めるよ

うに設計されている。この点で、防風林は生け垣 (6.1節)や境界線上の樹木

(6.2節) と異なる。防風林は、多層であるが、風がある程度通り抜けるように

設計されている。あまりにも密な防風林は、かえって有害である。というのは、

そのような防風林は、強い風の流れを作り出し、風上の土壌を吹き飛ばすことに

なり、また、風下の作物に被害を与えるからである。密に並んだ木の間の隙間が

風の通り道となり、実際には風速を増加させ、土壌侵食や作物への被害をもたら

すのである。
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＜設計＞ 

計画を実施する前に、防風林の保護機能と生産機能の便益を、費用と比較する 

必要がある。直接の労賃や植林の材料費とは別に、防風林は生産地を占領するし、 

水や光などの点で作物と競合するかもしれない。作物の収穫量の増加と、土壌の 

改良と、副産物は、これらの犠牲を補うだけ十分でなくてはならないし、実質的 

な利益を作り出さなくてはならない。 

潜在的な便益が大きくなればなる程、土地の所有権を越えた人々の協力も得や 

すくなり、大規模なシェルターベルトを造成することも可能となる。大規模な計 

画を実行する前には、風やその他の気候要因についての情報を集め、分析しなけ 

ればならない。 

防風林が何人かの土地にまたがって土地を占領する場合は、それによって誰が 

恩恵を受けるかについての合意が必要である。 

重要なのは、防風林の方向である。季節によって風向きが変わる場所では、保 

護するのにもっとも効果的な時期の風向きに合わせるとよい。休閑期の土壌侵食 

を主要目的とするならば、この時期の風上に木を植えるべきであるし、生産物を 

保護することが主要目的であれば、成長期の風上に木を植えるべきである。 

防風林の間隔は、最上層の樹高に依存する。適切に設計された防風林であれば、 

樹高の少なくとも10倍の範囲の耕地を保護できる。そして、密な防風林よりも隙 

間のある方が広い範囲を保護できることと、耕地全体に何列かの大きな樹木を植 

えるのが最も効率的であることを覚えておく必要がある。 

下層の植生は、風による土壌の侵食を抑えるため、きちんと管理されなくては 

ならない。上層が過密なのに、下層が疎のままに放置されていれば、風下の作物 

が重大な損害を受けてしまう。 

もしも、道が必要な場合、ある角度で防風林と交わるよう設計しなくてはなら 

ない。また、横方向に伸びた根が、作物を阻害する場合は、その根を切るため樹 

木帯に沿って溝を掘ればよい。土壌表面近くに伸びている若い根は、近隣の耕地 

を深く耕すことによって切り詰めることができる。 

＜樹種＞ 

一般に、農業生産から除外される土地面積を最小にするためには、狭く垂直に 
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<設計>

計画を実施する前に、防風林の保護機能と生産機能の便益を、費用と比較する

必要がある。直接の労賃や植林の材料費とは別に、防風林は生産地を占領するし、

水や光などの点で作物と競合するかもしれない。作物の収穫量の増加と、土壌の

改良と、副産物は、これらの犠牲を補うだけ十分でなくてはならないし、実質的

な利益を作り出さなくてはならない。

潜在的な便益が大きくなればなる程、土地の所有権を越えた人々 の協力も得や

すくなり、大規模なシェルターベルトを造成することも可能となる。大規模な計

画を実行する前には、風やその他の気候要因についての情報を集め、分析しなけ

ればならない。

防風林が何人かの土地にまたがって土地を占領する場合は、それによって誰が

恩恵を受けるかについての合意が必要である。

重要なのは、防風林の方向である。季節によって風向きが変わる場所では、保

護するのにもっとも効果的な時期の風向きに合わせるとよい。休閑期の土壌侵食

を主要目的とするならば、この時期の風上に木を植えるべきであるし、生産物を

保護することが主要目的であれば、成長期の風上に木を植えるべきである。

防風林の間隔は、最上層の樹高に依存する。適切に設計された防風林であれば、

樹高の少なくとも10倍の範囲の耕地を保護できる。そして、密な防風林よりも隙

間のある方が広い範囲を保護できることと、耕地全体に何列かの大きな樹木を植

えるのが最も効率的であることを覚えておく必要がある。

下層の植生は、風による土壌の侵食を抑えるため、きちんと管理されなくては

ならない。上層が過密なのに、下層が疎のままに放置されていれば、風下の作物

が重大な損害を受けてしまう。

もしも、道が必要な場合、ある角度で防風林と交わるよう設計しなくてはなら

ない。また、横方向に伸びた根が、作物を阻害する場合は、その根を切るため樹

木帯に沿って溝を掘ればよい。土壌表面近くに伸びている若い根は、近隣の耕地

を深く耕すことによって切り詰めることができる。

<樹種>

一般に、農業生産から除タされる土地面積を最小にするためには、狭く垂直に
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成長する樹種が理想的である。成長に伴い樹形は変化するので、普通は、成長速 

度や、樹形、大きさが異なる幾つかの種を3列以上の列状に混植するのが肝要で 

ある。できるだけ速く効果を期待する場合には、早成樹を用いればよい。この理 

由で、Eucalyptus （ユーカリ属）, Cassia （カワラケツメイ属）, Prosopis （マメ 

科）、Leucaena （ギンコウカン属）、Casuanna （モクマオウ属）の樹種がよく植 

えられる。しかし、早成樹の多くは寿命が短い。そこで、防風林の寿命を長くす 

るためには、早成樹と成長が遅い樹木を混ぜるべきである。単一樹種の林分は病 

気や害虫の流行でやられてしまい易いが、混植することによってそういったこと 

も防ぐことができる。 

インドセンダンやモクマオウ属、ユーカリ属の樹種を防風に用いる際には注意 

を要する。ユーカリ属は、下層の葉が疎らになり水資源や農作物にかえって悪い 

影響を与えるので、単植してはならない。インドセンダンのように密な樹冠を広 

く拡げる樹種は、頻繁に刈り込みができない場合には農地付近に植えてはならな 

い0 

水分管理は、特に林分の確立段階で重要である。北ケニヤのトウルカナ地方で 

は、年降水量がわずか180mmなのに、潅水せずに微小集水池（5.4節）を用いる 

ことによって樹木の定着を成功させた。微小集水池が作れない場合には、手で水 

を撤くか、潅漑することを考えなければならない。潅水の重要性と樹種の選択は、 

年降水量がたったの100 -200rnm のリビヤのある土地で例証された。7種の異 

なった木を植え、植えた時と2週間後に一度潅水した。その後、月に2回あるい 

は4回潅水する、潅水しない、の3条件の処理をした。 

3樹種について8 カ月後の若木の生存率を次に示す（USMD,1987) 。 

樹 種 潅水せず 月2回 月4回 

Acaciaりanop勿Iル 84 4 100 

Casuai-im equiset加hla （トキワキ中ョリュウ） 30 90 90 

Eucalyptus cainaldulensis （リハ。ーレット中がム） 36 60 90 

＜定着＞ 

防風林は直接種を植えることによって造成することもできるが、最もいいのは、 
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成長する樹種が理想的である。成長に伴い樹形は変化するので、普通は、成長速

度や、樹形、大きさが異なる幾つかの種を3列以上の列状に混植するのが肝要で

ある。できるだけ速く効果を期待する場合には、早成樹を用いればよい。この理

由で、E“cdypz“s( ユーカリ属 ) 、C餌sIα (カワラケツメイ属 ) 、pms の‘s( マメ

科) 、Le“cα卿 (ギンコウカン属) 、C餌ム靭z加 (モクマオウ属) の樹種がよく植

えられる。しかし、早成樹の多くは寿命が短い。そこで、防風林の寿命を長くす

るためには、早成樹と成長が遅い樹木を混ぜるべきである。単一樹種の林分は病

気や害虫の流行でやられてしまい易いが、混植することによってそういったこと

も防ぐことができる。

インドセンダンやモクマオウ属、ユーカリ属の樹種を防風に用いる際には注意

を要する。ユーカリ属は、下層の葉が疎らになり水資源や農作物にかえって悪い

影響を与えるので、単植してはならない。インドセンダンのように密な樹冠を広

く拡げる樹種は、頻繁に刈り込みができない場合には農地付近に植えてはならな

し、。

水分管理は、特に林分の確立段階で重要である。北ケニヤのトゥルカナ地方で

は、年降水量がわずか 180mm なのに、潅水せずに微小集水池 (5.4節 ) を用いる

ことによって樹木の定着を成功させた。微小集水池が作れない場合には、手で水

を撒くか、潅慨することを考えなければならない。潅水の重要性と樹種の選択は、

年降水量がたったの 1仰 ~2(櫛nun のりビヤのある土地で例証された。 7種の異

なった木を植え、植えた時と2週間後に一度潅水した。その後、月に 2回あるい

は 4回潅水する、潅水しない、の 3条件の処理をした。

3樹種について 8 ヵ月後の若木の生存率を次に示す (USAID,1987) 。

樹 種 潅水せず 月2回 月4回

Ac餌如け伽op毎 "α 84 4 100

α 劾のぼれαeq“isのめ加 (トキワギョリユウ) 30 90 90

E“c魚卿 z“sco蹴頒d“!釧臨 (リハ÷ーレッドがム) 3 6 6 0 9 0

<定着>

防風林は直接種を植えることによって造成することもできるが、最もいいのは、
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挿し木や苗木を利用することである。動物に若木をかじられる等の被害が問題に 

なっている所では、挿し木によって、まずくて刺のある生け垣を外側に植える。 

＜管理＞ 

防風林は、適正な密度と形を維持するように管理されなくてはならない。ニジ 

ェールの農民たちは、防風林を短く刈り込んで、樹冠の適正密度を維持し、林産 

物を得ている。 

＜期待される便益＞ 

樹木の間隔が4mで、lOOmの長さの2列の防風林から、年間250聴の木材が 

収穫できるという計算結果がある。この長さの防風林は、約lhaの耕地を保護す 

る。したがって、 5家族が6 haの耕地を防風林で保護するならば、年間で必要な 

燃材需要はまかなえるであろう。この同じ防風林を、4年毎に刈り込むことで、 

防風林lkmあたりUS$ 800の価値に等しい木材が生産される。 

耕地における防風林の効果は様々である。穀物の生産高を飛躍的に増加させる 

が、一方で、水や光の面で作物と競合したり、木を植えることで利用できる土地 

が減ったりもする。 

北西中国では、Paulown彪 の複数列の大規模防風林が、砂漠化を防ぐために植 

えられている。これによって保護されている地域では、風の拡散が21 --55％減少 

し、またそれと同時に、空気中の水分は12.5％増加し、土壌の表土から50cmの深 

さまでの水分も19.4％増加した。大規模防風林の導入により、最高気温と最低気 

温の格差が緩和され、作物生産は増え、重要な材木が生産された。しかし、別な 

ところでは、大規模防風林のために最高気温が上昇し、作物に被害をもたらした。 

これらの結果は、大規模防風林を造成する前に、注意深い設計と管理の重要性を 

強調するものである。 

サヘル地方においては、防風林は保護地の作物生産に効果的であるようだ。ニ 

ジェールのマッジア渓谷で、例年よりも降雨量が多い年では、A zadirachta indica 

の防風林によって保護されている所の、ソルガムとミレットの生産高は、他の場 

所に比べて、23％多く、平均より46％降雨量が少ないときでは、16％多かった。 
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挿し木や苗木を利用することである。動物に若木をかじられる等の被害が問題に

なっている所では、挿し木によって、まずくて刺のある生け垣を外側に植える。

<管理>

防風林は、適正な密度と形を維持するように管理されなくてはならない。ニジ

ェールの農民たちは、防風林を短く刈り込んで、樹冠の適正密度を維持し、林産

物を得ている。

<期待される便益>

樹木の間隔が 4m で、 lmm の長さの 2列の防風林から、年間 250kgの木材が

収穫できるという計算結果がある。この長さの防風林は、約 lhaの耕地を保護す

る。したがって、 5家族が 6haの耕地を防風林で保護するならば、年間で必要な

燃材需要はまかなえるであろう。この同じ防風林を、4年毎に刈り込むことで、

防風林 IB町ーあたりUS$8仰の価値に等しい木材が生産される。

耕地における防風林の効果は様々である。穀物の生産高を飛躍的に増加させる

が、一方で、水や光の面で作物と競合したり、木を植えることで利用できる土地

が減ったりもする。

北西中国では、月曜owmo の複数列の大規模防風林が、砂漠化を防ぐために植

えられている。これによって保護されている地域では、風の拡散が21~55% 減少

し、またそれと同時に、空気中の水分は12.5%増加し、土壌の表土から5化mの深

さまでの水分も19.4%増加した。大規模防風林の導入により、最高気温と最低気

温の格差が緩和され、作物生産は増え、重要な材木が生産された。しかし、別な

ところでは、大規模防風林のために最高気温が上昇し、作物に被害をもたらした。

これらの結果は、大規模防風林を造成する前に、注意深い設計と管理の重要性を

強調するものである。

サヘル地方においては、防風林は保護地の作物生産に効果的であるようだ。ニ

ソェールのマッジア渓谷で、例年よりも降雨量が多い年では、Az頒加の脇d imim

の防風林によって保護されている所の、ソルガムとミレットの生産高は、他の場

所に比べて、23% 多く、平均より46% 降雨量が少ないときでは、16%多かった。
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6. 4節 水路や氾濫原に沿った樹木と灌木 

＜解説＞ 

乾燥アフリカの至るところで、氾濫原や周期的に洪水に見舞われる窪地では、 

天然植生は水路沿いが最も密である。乾燥地帯でさえも、これら水の近くの環境 

は、他の所に比べると樹木の生育にとって良好である。 

ここでのアグロフォレストリーの目的は、水路沿いの脆い土地を保護し、より 

生産的にすることである。 

川や湖沿いの周期的に洪水に見舞われる土地は、 1 年の大半は乾燥しているが、 

地下水が地表面のすぐ下まで来ている。多くの耕作システムには適していないが、 

生産的で成長の早い樹木や灌木を成育することはできる。同様なことが、灌漑お 

よび排水路沿いにいえる。 

この様な場所でのアグロフォレストリーは、水路や小渓谷を保護するための技 

術とは、構造と目的の両方の点で異なり、物理的な建造物はあまり重要ではない。 

＜設計＞ 

幾つかのアグロフォレストリーが氾濫原に適用される。この様な土地は、樹木 

の成長に必要な水が豊富にあり、土壌も肥沃で有機物が豊富に含まれている。し 

かし、酸性で塩分を含んだ土壌では、樹種の選択が制約されるし、樹種によって 

は、水位の季節的変化や、毎年の変化に耐えられないものもあるかも知れない。 

アグロフォレストリーは地元の水利用と共存しなくてはならない。氾濫原は、 

法的にも慣習的にも、公共用地であると認識されている。人々は、これらの土地 

を高く評価しており、日常的に慣習的利用を行っている。乾燥した川底はしばし 

ば道路や休憩所としても利用される。そして、そのような交通を支えるために、 

土手を安定させることが重要なのである。この様な場所に植えられた樹木は地元 

の合意によって保護され、若葉を喰いあらされたり、頻繁に切りとられないよう 

にしなくてはならない。 

＜樹種＞ 

多くのアグロフォレストリーと異なり、氾濫原の管理では、草と灌木、樹木の 
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6.4 節 水路や氾濫原に沿った樹木と潅木

<解説>

乾燥アフリカの至るところで、氾濫原や周期的に洪水に見舞われる窪地では、

天然植生は水路沿いが最も密である。乾燥地帯でさえも、これら水の近くの環境

は、他の所に比べると樹木の生育にとって良好である。

ここでのアグロフオレストリーの目的は、水路沿いの脆い土地を保護し、より

生産的にすることである。

川や湖沿いの周期的に洪水に見舞われる土地は、 1年の大半は乾燥しているが、

地下水が地表面のすぐ下まで来ている。多くの耕作システムには適していないが、

生産的で成長の早い樹木や潅木を成育することはできる。同様なことが、濯競お

よび排水路沿いにいえる。

この様な場所でのアグロフオレストリーは、水路や小渓谷を保護するための技

術とは、構造と目的の両方の点で異なり、物理的な建造物はあまり重要ではない。

<設計>

幾つかのアグロフオレストリーが氾濫原に適用される。この様な土地は、樹木

の成長に必要な水が豊富にあり、土壌も肥沃で有機物が豊富に含まれている。し

かし、酸性で塩分を含んだ土壌では、樹種の選択が制約されるし、樹種によって

は、水位の季節的変化や、毎年の変化に耐えられないものもあるかも知れない。

アグロフォレストリーは地元の水利用と共存しなくてはならない。氾濫原は、

法的にも慣習的にも、公共用地であると認識されている。人々は、これらの土地

を高く評価しており、日常的に慣習的利用を行っている。乾燥した川底はしばし

ば道路や休憩所としても利用される。そして、そのような交通を支えるために、

土手を安定させることが重要なのである。この様な場所に植えられた樹木は地元

の合意によって保護され、若葉を喰いあらされたり、頻繁に切りとられないよう

にしなくてはならない。

<樹種>

多くのアグロフォレストリーと異なり、氾濫原の管理では、草と潅木、樹木の
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3つを同じ所に組合せて用いるのではなく、それぞれ別々に平行して細長く植え 

る。草の列は特に流れの速い河川の岸では要となる。 

インドでは昔から、たいてい運河の堤防に沿って内縁から6mのところに樹木 

を植えてきた。最も広く用いられてきた樹種はDaibe稽ia sissoo （シッソー）、 

EucaJyptus （ユーか)属）、A Ibizia lebbek（ビルマネム）、A zadirachta indica（イ 

ンドセンダン）、A cacia nilotica （アラビアゴムモドキ）、A cacia torti1is, Melia 

aze成rach （センダン）、Parkinsonia acu1ealaである。 

多くの場合、果樹は賢明な選択である。Phoena 威:ic加施ra （ナツメヤシ）、 

Citrus limon（レモン）、Citrus sinensis （スイートオレンジ）、Mangれra mldにa 

（マンゴ）, Ficus （イチジク属）などの多くの果樹や香料をとる樹木が、気候 

や立地条件によって可能である。モクマオウ属の樹も、幾つかの国（特にエジプ 

ト）の潅漑・排水路に沿って広く用いられている。 

周期的に氾濫する土地では、浸水や冠水に耐える植物でなければならない。一 

時的な洪水や浸水に耐性を持つ樹種を付録Iの表2に掲げてある。河川沿いでよ 

く育つ樹木を付録Iの表1に記した。 

＜管理＞ 

土壌が水分を含み、深く、さらに土手が険しくなく、石が多くなければ、木は 

たやすく水路や氾濫原沿いに根付くものである。安定したところでは、普通直接 

種を植えるか挿し木を用いることによって植林する事が好まれる。 

水位の変動が激しい氾濫原では、雨季の後、土壌が湿気を帯びている時が植栽 

適期である。 

＜期待される便益＞ 

樹木は水路と氾濫原沿いの水を大量に消費するが、そのいっぽうで、日影を作 

り、水路を横切る風を軽減し、地下水面の水温を下げると共に、浸食を少なくす 

る。木は直接的に生産物を産出し、氾濫源の環境の管理と保護に役だってもいる。 
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3つを同じ所に組合せて用いるのではなく、それぞれ別々に平行して細長く植え

る。草の列は特に流れの速い河川の岸では要となる。

インドでは昔から、たいてい運河の堤防に沿って内縁から6m のところに樹木

を植えてきた。最も広く用いられてきた樹種は D研ゥe増加szssoo(シッソー) 、

E“畑 ypz“s( ユーカリ属 ) 、A肋 z超‘の庇た (ビルマネム) 、Azmiれmm 似雇にα (イ

ン ドセ ンダン ) 、 Ac解放〃z′oficq( アラビアゴムモ ドキ ) 、 Acの iqzon遊ぶ、Mm α

qz如か叱れ (セ ンダン) 、 P鯛忽那 omq の "にmo であ る。

多くの場合、果樹は賢明な選択である。Pぬo鋼α如の Z於m( ナツメヤシ) 、

Cizm ぶれmon( レモ ン ) 、 Czzm 躍 如ems( スイー トオ レンジ ) 、 M 伽 g於 m imzcq

(マンゴ) 、Fzc“s( イチジク属) などの多くの果樹や香料をとる樹木が、気候

や立地条件によって可能である。モクマオウ属の樹も、幾つかの国 (特にエジプ

ト) の潅概 .排水路に沿って広く用いられている。

周期的に氾濫する土地では、浸水や冠水に耐える植物でなければならない。一

時的な洪水や浸水に耐性を持つ樹種を付録 1の表 2に掲げてある。河川沿いでよ

く育つ樹木を付録 1の表 1に記した。

<管理>

土壌が水分を含み、深く、さらに土手が険しくなく、石が多くなければ、木は

たやすく水路や氾濫原沿いに根付くものである。安定したところでは、普通直接

種を植えるか挿し木を用いることによって植林する事が好まれる。

水位の変動が激しい氾濫原では、雨季の後、土壌が湿気を帯びている時が植栽

適期である。

<期待される便益>

樹木は水路と氾濫原沿いの水を大量に消費するが、そのいっぽうで、日影を作

り、水路を横切る風を軽減し、地下水面の水温を下げると共に、浸食を少なくす

る。木は直接的に生産物を産出し、氾濫源の環境の管理と保護に役だってもいる。
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6. 5節 道路や小道に沿った樹木と灌木 

＜解説＞ 

道路沿いの土地は、多層の樹木や灌木を植林するするのに好都合である。この 

土地に植えられた木は日陰をつくり、埃が立つのを抑える。そして、適切に管理 

されていれば、材木など有益な産物を収穫することができる。 

道路の排水は浸食と集水池の沈泥の主な原因となるが、その大半は、簡単な水 

路制御建造物と植生を、道路の設計と組み合わせることによって防ぐことができ 

る 

道路からの排水は有効に利用することができる。北ケニアのトウルカナ地方で 

は、水を道路沿いの溝でせき止め、そこから溢れ出した水を苗床に流れるように 

している。 

この様な道路沿いの植林は、アグロフォレストリーとは異なる。しかし、多く 

の他の場所のように、道路沿いはアグロフォレストリーを利用する重要な場所で 

もある。 

道路が耕地の境界線となっているような所では、適切な植林が近隣の作物と道 

路沿いの樹木との適合性を改良することができる。人々が耕地を利用できない場 

所では、食料用の作物を道路沿いに植えられる。アフリカの道路沿いでは、シル 

ボパストラル・システムも実施される。草に混じって、用材、燃材、飼料用の樹 

木が植栽されるのである。 

＜設計＞ 

道路沿いの所有権と土地や生産物の利用権は、設計の初期段階で明確にされな 

くてはならない。所有権というものは、いつもはっきりしているとは限らないが、 

多くの場合、特別な取り決めがあるものである。しばしば、道路や高速道路沿い 

の土地や樹木は、国家が所有権を持っている。その場合、重要なことは、国の支 

配権がどこまでであるかを決めることである。 

地域共同体が、道路沿いの樹木や樹木生産物を所有している場合もある。しか 

しまた、個人や家族が自分たちで植えた樹木の所有権を有する場所もある。ここ 

での利益の分配は、より複雑となるであろう。 
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6.5 節 道路や小道に沿った樹木と潅木

<解説>

道路沿いの土地は、多層の樹木や潅木を植林するするのに好都合である。この

土地に植えられた木は日陰をつくり、挨が立つのを抑える。そして、適切に管理

されていれば、材木など有益な産物を収穫することができる。

道路の排水は浸食と集水池の沈泥の主な原因となるが、その大半は、簡単な水

路制御建造物と植生を、道路の設計と組み合わせることによって防ぐことができ

る 。

道路からの排水は有効に利用することができる。北ケニアのトゥルカナ地方で

は、水を道路沿いの溝でせき止め、そこから溢れ出した水を苗床に流れるように

している。

この様な道路沿いの植林は、アグロフオレス トリーとは異なる。しかし、多く

の他の場所のように、道路沿いはアグロフォレストリーを利用する重要な場所で

もある。

道路が耕地の境界線となっているような所では、適切な植林が近隣の作物と道

路沿いの樹木との適合性を改良することができる。人々が耕地を利用できない場

所では、食料用の作物を道路沿いに植えられる。アフリカの道路沿いでは、シル

ボパス トラル・システムも実施される。草に混じって、用材、燃材、飼料用の樹

木が植栽されるのである。

<設計>

道路沿いの所有権と土地や生産物の利用権は、設計の初期段階で明確にされな

くてはならない。所有権というものは、いつもはっきりしているとは限らないが、

多くの場合、特別な取り決めがあるものである。しばしば、道路や高速道路沿い

の土地や樹木は、国家が所有権を持っている。その場合、重要なことは、国の支

配権がどこまでであるかを決めることである。

地域共同体が、道路沿いの樹木や樹木生産物を所有している場合もある。しか

しまた、個人や家族が自分たちで植えた樹木の所有権を有する場所もある。ここ

での利益の分配は、より複雑となるであろう。
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道路を設計する人は、土木工事や建造物にばかり注意を払い、なかなか樹木を 

導入し利用しようとしない。その結果として、泥の流入や路面の浸食などにより、 

道路自体も被害を受ける。ひとたび被害を被ると、道路や近隣の土地の補修に多 

額の費用がかかる。しかし、この被害のほとんどが、設計の段階での土壌保全に 

対する配慮によって防ぐことができる。 

＜樹種＞ 

多くの樹種が普遍的に都市や郊外の道路沿いに植えられている。乾地アフリカ 

でよく用いられている観賞植物には、Jacaraiuた （ジャガランダ属）、Schinus 

molle （コショウボク）、Delonix regia （ホウホウボク）、Melia aze威lrach （セ 

ンダン）、Cassia siainea （タガヤサン）、 Cassia spectahilis などがある。北ケニ 

アの半乾燥地域では、Prosopis （マメ科）、A cacia （アカシア属）、Cordia （カ 

キバチシャノキ属）、Ziz切hus（ナツメ属）の樹種が用いられる。付録Iの表1 

に、観賞用にふさわしい樹種を示した。これらの樹種の多くは、燃材や飼料、建 

築用小材、蜜の生産にも利用できる。Melia aze威lrach （センダン）は除虫物質を 

生産する。 

Acacia（アカシア属）やProsopis 属の樹やA zadirachta mciにa （インドセンダン） 

は、耐乾性があり、飼料となる豆やゴム、種子の油、小材を供給するので、道路 

端にはたいへんよい候補である。 

道沿いの樹木に様々な目的を持たせようとする場合、異なった要求を満たすよ 

う、樹種は慎重に選定すべきである。付録Iの表2に街路樹に適する樹種を幾つ 

か示した。 

＜管理＞ 

土地全体に囲いを設けることで道路沿いの土地を保護することは、実行不可能 

であると同時に不経済である。しかし、新しく植えられた木や灌木は、その道路 

を通る動物によって、踏みつぶされたり、若葉をかじられたりしてしまう。それ 

を避けるために、食べておいしくない樹種が用いられたり、樹木の周りに物理的 

な障害物をたてたりする。木はまた、伸びすぎて危険となった枝を切りとらなく 

はならないし、視覚的に邪魔な枝も切りとらなくてはならない。 
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道路を設計する人は、土木工事や建造物にばかり注意を払い、なかなか樹木を

導入し利用しようとしない。その結果として、泥の流入や路面の浸食などにより、

道路自体も被害を受ける。ひとたび被害を被ると、道路や近隣の土地の補修に多

額の費用がかかる。しかし、この被害のほとんどが、設計の段階での土壌保全に

対する配慮によって防ぐことができる。

<樹種>

多くの樹種が普遍的に都市や郊外の道路沿いに植えられている。乾地アフリカ

でよく用いられている観賞植物には、孟の伽加加 (ジャガランダ属) 、蹴れ加鄭

mme( コショウボク) 、震 わ〃鳶だ8卿 (ホウホウボク) 、Mdm 昭ed卿肥れ (セ

ンダン) 、C餌siα栂伽りm( タガヤサン) 、 Cqys加平ecrの遊ぶなどがある。北ケニ

アの半乾燥地域では、pmsのお (マメ科) 、Acm α (アカシア属) 、Comiq( カ

キバチシャノキ属) 、Zzzzpね那 (ナツメ属) の樹種が用いられる。付録 工の表 1

に、観賞用にふさわしい樹種を示した。これらの樹種の多くは、燃材や飼料、建

築用小材、蜜の生産にも利用できる。Mm α伽eね【のた (センダン) は除虫物質を

生産する。

Acの超 (アカシア属) や Pmsのぁ属の樹や Az頒胡僻たねimzcq( インドセンダン)

は、耐乾性があり、飼料となる豆やゴム、種子の油、小材を供給するので、道路

端にはたいへんよい候補である。

道沿いの樹木に様々な目的を持たせようとする場合、異なった要求を満たすよ

う、樹種は慎重に選定すべきである。付録工の表 2に街路樹に適する樹種を幾つ

か示した。

<管理 >

土地全体に囲いを設けることで道路沿いの土地を保護することは、実行不可能

であると同時に不経済である。しかし、新しく植えられた木や潅木は、その道路

を通る動物によって、踏みつぶされたり、若葉をかじられたりしてしまう。それ

を避けるために、食べておいしくない樹種が用いられたり、樹木の周りに物理的

な障害物をたてたりする。木はまた、伸びすぎて危険となった枝を切りとらなく

はならないし、視覚的に邪魔な枝も切りとらなくてはならない。
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＜期待される便益＞ 

特に暑くて乾燥した地域において、木陰は人の通行や牽引用の動物にとって重 

要である。歩行者や動物は道路ではなく、 2重3重に植えられた樹木の間を歩き 

たがる。伐出及び収穫はこれらの木陰の効用が失われないようになされなければ 

ならない。 

アフリカの多くの地域では、道路沿いの樹木から得られるものが家庭で医療に 

役だっている。 

6 . 6節 家屋の周囲および公共用地における樹木と灌木 

＜解説＞ 

もしも、家、学校の周り、市場、公共用地所に灌木、木、つる植物、芝や他の 

植物の種が豊富でなかったら、農村風景は感じがよくなく、生産的でない。農村 

の人々に対する木の貢献は、外部の者によってしばしば過小評価される。しかし 

ながら、公式調査と非公式報告の両方で、農村の人々は自分の家や庭の周りに木 

を植えることに極めて興味があることが示されている。 

アフリカ原産の最もポピュラーな木のいくつかは、いろいろな環境および社会 

状況のもとで、家屋群や公共用地で見られる。 タマリンド、マンゴ、イチジク類、 

アカシア類などがそうである。これらの樹種の多くは、ゆっくりと成長する。そ 

して、植えられたものではないのにもかかわらず、注意深く保護され、維持され 

てきた。これらの樹木の存在によって、家、市場、教会の位置が決まったことも 

あった。しかし、最近は、乱伐が進むにつれて、そのような場所へ利用目的を持 

って、Cassia siamea, C spectabilis, Jacaranda am如hia、ホウオウボク、ペルシャラ 

イラック、パパイアなどカ斗直えられるようになってきた。 

公共用地や家屋群における植樹の相対的重要性は土地使用や居住パターン、人 

種、年齢や性に依存しながら変化する。 

＜設計＞ 
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<期待される便益>

特に暑くて乾燥した地域において、木陰は人の通行や牽引用の動物にとって重

要である。歩行者や動物は道路ではなく、 2重 3重に植えられた樹木の間を歩き

たがる。伐出及び収穫はこれらの木陰の効用が失われないようになされなければ

ならない。

アフリカの多くの地域では、道路沿いの樹木から得られるものが家庭で医療に

役だっている。

6.6 節 家屋の周囲および公共用地における樹木と潅木

<解説>

もしも、家、学校の周り、市場、公共用地所に潅木、木、つる植物、芝や他の

植物の種が豊富でなかったら、農村風景は感じがよくなく、生産的でない。農村

の人々に対する木の貢献は、外部の者によってしばしば過小評価される。しかし

ながら、公式調査と非公式報告の両方で、農村の人々は自分の家や庭の周りに木

を植えることに極めて興味があることが示されている。

アフリカ原産の最もポピュラーな木のいくつかは、いろいろな環境および社会

状況のもとで、家屋群や公共用地で見られる。タマリンド、マンゴ、イチジク類、

アカシア類などがそうである。これらの樹種の多くは、ゆっくりと成長する。そ

して、植えられたものではないのにもかかわらず、注意深く保護され、維持され

てきた。これらの樹木の存在によって、家、市場、教会の位置が決まったことも

あった。しかし、最近は、乱伐が進むにつれて、そのような場所へ利用目的を持

っ て 、 C餌 sm 瀞伽吃m,C 切に‘物 凄 s,』の伽り回 αに“‘〆◇Ziα、 ホ ウ オ ウ ボ ク 、 ペ ル シ ャ フ

イラック、パパイアなどが植えられるようになってきた。

公共用地や家屋群における植樹の相対的重要性は土地使用や居住パターン、人

種、年齢や性に依存しながら変化する。

<設計>
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木本性植物は、快適さ、美しさ、有益さを増すため、本来住宅地や公共地に配 

置される。このような場所に植えられる種のもっとも特徴的な基準は控えめとい 

うことだ。つまり、それらは有害な匂いや、いらだたせる花粉を作らない。 

村の植樹プロジェクトが始まると、人々はどんな種を植えたいのか自分たちで 

決める。外部の専門家が庭にはーつの目的しかない観賞植物を選ぶかもしれない 

が、暑く乾燥した地域の人々は木陰について最初に考えるかもしれない。また、 

人々は、果実のなる樹木や山羊の飼料となりうる生け垣となる樹木を植えたい場 

合もある。 

＜樹種＞ 

住宅地や公共用地への植栽で、問題となるのは樹種の選択である。こういった 

場所にふさわしいアグロフォレストリー用の樹種を、付録Iの表2に掲げた。彼 

らに必要な情報は、新しいあるいは無名の植物の種の特性である。例えば、ある 

樹種は土台にダメージを与えたり井戸の邪魔になる。また刺激性の花粉を飛ばす 

樹種（Crownハズ属の樹種）や手に負えない程に巨大になってしまう（Eucalyptus 

ユーカリ属の樹種）ものもある。家の近くでは歓迎されない昆虫や鳥がやってく 

る樹木もある（Raz4wolfia caffra インドジャボク）。付録Iの表1.. 27列目に記し 

た種の特性は適当な樹種を探す際に重要であろう。 

勝手に選ばせると、人々は付近で見たことのある樹種を用いがちである。国外 

からの移住者が外来種を持ち込んでいる地域では、人々は、ブーゲンビリア（イ 

カダカズラ）やホウオウボクを育てている。Cassia （ナツメ属）やDelonix（ホウ 

オウボク属）、Jacaranda 属の、ちょっと前までは外来種だと思われていた多く 

の種が広く流行している。これらの樹種にとって乾燥し過ぎている地域では、人 

々は、たとえ水場が遠くにあろうとも、わざわざ水を運んできて定期的に水まき 

をする。また、家庭で捨てる水を木の根元にやることもある。 

居住地の植栽樹種の選定には、古くからの価値観や好みも影響する。ケニアの 

農牧地では、Eiythrina功yssinにa（デイゴ属）が宗教上の理由で居住地付近に残 

されている。Ficus （イチジク属）の多くの種も同様である。北イェメンでは、 

外来種でありながら地元住民が殊さら美しいと考えるピラミッド型の杉が、山岳 

地で最も知られている樹木である。 
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木本性植物は、快適さ、美しさ、有益さを増すため、本来住宅地や公共地に配

置される。このような場所に植えられる種のもっとも特徴的な基準は控えめとい

うことだ。つまり、それらは有害な匂いや、いらだたせる花粉を作らない。

村の植樹プロジェクトが始まると、人々はどんな種を植えたいのか自分たちで

決める。外部の専門家が庭には一つの目的しかない観賞植物を選ぶかもしれない

が、暑く乾燥した地域の人々は木陰について最初に考えるかもしれない。また、

人々は、果実のなる樹木や山羊の飼料となりうる生け垣となる樹木を植えたい場

合もある。

<樹種>

住宅地や公共用地への植栽で、問題となるのは樹種の選択である。こういった

場所にふさわしいアグロフォレス トリー用の樹種を、付録工の表 2に掲げた。彼

らに必要な情報は、新しいあるいは無名の植物の種の特性である。例えば、ある

樹種は土台にダメージを与えたり井戸の邪魔になる。また刺激性の花粉を飛ばす

樹種 (Cmro〃ハズ属の樹種)や手に負えない程に巨大になってしまう(β耽の〆那

ユーカリ属の樹種) ものもある。家の近くでは歓迎されない昆虫や鳥がやってく

る樹木もある (R似wo坊αc功釣りインドジャボク) 。付録 1の表 1、27列目に記し

た種の特性は適当な樹種を探す際に重要であろう。

勝手に選ばせると、人々は付近で見たことのある樹種を用いがちである。国外

からの移住者が外来種を持ち込んでいる地域では、人々は、ブーゲンビリア (イ

カダカズラ) やホウオウボクを育てている。C僻siα (ナツメ属) や震わ〃‘x( ホウ

オウボク属) 、1の姻剛 "属の、ちょっと前までは外来種だと思われていた多く

の種が広く流行している。これらの樹種にとって乾燥し過ぎている地域では、人

々は、たとえ水場が遠くにあろうとも、わざわざ水を運んできて定期的に水まき

をする。また、家庭で捨てる水を木の根元にやることもある。

居住地の植栽樹種の選定には、古くからの価値観や好みも影響する。ケニアの

農牧地では、Eヴ肋だ加のッ肌 mcα (デイゴ属) が宗教上の理由で居住地付近に残

されている。Fic“s( イチジク属) の多くの種も同様である。北イエメンでは、

外来種でありながら地元住民が殊さら美しいと考えるピラミッド型の杉が、山岳

地で最も知られている樹木である。
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公共用地の若い植物の保護は、たいてい、'soci可fencmg'（この植物は害され 

てはならないという共通認識）か、あるいは有刺枝、編み合わされた繊維や材、 

蔓といった個々の小さな部分に限られている。時には、食用作物を実生のすぐ周 

りに植えて、この植物を守らねばならないということを示すことがある。これは、 

新芽を食う動物や歩行者、家畜、荷車などの交通を抑止するのに充分効果がある。 

＜期待される便益＞ 

木陰は一番重要であることが多いが、公共用地の樹木は他の多くの便益を生み 

出している。多くの地域では、果物、鞘、葉が家の周りで育っている木から収穫 

される。家に植えられている何種かのイチジクは、4つの違う目的をもつ。1つ 

目は支柱として植えられ、庭の周りの塀を作ること、 2つ目はその葉が家畜の餌 

となること、 3つ目はその果実が家族の日常食物の補完物となること、4つ目は 

その若いつぼみや花から薬がつくれることである。 

公共用地の若い植物の保護は、たいてい、 'socim篤ncmg'( この植物は害され

てはならないという共通認識) か、あるいは有刺枝、編み合わされた繊維や材、

蔓といった個々の小さな部分に限られている。時には、食用作物を実生のすぐ周

りに植えて、この植物を守らねばならないということを示すことがある。これは、

新芽を食う動物や歩行者、家畜、荷車などの交通を抑止するのに充分効果がある。

<期待される便益>

木陰は一番重要であることが多いが、公共用地の樹木は他の多くの便益を生み

出している。多くの地域では、果物、鞘、葉が家の周りで育っている木から収穫

される。家に植えられている何種かのイチジクは、 4つの違う目的をもつ。 1つ

目は支柱として植えられ、庭の周りの塀を作ること、 2つ目はその葉が家畜の餌

となること、3つ日はその果実が家族の日常食物の補完物となること、4つ目は

その若いつぼみや花から薬がつくれることである。
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第7章 牧草地および放牧地でのアグロフオレストリー 

＜解説＞ 

牧草地および放牧地での木本性植物の生産は、シルボパストラル・システムと 

呼ばれている。樹木や灌木は家畜用の飼料を生産するために利用され、もしくは 

材木、燃材、果実などを生産するために育てられる。このシステムは、牧草地の 

安定性や肥沃度を持続させるのに役立つし、土地の劣化や砂漠化の過程を押しと 

どめる働きもする。 

樹木や灌木の配置は多様である。例えば、半湿潤地域では、商業的生産のため 

のココヤシが牧草地に散在し、家畜のための鞘を産するアカシアは乾燥地域の牧 

草地に広く分散する。 

シルボパストラル・システムは、アフリカで昔から行われていた。半乾燥気候 

では、降雨が不規則で、乾季に栄養の高い牧草が消失するため、樹木や灌木が牧 

畜の不可欠な要素となる。もっと乾燥した地域では、例年、降水の後に若葉が短 

期間芽出しするだけで、牧草はまったくない。 

緑の若葉や高タンパクの鞘をつける樹木や灌木が豊富にあるかどうかを考えて、 

遊牧民族は乾季中の放牧地を選んでいる。牧畜を営む者は、作物の耕作よりも、 

すでにある若葉の管理や特別な飼料の貯蓄に興味をもっている。 

乾燥した牧草地では、木本性植物はあまり集約的に管理されないし、利用目的 

をもった植え付けも一般的ではない。一方、土地が不足している湿潤な高原地帯 

では、この活動が広くみられる。しかし、これらの地域でも、通常は、木材と飼 

料は別々な場所で生産されている。 

牧草地で飼料木を生産する際の主な障害は、樹木や灌木が十分に成長するまで、 

動物の利用及び放牧を制限する必要があるということである。特に生産的な場所 

では、家畜を締め出すことの短期的な機会費用は高くなる。深刻な飼料不足がな 

い限り、樹木を導入するインセンティブは低い。 

＜設計＞ 

アグロパストラル・システムは、サバンナの大規模な放牧地にも、小規模な散 

在する牧草地にも適用できる。サバンナ地域では、存在する樹木及び灌木のもっ 
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第 7章 牧草地および放牧地でのアグロフォレストリー

<解説>

牧草地および放牧地での木本性植物の生産は、シルボパストラル・システムと

呼ばれている。樹木や潅木は家畜用の飼料を生産するために利用され、もしくは

材木、燃材、果実などを生産するために育てられる。このシステムは、牧草地の

安定性や肥沃度を持続させるのに役立つし、土地の劣化や砂漠化の過程を押しと

どめる働きもする。

樹木や潅木の配置は多様である。例えば、半湿潤地域では、商業的生産のため

のココヤシが牧草地に散在し、家畜のための鞘を産するアカシアは乾燥地域の牧

草地に広く分散する。

シルボパストラル ・システムは、アフリカで昔から行われていた。半乾燥気候

では、降雨が不規則で、乾季に栄養の高い牧草が消失するため、樹木や潅木が牧

畜の不可欠な要素となる。もっと乾燥した地域では、例年、降水の後に若葉が短

期間芽出しするだけで、牧草はまったくない。

緑の若葉や高タンパクの鞘をつける樹木や潅木が豊富にあるかどうかを考えて、

遊牧民族は乾季中の放牧地を選んでいる。牧畜を営む者は、作物の耕作よりも、

すでにある若葉の管理や特別な飼料の貯蓄に興味をもっている。

乾燥した牧草地では、木本性植物はあまり集約的に管理されないし、利用目的

をもった植え付けも一般的ではない。一方、土地が不足している湿潤な高原地帯

では、この活動が広くみられる。しかし、これらの地域でも、通常は、木材と飼

料は別々な場所で生産されている。

牧草地で飼料木を生産する際の主な障害は、樹木や潅木が十分に成長するまで、

動物の利用及び放牧を制限する必要があるということである。特に生産的な場所

では、家畜を締め出すことの短期的な機会費用は高くなる。深刻な飼料不足がな

い限り、樹木を導入するインセンティブは低い。

<設計>

アグロパストラル・システムは、サバンナの大規模な放牧地にも、小規模な散

在する牧草地にも適用できる。サバンナ地域では、存在する樹木及び潅木のもっ
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とも有望なものを選択的に保護・管理することにより、水土を保全するばかりで 

なく、飼料の生産も向上させることができる。これらの植物の天然更新は、放牧 

される家畜から保護されながら、微小集水池（5.4節）に集められる天水によっ 

て促進される。さらに、はっきりと土地の利用権を確定することにより、これら 

土地の持続可能な利用を確実にすることができる。 

牧羊者は、通常、飼料木の維持に強い利害関係をもっており、その樹木の利用 

に関しては慣習的な規則に従っている。例えば、川沿いの森林地帯にある特別な 

樹木とその生産物に対する採集権を個人に認めている民族もあれば、氏族や村落 

による樹木の利用権に関して明確な規則をもつ民族もある。 

牧草地の樹木と灌木の利用に基礎をおいた生産システムは、現存の木本性植物 

を保護、管理し、それらの天然更新を促進することに、あるいはあまり有用でな 

い種を選択的に取り除き、新しい樹種を植栽するなどの手段をとおして価値ある 

種を保護し、管理することによって確立され、改良される。 

＜樹種＞ 

牧草地及び放牧地におけるアグロフォレストリーのための木本性樹種の選択は、 

放牧圧、家畜の種類などと同様に、地元での優先権や環境条件に左右される。 

A cacia やProsopis といった種は半湿潤の放牧地での飼料となる鞘の生産によく適 

しているが、Leucaena leucocephala, Gliricidia sepium, Combretum 属の樹種は、改 

良牧草地での飼料用となる葉や燃材の生産により適している。樹木や灌木の特質 

は、付録1の表2に示されている。 

北部ケニアの半砂漠地域の遊牧民を対象に試みられた、樹木の植栽において、 

始めの一定期間の散水が可能な場所で成功をおさめたものはProsopis chilensis, 

ルrkinson放 aculeata, Mel忽azedara九 A zadirach忽indica, Carica papayaである。成長 

は遅いが、A cacia senegal, A cacia tortilis, Salvadora persica も在来種の中でもっと 

も成功したものである。散水が不可能なところでも、年間降水量がわずか180mm 

しかないが、微小集水池を利用して、Prosopis とAcaciaの樹木を根付かせるのに 

成功している。 

旱魃の間でも飼料や食料を生産できる灌木は、放牧地で特に有効である。おそ 

らく北部アフリカ原産であるCajanus cqjan（はとまめ）は、窒素を固定し、貧栄 
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とも有望なものを選択的に保護・管理することにより、水土を保全するばかりで

なく、飼料の生産も向上させることができる。これらの植物の天然更新は、放牧

される家畜から保護されながら、微小集水池 (5,4節) に集められる天水によっ

て促進される。さらに、はっきりと土地の利用権を確定することにより、これら

土地の持続可能な利用を確実にすることができる。

牧羊者は、通常、飼料木の維持に強い利害関係をもっており、その樹木の利用

に関しては慣習的な規則に従っている。例えば、川沿いの森林地帯にある特別な

樹木とその生産物に対する採集権を個人に認めている民族もあれば、氏族や村落

による樹木の利用権に関して明確な規則をもつ民族もある。

牧草地の樹木と濯木の利用に基礎をおいた生産システムは、現存の木本性植物

を保護、管理し、それらの天然更新を促進することに、あるいはあまり有用でな

い種を選択的に取り除き、新しい樹種を植栽するなどの手段をとおして価値ある

種を保護し、管理することによって確立され、改良される。

<樹種>

牧草地及び放牧地におけるアグロフォレストリーのための木本性樹種の選択は、

放牧圧、家畜の種類などと同様に、地元での優先権や環境条件に左右される。

Acα海や Pmsのなといった種は半湿潤の放牧地での飼料となる鞘の生産によく適

してい るが、 Le"cα m ′e“coc47加血 ,G" 〃c雄αs印 i“m,Comb だ似m 属の樹種 は、改

良牧草地での飼料用となる葉や燃材の生産により適している。樹木や濯木の特質

は、付録 1の表 2に示されている。

北部ケニアの半砂漠地域の遊牧民を対象に試みられた、樹木の植栽において、

始めの一定期間の散水が可能な場所で成功をおさめたものは Pmsのばcm忽那な,

P伽ね〃somo の“定のα,Mm ααeね H叱ね,Az 頒‘れ叱たね imzm,C ‘〆 cα勲功のαである。成長

は遅 いが、 Ac の iqse〃egd,Ac 鑑 ZQZD捕鯨 ,S αv頒 ompe なにq も在 来種 の 中で もっと

も成功したものである。散水が不可能なところでも、年間降水量がわずか180mm

しかないが、微小集水池を利用して、Pms叩zsとAcの超の樹木を根付かせるのに

成功している。

早魁の間でも飼料や食料を生産できる潅木は、放牧地で特に有効である。おそ

らく北部アフリカ原産である C塀伽那 cの伽 (はとまめ) は、窒素を固定し、貧栄
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養な土壌でも生育する。Cordeawia edulis（イェエブナット）は、栄養のある実 

を生産し旱魃に強い灌木である。その実はソマリの遊牧民にとって主要な食物と 

なっている。この他、A triplex nummularia（ハマアカザ類）、も有用である。牧 

草地で選択的に導入もしくは持続される樹木や灌木については付録1の表2が参 

考になる。 

＜管理＞ 

乾燥地におけるシルボパストラル・システムの経営は、柵、新しく植栽された 

植物の特別な保護、放牧の制御、そして時に微小集水池の整備に焦点がおかれる。 

樹木は、柵のような物理的な手段よりも、社会的な同意をとおして保護される。 

伝統的に一定の地域は一定の間、遊休させられる。 

ケニアのある地区では、牧草地における樹木の天然更新は、家畜、特にやぎが 

届かないように、若木を支柱で支えることにより促進される。A cacia tortilis のよ 

うに横に広がるように成長する傾向のある樹種にとって、この方法は、動物に若 

芽を食べられないほど充分な高さに先端が成長するまでの時間を短縮させる。 

＜期待される便益＞ 

木本性植物を牧草と組み合わせることの主要な長所のひとつは、同じ場所で二 

つの有効な生産物を産出することである。牧草にあまりもしくは全く影響をあた 

えずに、価値ある丸太や他の商業的な樹木生産物が成長するところでは、経済的 

なインセンティブにより、樹木の植栽、保護、管理への臨時投資が正当化される。 

シルボパストラル・システムの木本性植物は、燃材、柵の材料、建築用丸太、食 

物、香辛料、繊維、染料、薬草などの家庭で利用する生産物を多く供給する。 

また、注意深く選択された木本性植物は窒素固定、土壌安定化、土壌養分の循 

環により、牧草の成長を促進させる。もうひとつの長所は、木陰を提供すること 

である。アフリカのほとんどの乾燥サバンナ地域では、日中の木陰は、家畜と飼 

い主にとって必要不可欠なものである。 
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養な土壌でも生育する。Come伽α加須“‘‘s( イエエブナット) は、栄養のある実

を生産し早魁に強い潅木である。その実はソマリの遊牧民にとって主要な食物と

なっている。この他、AI中郷 mmm 粥磯α (ハマアカザ類 ) 、も有用である。牧

草地で選択的に導入もしくは持続される樹木や潅木については付録 1の表 2が参

考になる。

<管理>

乾燥地におけるシルボパストラル・システムの経営は、柵、新しく植栽された

植物の特別な保護、放牧の制御、そして時に微小集水池の整備に焦点がおかれる。

樹木は、柵のような物理的な手段よりも、社会的な同意をとおして保護される。

伝統的に一定の地域は一定の間、遊休させられる。

ケニアのある地区では、牧草地における樹木の天然更新は、家畜、特にやぎが

届かないように、若木を支柱で支えることにより促進される。Acm7畝 zo捕鯨 のよ

うに横に広がるように成長する傾向のある樹種にとって、この方法は、動物に若

芽を食べられないほど充分な高さに先端が成長するまでの時間を短縮させる。

<期待される便益>

木本性植物を牧草と組み合わせることの主要な長所のひとつは、同じ場所で二

つの有効な生産物を産出することである。牧草にあまりもしくは全く影響をあた

えずに、価値ある丸太や他の商業的な樹木生産物が成長するところでは、経済的

なインセンティブにより、樹木の植栽、保護、管理への臨時投資が正当化される。

シルボパストラル・システムの木本性植物は、燃材、柵の材料、建築用丸太、食

物、香辛料、繊維、染料、薬草などの家庭で利用する生産物を多く供給する。

また、注意深く選択された木本性植物は窒素固定、土壌安定化、土壌養分の循

環により、牧草の成長を促進させる。もうひとつの長所は、木陰を提供すること

である。アフリカのほとんどの乾燥サバンナ地域では、日中の木陰は、家畜と飼

い主にとって必要不可欠なものである。
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APPENDIX III: GUIDELINES AND KEY QUESTIONS 
FOR INTER VIEWS 

PART 1. SAMPLE QUESTION-ANSWER SHEET 

1. Name of Site/Area 

2. Bounda・ies of the Site 

2a. What aで the site 加undaries for pulposes of this work? 

2b. Sketch these on a separate s加et. 

3. Group(s) 
Who lives here, works here or uses resources in this area?

4. Climate and Ecological Zone 

rainfall (mm/yr)  elevation (m)

temperature extremes  minimum maximum 

seasons 

(for example, number and timing of planting seasons per year) 

5.Natural Hazards/Problems 

thoughい  floods windstorms 

sandstorms landslides mudsildes  

extremes of temperature (explain) 
fires severe erosion other 

6. Local Terrain 

Sketch (on a separate sheet) the loc証 terrain and note the major variations in slo門 
and the locations of rivers, streams, lakes, ponds, sprin郎, swamps, season可ly flooded 
areas, gullies and severely eroded or deg 歌led lands. 

7. SoIls 
7a. List the major soil types in the area. 

7b. Sketch the location (distribution) of these soil types on a separate sheet. 

APPENDIX III:GUIDELINES AND KEYQUESTIONS
FOR INTERVIEW ′S

PARTI.SAMPLEQUESTION ・ANSWERSHEET

I.Name of sit引一丸「ea

2,Bound,aries of the Site

2a, W′bat 砥 the site駅)und印ies fofpulposes of 曲As wol世?

2b.Sketch these on a seParate sl鳩 et,

3,Group(s)
W 伯 o lives he-鳩, wo 感圏 be1記 or uses lesources inthdis area?

4,climate ー細ldEcological zone

raも証迎 (mm/yl) elevation(m)
temperatu 『e extlemes m 圃 mum mmuimum

seasoo]S

(for examnple, number and timingofplantingseasons 区 ryeal)

5.NaturaI Ha 雑 rds/Problems

djroughts noo お windstorms

s宅u1dstomns la11dslides muds 亘des

ext費:mes of temperatu 舵 (explaio)
行les . otlxi『SeVere eroslol1

6.L 銅ごaI Teー菖ai面

Sketch (on a separatesheet)t 肥 lw 副 teれ面 naodnotedlemajor valiadons in slope

alld thelocatiol鶏 oflive燭,stleanns,1謙 es,pon(超,spdnー事,swimnps,season 国lyflo()ded

aR}as,g u田岡 aDd seve疋ly e『(X1ed orde 郡司 ed lands,

7,Soi 闘

7a,L 篤t鵬 maiorsoil type s in tlleallea

7b,Sketchthelocation(distdbudon)ofthesesoiltyp 形sonasepalates 肥 et,



8. Vegetation and Land Use 
8a. List the major classes of vegetation and land use. For example, you might find 
the following land-use and land-cover categories: 

Land Cover Land Use 
forest conservation reserves 
woodland gathering/collecting areas 
savannah (trees over grassland) gra云ng and browsing lands 

open grassland croplands 

perennial crops gardens 
annu可 crops homesteads 

bare soil public markets and meeting places 

These categories will vary in different places, depending on the types of cover and the 
range of land uses. For instance, there may be two kinds of woodlandーopen grazed 
woodland and dense forest protected as a conservation area. In t加 same area, there 

might be sever証 kinds of perennial crop cover on cultivated lands, including banana 

plantations, citrus orchards, multistorey home gardens and timber trees over coffee 
or tea. List the land-cover and land-use categories which best describe the range of 
conditions in the area: 

Land Cover Land Use 

8b. On a separate sheet, sketch the distribution of these land-cover/land-use types 
血the local landscape. 

8c. List some of the most common plants in the area: 

crops grasses shrubs trees 

8,VegetationillldLIII1dUse

8a.L 無 the major classes ofvegetadon and l額 luse.Forexannple,you might 6nd

the follow 加-g lamd‐use 額・d l紅ld‐cover catego 亘es:

ム卿dCover

節 lest

wolokjl鉱ld

savannah (trees over grassland)

01光ngrassla11d

匿把回国副 Crops

測【InuaI CroPs

bainesoil

　　　　　　

conselvation leselves

gathe山一馴couec 面 g aR郷

grazing and browsing l山D(IS

CrOP1a10(ls

galdens

homestea( 燭

Public malkets 鑓}d meetblgP1aces

These categodeswiuva indiflelentplaces,dependingonthe 朝 P吟sofcoverandl he

range ofl印Dd uses.Forinstance,d le舵 may be two 恩 n餌 ofwood ーan ◆区 ngrazed

wolokll額ld alld del態e fblest protected as a conseINation anea,1 1l trle samne anea, theー陀

might be severalkinds oflpe比luDialcmp coveron cultivatedlamds,i ncludU]hg bzmal1a

plamtalions,citIUs orcll町ds,muldstoley home g細dens 額ld ti中btermとes over cofたe

or tea.List the lamd‐cover 鎚ld lamd-use categodes w 凪 ch b listdescdlbe the raば・ge of

con盃tiol篤 in the anea:

ム卿dCover

8b.on a seParate sbeet,sketch t醇 distdbution

iD 血 e l蟹瓢 landscape,
ofthese land‐cover 九and‐use 朝 Pes

8c.List some ofthe most commonplamts in the anea:

crりPs gmisei ihn-ばわs ireei



8d. List some of the most important plants: 

crops grasses shrubs trees 

9. Setfiements 
9a. Describe below and 止etch on a separate sheet the type(s) of settlement pat-
tern, plus the ro記s, paths and waterways and their role in the larger landscape. 

9b. Note the locations of waterpoints and crossings for people and animals and fill
in the names of these places on your sketch from 9a. 

10. Landscape Relationships 
lOa. Compare all the sketches and note any strilcing or important relationships be-
tween slope, soil, water, vegetation type, land use and settlemen惚. For example, do 
settlements occur mainly along the slopes of皿lls, on hilltops, along rivers or in as-
sociation with some other natural feature of the landscape? 

lOb. You may also find it convenient to note these related features (lOa) on the 
original or separate sketches. 

8d, L istsome of the most i師 pomlotpl 鎖 ts:

　　　　　 　　　　　　　 　　　 　　 　　　　

9.& 弐tlements

9a. Descdlk below and sketch on a separate sheetdleq 内因 (s)ofsetdemeotpat-

tem, plus the roi"is,Patlw 鉱ld watelways 細ld theirlole i口 dle lalgerlalldscal鳩,

9b,Note d le locadons of wate埋めints細ld crossings fbrー畔 ople 鑓ld andmals alld 6 11

in dbe namnes ofdlese P1aces onyoursketch をom 9a,

10.Landscape Relationships

loa,ComPane allthe sketches 棚ldnote 額ly sbijdng orimPoni 鑓ロt leladonsl頃ps ble-

tween slo1舵 , soa,Water,vegetation tyPe,land use 額1dse 賃lemen 嶋,Fore ×aumP1e. do

setdelmentso に urm 須lqy alongtt嶋 slol巽sofmlls,on 匝U1tops,alonglivelsorinas-

sociation with some other natural feature of dle lan山;cal鳩?

lob、You may also行nd itconvenienttonotedlese 記lated危atu陀s (loa) on the

oligimal or sepairatesketches,



APPENDIX IV: SUMMARIZING INFORMATION 
FOR PLANNING AGROFORESTRY RESEARCH 
AND EXTENSION 

1. Background Information 

List the most important categories of land type, t加 most important land uses, the 

major land-user groups and the most serious problems at the household and community 

level. 

1.1. Land types 

1.2. Major land uses 

1.3. Major land-user groups 

1.4. Most important resource/production problems at the household level (in order 

of importance) 

Resource Product加'I 

1.5. Most important resource/pr吋uction problems at the community level (in order 

of importance) 

Resource Pro加ction 

APPENDIX IV:SUMMARIZING INFORMATION
FORPLANNINGAGROFORESTRY RESEARCH
ANDEXTENSION

1,BackIProundlllformation

List the most inlpomant categolies of lamd【yl)e,t膨 most imPo 中細t lauld uses, the

maiorland ‐user 即oupsandt 肥 mostsedousproblemsatthe household 細 ]commu 国ty

level,

1,1.Limd 朝区 s

l.2.Maiorlanduses

l,3.Major l額 d‐user groups

l.4. Mostmlponmt 陀source中roducdooproblemsatthehousehold level(鑓 older

of impoItance)

1,5,Most important lesource/ProducdonProblems atthecommunity level(in older

of impo1tance)



2. Information Related to Tree Planting/Planning 
Based on prior interview notes and observations, list the most likely species and 
agroforestiy practices compatible with local conditions, priorities and resources. 

2.1. Highest-priority uses (products/services) of trees, shrubs and grasses (in order of 
importance) 

2.2. Most popular (preferred or important) species for each use 

Use 卵ecies 

2.11lformationRelatedtoTreeP1anting/P1anming
Based on P・ior intelview notes and obser・用tiolls,l istthe most 皿くely sPecies and

agrofblesbヴ Practices comPadble with local conditiol鵬,Pdori 亘es and lesources.

2,1. Highest‐Prio亘tyuses(prCK1ucts/seINict認)oft 鴬 es,shqrUbs印Ddgrasses(inorder of

impo 山肌ce)

　
2,2,Most popul組 (P1e危ー舵 d orimpon 組 t)speciesfor each use



2.3. Obstacles to tree planting or agroforestry practices in the community 

Obstacle Changeable? yes/no仇ow? 

2.4. Places or types of place where serious confusion, conflict or overlapping righ加 
to land and trees exists and groups involved 
At the household level 

NatureげCo叩ict 

At the community level 

NatureげCo叩idI 

Where Between whom and whom 

Where Between whom and whom 

2.5. Most likely locations for future tree planting and agroforesり practices (in 
order of preference) 

2.3.obstacles to tngeplmlting or agmforestly plactices in thecommunity

C躍如gedb をアyeぎ/"o/乃ow ア

2,4, P1a‘光s or 朝 F嶋s ofP1ace where selious conhlsion,con 凸ictoroverla曝,Ping 亘ghts

to la=m alld tnees eゴロsts alld grouPsi nvolved

At thehousehold leveI

No‘“だ け の柳 !α Wねどre βe加 ""WA0m ond‐vたりm

Atthecommu] 国ty level

2.5,Most "kely locadonsEor

order of Pre 危 fence)

W んere

hltule tree planting 細 dagrofbresby plactices(in



2.6. Most likely and practical agroforestry practices-given the planting places, 
uses and species listed above ーand groups most likely to practice 

Practice Who 

&Work Plan 
After everyone has had time to think and talk among themselves, meet with the groups 
again to choose the species and agroforestry practices they would like to try. Select the 
places, species and practices for research or extension programmes, as appropriate, and 
begin a work plan for the next season. 

ルCdspace Agroforestry practice 卵ecies 

4. Sample of Group Interview Summary 

Site: Ginga, Lake Victoria shore, Kenya. 
EcozoneA 
Group: Ginga Women's Group. 

Profile of group: Low-income farmers of fis皿ng village want to supplement cash in-
come; formal group is recent, previously on-farm labour exchange. 

Number present: 19 people from 13 househol血 

Profile of those present: leader, technical assistant, cross-section of members, 5 men 
(husbands of members, interested elders). 

Household types: few women-headed households; women farm and men fish, but men 
help with farm and women process and market fish; extended families and polygamous 
family uni始; shared compounお, each adult woman manages own plot with husband. 

Farming system types: subsistence mixed cropping with some cash crops; sell cotton 
and maize; sell some frui加; one crop per year; most have cattle, goa嶋 sheep; among all 
present, 4 oxen and 1 donkey; most cultivation by hand, some use/rent oxen. 

Land tenure: most have 0.5 hectare or less, about one-third have 0.5 to 2 加ctaies; about 
one-third have own grazing land;加avy dependence on road ways, border lands and land 

2.6,M 鰍 臆 ely and plac寅副 ago 角期 町 placほぼ題ト÷淳Yentheplandogplaces,

uses and sメキcies瞳sted above÷÷組ld寧 oupsmost 皿綿lytopdFacd‘%

3.“70rkplaln

A 食er evelyo口e hi鵜 had 山中e to tb山直 andtalkannong 曲emselves,meet 「ば dl tllegro ups

ag縦ntochoose 飯キs ecies andag 和節比sbヴ pー閏唖 欄 theywould 皿ke to lはy, Sel総 t t脳

places,s l形des alldpー慣ctic認 め11℃search olex 記1圏憧onp1mB 町制mmes,as appmp 亘ate,枇ld

be醐 iawo 直 plam 節 f the nextseason.

P如α /叩αce A“噸ore飾り Pmc “cespecies

4,Sample of Group lllt轡 dew Summary

Site:GingaLake Victo1ia shoー陀,Kenya

E Iヒo脚 me:4,

GrouP:Ginga 鴎′omen's G1loup.

Prolile of gl÷oup:Low-income 飴mmeIS 0flishing 種 1lage walはt to suPplelme口t cilsh餌

come; fbmlal glhoupis lece:nt,pleviously on-f駕rm labourexchzmge,

Numb.er plnesent:19Pe;ople 旅 )ln13household 胆,

Pro 行le of those P1nesent:leader,tecbUPdcm assistamt,cーmss‐sec瞳on of membels, 5 men

(husb綿‘鰐 ofmembe 席,inte記sted eldels).

Household tyP-開 :食w women ‐headedhousehol( 窓 women 魚m 額ldmen 丘sh,but men

help 団 th f組rm 国od women plodgss alldmalket 賃sh;extendE ぬ fannaies mld Polygamous

Eannay u==-i嶋;shamed compoun 鮎 ,each adult womanm 組lages ownplotwithhusbiuld,

Farming system types: subsistence mixed cropping with some cash cmps;sell coはon

alld m 嘘綿 ; sellsome 丘Di悶;onecrop 黙;ryei広,mosthave came,goa 悶,sh比 p; 細 nong all
plesent,4oxenand l dol";ey;mostculdvadonbyh …md,someuse/ 舵 ntoxen,

Land tenulre:mosthaveo,5hectan;orless,aboutolxo.mi 国 hilveo.5to21M ラctales; about

one.th血頭 haveowngra 牡nglalld;t x;avydel 鳩国len‘鴬 onro…ldways,bolderlan 禽 班ldlamd



belonging to others; grazing is free, fuelwood collection restricted; land adjudicated; 100-
metre strip on lake shore is public (water and land for tree nurseiy). 

Crops grown (C = cash sale; S = subsistence): sorghum S (preferred); maize S (poor 
メelds last 4 years); beans S; cowpeas S; green gram S; groundnu加 CS; cotton C; citnis 

S; banana S; mango S; tamarind CS; papaya S; Balanites S; fig 5; all buy some grain 
March-June; about half sell some food crops at harvest; stored food is women's proper-
ty, crops in field are men's property. 

Cropping calendar and distribution of labour (M = men, W = women, C = 

children): 

Jan Fbb Mar Apr M 習 Jun Jul Aug S 叩 Oct Nov Dec 

very dry prepare land 

andかant 

~weed harvest dry very dry 

M ,W ~ -W w , C 

角reiwood trees/shrubs, ranked by preference: Balanitesaegyptiaca 1; Acacia seyal 
2; Tamarindus indicにFicus 叩p.; Euphorbia tirucalli (prefer to re叫ace with less ag 
皿ssive fencerow plant, less smoky wood); Lantana camera (widely used, not山sliked). 

Timber trees: Markhai”加 pルtyca lyx, Cassia siamea (for poles; some sell); Albizia 
coriaria (for boats, purchased from Uganda); purchase Olea africana from lake islands; 

going 戸ces are KS島7旬r roof poles and KS加10 for wall poles. 

Fodder tree山hrubs加asses: Grewia trichocarpa (cattle, s加ep and goats); Balanites 
aegyp議lca (cattle, s加ep and goats); Markhamia platyca加 (cattle, sheep and goats in 

dry season); Cass加siamea (goats in very thy periods); Euphorbia tiruca臓（goats血yeり 
dry periods); Tamarindus indica (sheep, goats and cattle in dry periods); Lantana 
camera (cattle, sheep and goats in dry season) 

Plants used for commercial or domestic handicrafts: Balanites aegyptiaca (spoons); 
Markhamia platyca加(fun血ure, preferlもd); Albiz加coriaria (furniture, pre息rred); 

Cassia s加mea, Eucalyptus app. (furniture); purchase palm fibre for baskets from Ugan-
da; use Balaniセs and Grewia to build storehouses；んdig可をra spicata 釦r bird or血n 

ca即s, baske加， trays; Tinnea arth加ica 釦rtr習5. 

Medicinal plants and wild foods: Harrison加 abyssinica；乃nnea aethiopica? 

Trees planted on cropland: Mai'khamia platyca加，Tam atindus indica left on 

cropland; papaya planted on cropland; Cassia siamea occurs, but they say it has nega-
five effect; other are neutral or improve crops. 

Problems, ranked from most to least serious: 1 rainfall, 2 fishing catch (fish pop皿a-

tion 山sturbed, Nile perch and tilapia dominate), 3 cash, 4 fuelwood, 5 cattle fodder, 6 

land shortage (contributes to 3, 4 and 5). 

辰 long山Dgto otbe硲;る一細面g is無毒,和elwoodcouecdonl 脳匝 cted:landa 巧udicated;100 ‐

metle st嘘P onlakesbo ー陀 isPubnc(watel 紅ldlmdfoll 困じenuls 剥げ),

Cropsgrowll(C= 嫌 sb sale:S =subs 縞ten比 ):sorghum s@le 危篤 d);maize s (poor

yields last4yea 邸 );beam;S;co 町 peass; 即een 採血 S: 鱒 ow 面 uts CS;co はon C; 山岡 s

s;bananas;mangos;tam 鯖iDdCS;papayas; βαZαmes s;6gs;mlbuysome 汐一心
Malnch-Jul*e; atX)uth国fsellsome わ閃 chops athaばrvesに stoー陀d foodis women'spimpe 感

ty, qppsin 丘eldalnemen'sprol 鴬弐y.

CroPPinlg calendar alld distdbution of labour(M = men,W = women,C =

　　　　　　　　　

J狐ーFぬ IM AP,1 MayIJ。nlーuーIAuglseploct1N 帆 1Dec
vely鮒 P1ep紙 lmd

andP1ant

Wee}d haばvest 町 veび 町

M,W W W,C

Fuelwood 館 ;es/slurubs,ram にed by Pre佳rence: βαわれfresα曙封Pridcq l;Ac 口ci口ぶり口!

2;7 Tomqrind 姻 無dicq Ffc郷 spp,;E “Pれorbio lfr“cdZ#(ple 危rtolepla( 潟 widllessag-

gn:鯖ive危ncerow plant,lesssmokywo( 虹 );加〃‘""α comerd(Widelyus 司 ,notdisU 辿ed).

1:1=b噌 tra閉 :Mor た間昭 lo P′αケ"bzズ,Coss1 α sl加川ゼロ (lbrpoles;some seU); A肺!z超

comαrid(fb『boa鴎 purchased 貴omUganda);purchaseoleo 引 Hco 加 丘om 園keislands;

go血 gpdces モ鵬 KSI脳 7 恥 r loofpolesalldKsl 脳 1ofbrw 組 Poles,

Fodder tr傑釧sblubs/g軍ass似s:Grewiq 扇 c′kフc口中α (‘沼はle,stメキep mdgoats); βα加川‘どぶ

αe8MPI物 c口 (ca皿 e,s脳 ep andgoa 鯖);Mor たね=臨海 メロウcoかズ (catde,sheep and goa鰐 in

dnyseason);Coぶぎ" ‘‘"m弧 (goatsinvely-町 pedod』);風ゅ彰形わ 妨艦〆“(goatsinveぴ
町 ped唖 s); r‘削norfM 那 加dfcd(skep,goats md catde in 町 pe幽晦 メ ム7郷伽 α

comero (came,sheepa 昭 igoa 憶 鑓 曲一season)

P1a田嶋 use虹 師-r commel 【cial or do1mesdchlmdicrafts: βα加川tesロゼ耽り飯ico(SPoons);

Mαrt棚購お Pなり錆びズ (allロdtu舵,ple熊died);A′bfz!o coバαパロ (範lnoinue,ple篤rned);
Co 顕彰 sl畝meo, E解α!卵 鯛 卸 p, (hlmiimle); pulchasepalmableforbasqketsfhomUg …uo-

da; use βα友徹 郎 紅ld Grew 畝 tobundstolehouses; ′〃斎彫りなぜro 叩 icom fbr bild or ben

cages,b 率直e嶋,tnays;丁fMβo dr微かfcofortrays,

Mddici 鴎aI P1antsand wild 節 ods:Horrison ね oゎyssfmco ′“ "“eo oe魚お夢にo?

耐嶋es P1ant綿 on cropland: 間ro戒′m“1中 P慮りcobtぽ,Tom α商 血 ぷ 南所cq le貴 on

cropl印励d; papaya plalnted on croplaばld;Cossfo siome α occuls,butdleysayithasnega-

dve e団ect;o 山er 館 neubFad or mlprove crops,

Problems, ramにed 作om most to least serious:lr 須nfml,2 行sh面 gcatch( 五shPopula-

don d istunt,ed,Nae 区 rch 額ld dlapiadominate),3 cash,4 61elwo(縦,5 ca"le 化K1der, 6

1回od sholtage(contlibutesto3,4 紅ld5),



Receptive (all, most, few, none) to tree/shrub planting on: cropland (few), boun-
daries (all), woodlo加 (few), grazing land (few), home compound (most). 

Species suggested: Cass何Eucaりplus (to grow on boundaries,血lo加for んel, poles); 

Markham加plalycalyx, Tamarindus indica 価cropland); Balanites aegypliaca; Ficus 

spp. (to grow on cropland, in fences, home compounds forんelwood, fruit, fodder). 

Potential farm-trial sites: lo加 of interest; most willing to try living fences; group leader's 
home available for demonstration; group mem吋s will provide 2 or 3 more farm sites. 

Plans, objectives for nursery: vegetables for home use and sale; seedlings for home, 

S水；want fruit, firewood, poles. 

Comments, other information: heavy use of fuel for smoking fish; pay KS加 5-8 per 
headi o記for firewood, KS加3 per hea山oad 加rs飴al poles; use one 加adload of fuel・ 
wood to smoke 20 fish; interest in replacing Euphorbな tirucalli in hedgerows with fast-
growing, more manageable fuelwood species; men are present, employed and actively 
interested economy of farm/fishing families is fairly commerci可; interest high in selling 
tree produc雄 or substituting own tree products for those now purchased, especi姐y fuel-
wood for smoking fish. 

R鎖ごeptive(lm,most, 俺w,none)to tー℃朝sl瞳ub P1auntiog on:c roP1amd( 免w), bouロー

d額ies (adl),Wooduots(few),glradogl 窄もd( 免w),homecomPotuld(most),

SPHecies suggesteHI: Cd 那加, E“co′卯加 y(togmwonbou 間 alies,inlots for61el,Poles);

M α汝棚晒 lo p幽か" ウメ, 九隅Mri〃山郷 卿 dfcq(in clmplmd); βα加川fes口e8XP" 鑑の Ffc‘婚

sPP, (to glhow on cl間PI率頭,iD 定D‘涛s,homecomPounl お 節r61elwodl,61qit, 元Kider),

Pot弧1鐘al錆ぽm‐trial sites:lotsofintelesにmostw1 皿加 gtol辱遊山ロg定nば籾 g1ゆuP1e 微量er's

home avilnめ lefbrdelmo- 帖midon; 即 oupmelmbels 病た皿 provide2 013 mol陀 麹 rmsites,

P1auls, objl斡liv.開 for nursl鱈y:vegetablesForhomeu! 陀 狐 ds 組e;se 桝田ingsfbrhome,

s挙 ;wmt 加 it,Gnew 唖 ,poles,

Commellts, other 細IFormation: 1leavyuse ofhleI Gorsmokjbog 61;h;Pay KSI庭 5-8 PI鱒

headloild 危 fablewo( ぬ ,KSI 脳 3 P1erheadloi血 fbr sis副 Poles;use one headload of 和el-

wood to smoke 20 五sh;加tel陀stinlepladng β“夢"orblo 雌riに可"inl1edgerows 一団他 East-

gloWiPg, mo1陀 mallageable 飽 elwo(虹 sIHごcies:men ajneP1esent,emP1oyed alld acdvely

in記戯曲α e{ぬnomyof 曲面VGS団bog知れ説 esisfajdycommerci 司;interesthighin sel"ng
加閃 PICK1uctsorsubsdtu 山)gownbloeprCKiuctsfbltbo 鷺 Dowpul に脳席ed,e sメキcia皿ynlel ‐

wood fbrsmokゴbog賃sh.



APPENDIX VI: CONTACTS 

GOVERNMENT RESEARCH AND DEVELOPMENT 
AGENCIES AND EDUCATIONAL INSTITUTIONS 

Direction des Eaux et For&s 
B.P. 7044 
0uagadougou, Burkina Faso 

Institut des Sciences Agronomiques 
du Buruncli (ISABU) 
(M. Oscar Ndabikingiye, 
Director General) 
B.P. 795 
Bujumbura, Burundi 

Forestry Research Centre 
P.O. Box 1034 
Addis Ababa, Ethiopia 

Federal Research Centre for Forestry 
and Forest Products 
(Prof. H.J. von Maydell) 
Leuschnersir. 91 
2050 Hamburg 80, 
Federal Republic of Germany 

Central Soil and Water Conservation 
Research and Training Institute 
Dehra Dun, U.P. 248195, India 

Forest Research Institute 
P.O. New Forest 
Debra Dun, U.P., India 

Indian Council of A帥cultural Research 
(ICAR) 
んism Bhavan 
Dr. Rajandra Prasad Rd. 
New Del駈 110001, India 

Kenya Agricultural Research Institute 
(KARl) 
P.O. Box 74 
Kikuyu, Kenya 

Kenya Forestry Research Institute 

(KEFRI) 
Dryland Agio釦restry P回ect 
P.O. Box 340 
Machakos, Kenya 

Kenya Forestry Research Institute 
(KEFRI) 
(Dr. J. Odera, Director) 
P.O. Box 20412 
Nairobi, Kenya 

Kenya Prisons 
Horticulturist/Nurseries 
P.O. Box 30175 
Nairobi, Kenya 

Ministry of A炉culture 
and Livestock Development 
Department of A がculture 
P.O. Box 30028 
Nairobi, Kenya 

Ministry of Energy 
and Regional Development 
P.O. Box 30582 
Nairobi, Kenya 

Tree Seed Programnme 
Ministry of Energy 
and Regional Development 
P.O. Box 21552 
Nairobi, Kenya 

Department of Soil Science 
University of Nairobi 
P.O. Box 30197 
Nairobi, Kenya 
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College of A帥culture 
and Veterinary Sciences 
University of Nairobi 
Kabete Campus 
P.O. Box 30197 
Nairobi, Kenya 

Department of Agricultural Engineering 
University of Nairobi 
P.O. Box 30197 
Nairobi, Kenya 

Agroforestry Commodity Team Research 
(Mr. Ommar Ali Itimu) 
P.O. Box 158 
Liongwe, M 可awi 

Forestry Research Institute of Malawi 
P.O. Box 270 
Zomba, Malawi 

Direction des Eaux et Fo虎ts 
B.P. 275 
Bamako, Mali 

Ministre 山 l'A帥culture 
(Dil馴】teur du Projet Producti畦肥） 
Niamey, Niger 

Direction des Eaux et Fo肥加 
B.P. 578 
Niamey, Niger 

Centre d'Information pour le 
D6velop匹ment Rural 
Minis肥re 血 l'A帥culture 
Niamey, Niger 

Forestry Commnission 
(Dr. Jonathan Okafor) 
P.M.B. 1028 
Enugu, Anambra State, Nigeria 

Institut des Sciences Agronomiques 
du Rwanda (ISAR) 
(Mr. Lopold Oahamanyi, Director) 
B.P. 138 
Butare, Rwanda 

Direction （光nrale des Fo虍ts 
B.P. 621 
Kigali, Rwanda 

Institut 艶1踊galais由 
Rec加rchesAがcoles 
Centre National de Recherches, Parc 
Forestier de Hann 
B.P. 2312 
Dakar, Senegal 

Direction des Raux et Fo建ts 
B.P. 1831 
Dakar, Senegal 

N 姐on可Range Agency 
P.O. Box 1759 
Mogadishu, Somalia 

Tanzania Forestry Research Institute 
P.O. Box 95 
Lushoto, Tanzania 

Department of Forest Biology 
Sokoine University of Agriculture 
(Dr. Luther Lulandala) 
P.O. Box 3010 
Morogoro, Tanzania 

Department of Forest Economics 
and Policy 
Sokoine University of A帥culture 
(Dr. Aku Oktingati) 
P.O. Box 3010 
Morogoro, Tanzania 

Forest and Beekeeping Division 
Ministry of Natural Resources 
and Tourism 
(Mr. E.M. Mrizava) 
P.O. Box 426 
Dar es Salaam, Tanzania 

Faculty of A 帥culture and Forestry 
M 嘘erere University 
(Professor J.S. Mugerwa, Dean) 
P.O. Box 7062 
Kampala, Uganda 

CollegeofAgdqulmle

鑓ld vetetinaーy Scienc光渇

U唖vel悶ityofN 紬lobi
K副bete c棚口nPus
p,0.BO 区30197
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Institute of Development Studies 
(Dr. Robert Chambers) 
University of Sussex 
Brighton BN1 9RE, U.K. 

Oxford Forest Institute 
(Dr. Peter Wood, 
Dr. Jeffrey Burley, Director) 
South Parks Road 
Oxford OX1 3RB, U.K. 

Soci凪 Forestry Network 
A 帥cultural Administrative Unit 
Overseas Development Institute (ODI) 
Regent's College 
Inner Circle, Regent's Park 
London NW! 4NS, U .K. 

Department of Forestry and 
Wood Science 

Universiり College of North Wales 
(Prof. L . Roche) 
Bangor, Gwynedd LL 57 2UW, U .K. 

Caesar Kleberg Wildlife 
Research Institute 
Texas A . & M Universiり 
のr. Peter 1セIkeり 
Campus Box 218 
路ngsville, Texas 78363, U .S.A. 

Land Tenure Center 
University of Wisconsin 
1300 University Avenue 
Madison, Wisconsin 53706, U .S.A. 

Office of Technology Assessment 
U .S. Congress 
600 Pennysylvania Ave., S.E. 
Was血ngton, D .C. 20510, U .S.A. 

BILATERAL AID AGENCIES 

Danish International Development 
Agency (DANIDA) 
Mutomo Project 
P.O. Box 41 
Mutomo, Kitui, Kenya 

Internation証 Forestry Staff 
United States Department of 
A がculture/Forest Service (USDA/PS) 
Room 1208 RPE 
P.O. Box 2419 
Washington, D .C. 20013, U .S.A. 

Forestry Support Program 
United States Forest Service 
FSP Room 1208 RPE 
P.O. Box 2417 
Washington, D .C. 20013, U .S.A. 

Forest Research Division 
P.O. Box 22099 
Kitwe, Zambia 

Soil Productiviり Research Programme 
Ministry of A がculture 
Mt. Makulu Station 
Private Bag 7 
Chilanga, Zambia 

Agroforestry Specialis加 
Technical and Extension Services 
Department of A帥culture 
(Mr. Newton Spicer) 
P.O. Box 8117 
Causeway, Harare, Zimbabwe 

Forestiy Commission 
(Dr. Yemi Katerere, 
Deputy Commissioner for 
Rural Afforestation) 
P.O. Box 8111 
Causeway, Harare, Zimbabwe 

Forestry Advisor 
Forestry Department 
Embassy of Switzerland 
P .O. Box 30752 
Nairobi, Kenya 
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Norwegian Agency for International 
Development (NOR.AD) 

(Mr. G.C. Barrow) 
Norweがan Embassy 
P.O. Box 46363 
Nairobi, Kenya 

Overseas Development Administration 
(ODA) 
Embu-Meru-Isiolo Project (EML) 
P.O. Box 1199 
Embu, Kenya 

Reい0Il証0伍ce 
Soil Conservation Programme 
Swedish Internation可 Development 
Authority (SIDA) 

P.O. Box 30600 
Nairobi, Kenya 

OTAPS/Porestry and Natural Resources 
Peace Coips 
806 Connecticut Ave., N .W. 
Washington, D .C. 20526, U .S.A. 

Bureau for Africa 
U .S. Agency for International 
Development (USAID) 

Washington, D .C. 20523, U .S.A. 

Office of Science and Technology 
U .S. A 即ncy 釦r 血ternational 
Development (USAID) 

S&T/FENR Rm 515・D SA-IB 
Washington, D .C. 20523, U .S.A. 

INTERNATIONAL RESEARCH AND DEVELOPMENT 
ORGANIZATION S 

Benin FSR Programme 
Semi-Arid Food Grain Research and 
Development of the OAU (SAFGRAD) 

(Dr. Robert Mike Otsyina) 
B .P,3 
N 'DaIi, Benin 

Projects and Programs Division 
Comit6 Pennanent Inter-Etats de Lutte 
contre la S'cheresse dana le Sahel 

(CILSS) 
B .P. 7049 
0uagadougou, Burkina Faso 

Burkina FSR Programme 
Semi-Arid Food Grain Research and 
Development of the OATJ (SAFGRAD) 

(M. Amadou Ibra Niang) 
B.P. 1783 
0uagadougou, Burkina Faso 

血ternation証 Coordinator 
and Field Officer 

Semi-Arid Food Grain Research and 
Development of the OAU (SAFGRAD) 

B .P. 1783 
0uagadougou, Burkina Paso 

Chef du Projet d'Agroforesterie 
(Dr. Bahini Duguma) 
IRA-ICRAF 
B.P. 2067 
IRA Nkolbisson 
Yaounde, Cameroon 

Cameroon FSR Programme 
Semi-Arid Food Grain Research and 
Development of the OAU (SAFGRAD) 

(Dr. Wangoi Migongo-Bake) 
B.P.415 
Garoua, Cameroon 

NolwegianAgency lbr lotemadod 園
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International Livestock Centre for Africa 
(11CA) 
P.O. Box 5689 
Addis Ababa, Ethiopia 

Centre Technique Fozestier Tropical 
(CIFT) 
(M. Jean 費erre Goudet) 
45 bis, Avenue de la Belle Gabrielle 
94736 Nogent-su 小4arne Cedex, France 

Club du Sahel 
39, Bo皿evard Suc加t 
75775 Pans Cedex 16, France 

Centre Louis Emberger (CNRS) 
(Dr. H .N. Le Hou6rou) 
Route de Mende 
B .P. 5051 
34060 Montpeffler Cedex, France 

Institut Franais de Recherche 
Scientifique pour le Ddveloppement 
en Coop&ation (ORSTOM) 

213, rue La Fayette 
75480 Paris Ce面x 10, France 

Policy and Planning Service 
Forestry Department 
(Ms. Marilyn Hoskins, 
Communiり Forestry Officer) 
Food and A帥culture Organization 
of the United Nations (FAの 

Via delle Termi di Caracalla 
00100 Rome, Italy 

Energy/Development 加ternation紅 (EDI) 
P.O. Box 39002 
Nairobi, Kenya 

Environment Liaison Centre (ELC) 
P.O. Box 72461 
Nairobi, Kenya 

International Council for Research 
in Agro釦restry （にRAF) 
P.O. Box 30677 
Nairobi, Kenya 

Pasture Network 釦r Eastern 
and Southern Africa (PANESA) 

ILCA-Kenya 
P.O. Box 46847 
Nairobi, Kenya 

Agroforestiy Research Network 
for Africa (AFRENA) 

International Council for 
Research in Agroforestry (ICRAF) 

(Dr. J. Maghembe) 
Makoka A帥cultural Research Station 
Private Bag 3 
Thondwe, Malawi 

Sahelian Center 
International Crops Research Institute 
for the Semi-Arid Tropics (ICRISAT) 

(Dr.斑ck J. Van den Belt) 
B.P. 12404 
Niamey, Niger 

Centre Technique Forestier Tropical 
(er?r) 
B.P. 12090 
Niamey, Niger 

Internation凪 Institute of 
Tropic司 A がculture (IITA) 

(Dr. B.T. Kang, Dr. B.N. Okigbo) 
P.M.B. 5320 
Ibadan, Nigeria 

Non-Governmental Liaison Service 
International Tree Project Clearinghouse 
(ITPC) 
2 U .N. Plaza 
DC-2-RM l103 
New York, NY 10017, U .S.A 
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PRIVATE VOLUNTARY AND NON-GOVERNMENTAL 
ORGANIZATIONS 

Baobab Farm, Ltd. 
P.O. Box 90202 
Mombasa, Kenya 

Catholic Diocese of Nakuru 
P.O. Box 938 
Nakuru, Kenya 

Catholic Diocese of Nakuru 
East Pokot A帥cultural Project, Kositei 
P.O. Mangat 
via Nakuru, Kenya 

Regional Technical Advisor 
for Agroforestry 
CARE Intern雌on証血Kenya 
P.O. Box 43864 
Nairobi, Kenya 

Green Belt Movement 
(Dr. Wangari Mathai, 
Programme Coordinator) 
Nation証 Council of Women of Kenya 
P.O. Box 43741 
Nairobi, Kenya 

Kenya Energy Non-Government 
Organizations (KENGO) 
(Mr. Achoka Aworry, Director) 
P.O. Box 48197 
Nairobi, Kenya 

Kenya Wood句el Development 
Programme (KWDP) 

P.O. Box 56121 
Nairobi, Kenya 

Mazingira Institute 
P.O. Box 14550 
Nairobi, Kenya 

Environment and Development Action 
in the Third World (ENDA) 

B .P. 3370 
Dakar, Senegal 

Concern 
P.O. Box 704 
Iringa, Tanzania 

Tanga Integrated Rural Development 
Programme 

P.O. Box 72 
Lushoto, Tanzania 

Joint Energy and Environment Projects 
(JEEP) 
P.O. Box 1684 
Jinja, Uganda 

Roy証 Botanic Gardens 
Kew, Wakehurst Place, Ardingly 
HaywaxdS He証血 
West Sussex RH17 67N, U .K. 

A がculture and Natural Resources 
Program 
CARE International 
660 First Avenue 
New York, N .Y. 10015, U .S.A. 

International Institute for Environment 
and Development (LIED) 

Suite 302 
1717 Massachusetts Ave., N .W. 
Washington, D .C. 20004, U .S.A. 

Internation証 Institute for Environment 
and Development (LIED) 

3 Endsleigh Street 
London WC1H ODD, U .K. 
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International Tree Crops Institute 
P.O. Box 888 
Winters, California 95694, U.S.A. 

New York Botanical Gardens 
Bronx, N.Y. 10458, U.S.A. 

Nitrogen Fixing Tree Association 
(Prof. James J. Biewbaker) 
P.O. Box 680 
Waimanolo, Hawaii 97795, U.S.A. 

Agroforestry Program 
Winrock International Institute 
for A炉cultural Development 
RT 3, Petit Jean Mountain 
Morriton, Arkansas 72110, U .S.A. 

Environment and Development 
Activities (ENDA)-Zimbabwe 
P.O. Box 3492 
Harare, Zimbabwe 

Oxfam Regional Headquarters 
P.O. Box 4590 
Harare, Zimbabwe 
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APPENDIX VII: LIST OF ACRONYMS 

CARE: Cooperative for American Relief Everywhere (New York, NY, USA) 

CTFT: Centre Technique Forestiとre Tropic可e (Nogent-sur・Mame, France) 

ENDA: Environnement et D6velop声ment du Tiers Monde (D水ar, Senegal) 

FAO: The Food and Agric皿tural Organization of the United Nations (Rome, Italy) 

GTZ: Gesellschaft fIr Technische Zusammenarbeit (Eschborn, Fe血ral Republic of 

Germany) 

ICAR: Indian Council of Agric吐tural Research (Central Arid Zone Research Institute, 

Jodphur, India) 

ICRAF: International Council for Research in Agroforestry (Nairobi, Kenya) 

tIED: International Institute for Environment and Development (London, U .K.) 

IlTA: International Institute for Tropic証 Agriculture (Ibadan, Nigeria) 

ILCA: International Livestock Centre for A 伍ca (Addis Ababa, Ethiopia) 

ILO: International Labour Organization of the United Nations (Geneva, 

Switzerland) 

IPAL/UNESCO: Integrated Project for Arid Lands of the United Nations 

Educational, Scientific and Cultural Organization (Marsabit, Kenya) 

ISRA: Institut Se叱g可ais de Recherc加Agricole (D止ar, Senegめ 

KARl: Kenya A がcultural Research Institute (Nairobi, Kenya) 

KEFRI: Kenya Forestry Research Institute (Muguga, Kenya) 

KENGO: Kenya Energy and Environment Organizations (Nairobi, Kenya) 

KREDP: Kenya Renewable Energy Development Project (Nairobi, Kenya) 

NAS: National Academy of Sciences (Washington, D .C., U .S.A.) 

NORAD: Norwegian Agency for International Development (Oslo, Norway) 

SIDA: Swedish 血ternational Development Authority (Stockholm, Sweden) 

APPENDIX VII:LIST OF ACRONYM 【S

CARE: Cool.Bradve fbrArhericamRe 亘efEve ロンwhel陀 (New Yo 虚 ,NY,USA,

CTFT: Centle Techqd立que Folest通陀 T1oPicale(Nogent-sur ‐Mainne,Framd;)

ENDA: Boviromelment et Develop- 巽ment du Tiels Monde(Dak 組 ,Seneg 国)

FAO: T1be Fo(m apd Aglicultwal olga一種駈ーdon ofthe UnitedNadol 閥 (Rome,lt 副y)

GTZ: Geseuscha 賃 貸1ば Tec 脳dsche Zusammenalbeit( 恥 chbom,Fe( 彰副 Repub"c of

Ge1m 鑓1y)

ICAR: ln山 an Colu・cn ofAgdc 一皿turaIReseiuch(Cent ・副 AddZone Resei紅cbllu-dtute,

i(XIPhur,ID盃a)

ICRAF: lntelmadonaI Council for Resealch in Aglmfblesbry(N 山robi,Kenya)

1IED: lntema 日onal l腿stitutefor Environument alld DeveloPment(LOIX1on,U.K,)

1ITA: lntelmational lns日tute fbr T1oPic副 Aglicultule(lbadiun,Nigelia)

ILCA: lntema 韓onaI UivestockCent 比 fbfA 化ica(AddisAbaba,E1hioPia)

ILO: lnternationaI Labour organization of the United Nations(Geneva,

Swit蟹江lamd)

IPAL/UNESCO: lntegrated Project for Arid Lands oftheUnited Nations

Educadon 鴎 Scienti行c 制ld Cultural orgad 醐ーdon Q瓢ansabit,Kenya)

ISRA: 1田川mts 白髭galais de Rechercl鳩 Aglicole(Dak 組, Seneg 副)

1.・1【: KenyaA が culmrm Resealchlnsdtute(N 山 obi,Kenya)

1.111 【: Kenya Fo・estry Reseamchlnstitute α【uguga,Kenya)

KENGO: Kenya Energy 組ld Environment orgaqdzations(Nailobi,Kenya)

1.111 ・P: Kenya Renewable Energy Development Pr巧ect(N 山 obi,Kenya)

NAS: NationaI Academy of scien α濯 ぐwashington,D,C,,U,S,A.)

NORAD: No【wegian Agency for lntelmationaI Development(oslo,Nolway)

SIDA: Swe 山sh lntelmadonaI Development Autho 直ty(Stock立10lnn,Sweden)



UNDP: United Nations Development Ptogramnie (New York, N.Y., U.S.A.) 

UNESCO: United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization 
(Paris, France) 

UNICEF: United Nations Children's Fund (New York, N.Y., U.S.A.) 

USAID: United States Agency for International Development (Washington, D.C., 
U.S.A.) 

USDA: United States Department of Agriculture (Bel加ville, Maryland, U .S.A.) 

VITA: Volunteers for Internation証 Technical Assistance (Arlington, Virginia, U .S.A.) 

WMO : World Meteorological Organization (Geneva, Switzerland) 

UNDP: U 国ted Nadol 賑 DevelOPmentP 【ognunme(New Yo 水 ,N.Y.,U,S.A,)

UNESCO: United Nations Educational,Scienti 員c andCultural 0rganiza 【ion

(Pad膨,F1amce)

1‐.11 I F: U 匝 ted Nado ー鵬 C1dldken's Fund(New York,N,Y,,U,S,A.)

1
ー
-dD: U1dted States Agency for lntelmation 副 DeveloPment( 、~aslangton,D.C.,

U,S,A,)

USDA: U国ted States DeP2旧 men 【ofAgricultu 舵 (Bel偲vine,Malyl 印Dd,U,S.A.)

VII十A: Volunteels 節 rlnte1α1adonaITech 画 caIAssislance( 山rangton,Vilginia,U,S,A,)

WMO: Wo ・ld Meteorolo 淳c副 orga]ddzation(Gel ※;va,Swit 蹟;rl額ld)



APPENDIX I : USES, PRACTICES AND CONDITIONS FOR MULTIPURPOSE TREES AND SHRUBS 

Table I Reported uses of trees of mterest for agroforestry development 

Uses 

釦ecles 

Wood roOd Fodder EnvirormentaI Other Uses 

幾鱈貞必磁態意／; 磁74//厩締 
'4:;り ン篤値なり葡ノ【ぎ縛何値が 

f 
ノ 

Acacia a伽d1 x x 2 2 1 2 2 市 寧 x 2 2 I I 0 2 l 2 0 2 2 I FJT 
A 山alboza 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 l 0 2 0 x 0 x 0 0 0 2 2 0 TFP 
A 山cl‘γrells 0 0 0 2 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 x 0 2 0 2 0 x 1 0 x 0 1 F 
A ehator 1 x I 0 0 0 0 0 0 0 l l l 1 0 l 0 0 0 0 l 1 1 0 0 0 丁J 
A holosericea x x 0 0 0 0 0 0 0 0 x 0 0 0 0 0 0 x 0 0 0 0 0 0 0 0 
月karroo 】 x 0 x x 0 0 0 0 0 x x x x 0 x 0 x 0 l x 0 0 x x x - 
A mearnsn I I 2 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 x 1 2 ■ l 0 0 x 0 0 0 1 0 F 
Amelanoxylon 2 x l x I 0 0 0 0 0 0 x 0 x 0 2 Ii x 0 x 0 0 0 x x x EPF 
A nlemerロ 2 x x 0 x 0 0 0 0 x x 1 x l x x F' x 0 x 0 I 0 x 0 x PTS 
A niん(rca 1 1 1 l I 2 2 1 1 1 x 0 0 2 x 0 2 I 0 2 I l JPTS 
Apolyaconiho 2 2 x 0 I 2 2 1 2 x 0 x 0 x 0 2 x x 0 2 2 2 
A saligna I 2 2 」 2 x 0 1 0 2 0 x 0 0 0 x x 0 EFP 
A senegal 1 1 x 2 2 2 2 2 I l I 2 I 2 x 0 0 0 2 1 1 2 0 TS 
A seyal I 2 0 0 2 2 2 1 I 1 0 0 2 x 0 2 2 0 1 2 0 1J 
月toril加 rodd:ano l 1 x x x 0 0 C * 0 x 0 I 0 x 0 x 2 l 2 2 2 x ERTV 
Acrocarpusノ-toxinゆbus x x x 】 0 0 0 0 0 0 0 0 0 x x 0 0 x 0 】 x 0 0 0 0 0 RF 
A dansorua叱'ala 0 x x x 1 1 1 2 l I 2 1 0 0 0 0 2 I 】 0 0 2 0 S 
A ノzeha quanzensu x x x 1 I 0 x 0 2 0 I 】 I x 0 x 0 0 x x 0 0 0 0 1 S 
Agave sisalana 0 0 l 0 0 0 0 0 0 x 2 0 0 0 0 2 0 0 I 0 0 x x TJ 
AルIzla kbbe改 x 2 1 2 2 2 I 2 x I x I x 0 x I 2 0 2 2 0 RF 
A s山lmI,emlllα X x x x 】 0 0 0 0 0 0 ．申 申’ 0 0 0 x x 0 0 0 0 0 0 0 0 F 
A加I's ocw7lmam I 2 2 I 2 0 0 2 0 0 1 】 0 I 0 0 0 0 0 0 0 0 R 
A nepaknsβ 1 2 0 2 x 0 0 2 0 0 0 x 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 F 
Anロcwdnml occI山nIak 2 1 0 2 0 x l 2 2 2 2 2 I 0 I x 0 2 2 2 0 2 2 I ES 
Annono sene胃ロ加エm x 0 X 0 x 0 x 0 x x x 2 2 0 0 0 0 0 2 0 x 0 0 x 0 S 
Ano:e'ssl's kIocarル 1 1 2 x I 2 2 2 2 I 0 0 0 0 0 0 2 0 2 2 0 

ゆF 

んlmdlnam oゆIna ~ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
A IrIIフIとズm"1lmuルna x x 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 x 0 0 x 0 0 0 0 0 0 F 
イmdimrhId IIlda1 1 1 2 1 2 2 2 1 2 2 】 2 x 2 0 1 I 2 0 0 EFP 
助Iwmes ロeRypIlacα I l 2 x 1 2 l I 2 x 1 ~ 0 x x 0 0 x 2 0 0 0 2 x Sv丁 

山U/1加ma reIImk「0 x 0 0 0 0 0 0 0 0 x x x x 0 0 0 0 x 0 0 x x 0 x x 0 P 
Bonlbax cosrorw" 0 0 0 x x 2 0 x 2 2 0 0 0 0 0 0 2 2 I 0 0 
助rロs了us oeIhIO,um 2 2 x x x I l l 2 l 2 x x 0 0 0 0 0 0 2 2 0 x x s 
Bosclo alRl'sIゆhα 1 2 I 0 I 2 2 x 0 x I 0 I 0 0 0 0 0 0 1 I 0 0 0 E 
BsロhcI oIm 0 0 0 x 0 車 中 0 x 0 0 I 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 E 
B seneRaknsび 2 0 0 x 2 2 x x 2 2、 2 0 0 x 0 0 0 0 

' 

KEY TO TABLE1 
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=Seconda」r use 
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APP βNDIX I:USES,PR^CTICES AND CONDITIONS FOR MULTIPURPOSB TREES ANDSHRUBS

Tablc I Rcpo1tcdus 竃篤 oftID閤 of1ntcr℃stfora 即 ofor℃st1ydcvclopment

　
　
　 　 　　 　 　　　　　　 　　Food
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イ イ"“"だ,葛 0 0 0 2 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 X 0 2 0 2 0 X I O X O I F 2 :Sd:on
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CDぐAn々 川文ron山“o′" X X o o o X O O X 0 o X X O X X X X O X o o o XX O P

ぶ “ぐる〃“ x x x o o x 。 o o o x x x x o X 0 x ox x x o o o O PJ
S′mmo “直 IDぐムme′"び o o o o o o o o o o O X X X 0 o o o o X o o o Xo o P

Sだrn"′" “′〃〃′o 2 X o2 2 2 一 1 l o o o o o o o o 2 1 2 0 1 0 0 0

Syzyp′リm ル朋′"" ー o o 2 o o Xo o o x x x 2 X o o o 0 2 X O O O X O EF

770川or‘“d肥rfndにo X 一 1 2 1 一 1 2 2 1 1 1 2 1 X 2 2 o o l o ー X 2 0 ESUFJ

71口川口"ズむり白y"o o X O X X O O O O 0 2 X X O X 1 o o o o o o OX O EIRUVJ
7ie"○刀ogm “"び 2 o l l o o o o o o 0 o o o o o o o o o o o oo o o
賃“ M ' わ′G “;" X I I O I 0 x o o o x x x o x oo o o o x o o o x o DS

γ (o′"彩り)o I X O X X O X 1 o O X O O 0o l o o o ー ー o o O X O EFG
r′れoαoメゼro 2 ー o x 2 o Q o o Q 2 0 o o o o oo o o o - 。 一 2 x

71oo“oぐ扇だ‘o o o o X 1 o o o o o O X O X o 2 o o o 2 X X o o X O EFPR
71だmo orle刀′oお 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 X ・ 0 2 0 X O X o 0 2 0 0 0X X EF
〆em ひmo omygd"""o X X X 0 o o o o I X X X O O O X o o O X o o oo o x

“′Fてdo“ーo“o o o 0 2 2 0 2 0 2 2 2 2 2o o o o o o o o o o 2 0
ズ'rn 「n …^^--^ “̂ 2 2 o o X O I Z Z X ! Z Z 0 o o o o o 2 一 一 o X2 0 T

7-7m 方urmo"Fnnnn l l l 1 2 一 1 2 2 x 1 2 1 1 0 2 0 0 0 0 1 一 o ー 2 x EFKPT

Z ′れば′oれo′o x 2 0 0 2 一 2 0 一 一 2 x x o o o o 」o 0 2 o o o o o o sT



Table 2 Appropriate practices and conditions for multipurpose trees and shrubs 

Agro伽「eatワPractices Soils 

Species 
磁競競 霧 

I 

ずj 
A codIa aめI山 l x 1 2 1 2 0 x 0 x SL 1 0 1 EWS 1,2,3,4 
A たalbata 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 SL I 0 0 0 0 0 0 0 ES '3 
A decurrens 0 0 0 0 0 0 I 0 x 0 0 0 a x 0 0 SL a I 0 l ~ 12 
A elialor I 0 0 I 0 0 1 0 1 0 1 I I 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ‘~ I 3.4 
月 holosericea 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ~ 12 
Akarroo 0 0 0 0 0 0 I 0 0 0 0 0 0 0 0 0 S 1 l I 0 l 0 I I ‘~ ~ 
Amearnsu 0 0 0 2 0 0 l 0 0 I 2 0 l 2 0 0 SL I 0 l 1 ES 1,2 
A melanoxylon 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 SL 1 1 0 0 E 1 
月 mell泥ra l 1 I 0 l 0 0 B 1 I 1 0 I 1 0 E I,3,4 
A nilotica 2 I l I I 0 I 0 BS 1 l 】 1 I I ES 1234 
A po(ycantha 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Ia 0 0 0 a 0 0 0 E 1,2,3 
月 sロh: 0 2 0 0 0 0 2 x 0 2 2 2 1 2 0 0 BS ■ l 1 1 0 l I ES 124 

A senegal 2 】 ■ ~ー I I 2 ■ ~■ 12 I BS N 0 l 0 I 0 0 EWS 1,2,3,4 

イse alstenocar,a 0 0 0 0 0 0 Ia 0 0 I I II 
■ 
回 
0 
lx 0 0 S ■ I I l 】 0 0 0 EWS 34 

Atoriths raddiana 0 0 ■ Ix 0 I 1 lx 0 SL I I l 1 1 I EWS ~ 
永'ocarpusノhsxznplius 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 1 0 0 0 SL 0 0 0 I ES I,2 
月dansonia dIgIt ala 2 0 0 I 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 SL l I 0 0 】 I 】 0 EWS 3,4 
月ノzeha quanzenss 0 0 0 0 0 0 0 I 0 0 0 0 0 0 0 S 0 0 0 0 I 0 ES 1,2 
ん‘lvezssalana 0 2 0 0 0 0 a 0 I I 2 0 2 0 0 0 0 a 0 0 0 0 0 0 0 0 E 1234 

Albizia adianthi olia 0 0 0 0 0 0 0 a 0 0 0 0 0 0 0 0 S 0 0 0 0 0 0 0 0 0 S I 
A lebbeck 1 0 0 1 0 0 2 0 2 x 0 0 ■ 0 0 0 s l 1 ■ 一 I ES l,2,3 
A s所Ilルenanα 0 I 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ■ 0 0 0 L 0 0 0 0 0 ■ 0 0 0 E 2 
A加l's acwmnロm 0 1 l 2 I l 0 1 0 0 . ■ 1 0 1 SL 0 0 I l 0 目 0 0 0 E - 
A nemたmlJ x 1 】 2 1 1 」 0 0 ■ 0 1 ■ L 1 】 1 0 I 0 E 23 
んwcロrdII',11 occ「山nIa加 I 2 1 2 l x 0 1 0 l . 0 SL 0 0 0 I 1 0 0 0 ESW 】23 
月nnom sene:okns" x 0 0 I 0 0 2 0 0 0 . - 0 x ■ . 0 BS 0 0 0 1 1 l 0 0 0 ESW 234 
Anogel55I灯 kmavpα 0 0 0 0 0 0 0 0 x 0 . - I 0 . ■ -0 ，’ I 0 0 0 1 0 W 2 
H nmdlnにrlag如と！F 

、
一
 ■ i. . 0 0 0 0 0 0 0 I ■ 

. 
0 0 2 ~ 0 0 0 0 0 0 ■ 0 0 E 

AIrI,kx nwllmI山rlα 0 ■ 0 0 0 0 0 0 0 l 0 0 0 0 0 B I I 1 1 . 0 I S l4 
A2adr口所‘'l m 山cロ I 2 0 0 0 0 2 2 I 0 l 2 s I 1 I I I 0 EW z3 
山IamIe5 oegrpmaI 0 2 2 2 2 I 1 2 2 I S 0 】 1 1 I l 1 0 0 EWS I,2,3,4 
加I功m」a IelJ'1ル 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 BS 0 0 1 1 0 l 1 0 0 EW 2,3 
Bombax cos'aIum 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 SL 0 0 0 0 l 0 1 0 W 2,3 
Bonlssu5 oe'hIOPwl1 0 0 0 I 0 0 0 0 0 0 l 0 0 0 0 0 L I 0 1 0 0 l I ESw 2,3 
及万cI'1ロ1lRl‘丁II/b'i'1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

KEY TO TABLE2 

= WclI suIted lo prac‘にe/slに 

=generally sulldble 
=suIlab】e m some cases 

＝琴nerally not sul[able 

ニnom角「mauon 

l
2
x

一0 

SIzE 
B =bush(less than lo Illeues t訊， 

wIlh Illull'PIe slems) 
b =stll訓I tree(belween IU ano 'U metres 

【司l) 
L ニIa唱e tree(ove「2o nle［「eslI」り 

11lese aIe repoded heIgh[s,lndにatlllg the即ne「司 

habIts or lhe plan" Helgh" vaIy aa二ommg【o 
Iocal condIhons,so [hese sIzes shcuId be cross・ 

checked w 川l local mkrmatlon 

REGION 
=East A 伽ca 

=West AInca 
=Southenl Amca 

E
W
s
 

l 
ECOZONE 

=Hlgmand subhum」d altItude over l（献） 

metres, annu司r引n【a］】5叩tol2(nmIll, 
nlImmunl にmPemure -3oc to 80。c 

2 ニSubhumIdwoodedsavanna annu祖 
「a ulIal l気×〕toI2α〕mIl1 

3 =SeIll]-a」－ld shmb savannah annu司「am-

fa]15(x〕【o 躯〕m 

4 =SeInl一and 【ree stePpe annu』「山nral1 
15o to 5叩m「11 

Table 2 Appropnatc praロー備 釘ーd condーnons formult'pu1posctrccs alldshlubs

　　　　　　
　

月"cm 確かdb l x -- 1 2 -- 1 2 0 -- × -- 0 一~ × - sL -- -- -- 1 0 ---- -- ー E鴇′S 1・2-3.4

月 42口偽mo o o o o o o l o o o o o o o o O SL I O O O O O O O ES 1,3 K
{ 4e(ゴーz"" 葛 0 0 0 0 0 0 1 o x o o o o x o o SL 0 一 -- 1 0 -- 1 -- ES 2

イ e′IQの′ 1 0 0 1 0 0 1 0 l o l l l o o o o o o o o o o o o O E 3,4 1 ;WCI1 suit

イ 占oわJer‘" o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o o E 2 2 =generally

月 たorroo o o o o o o l o o o o o o o o O S -- 1 1 1 0 1 0 1I ES X ;5ullable l

月 "zeo打rlぽ“ 0 0 0 2 0 0 1 0 0 I 2 o I 2 0 0 sL 1 o -- 1 -- .‐ 1 一 ES .,2
- :generally

イ 用eね"の坪わ“ 0 0 0 0 0 0 ー o o - o o o o o o sL - - ー - - ー oO E ー 0
:no

lnfo

月 mell・花ro - - 一 1 1 一 1 0 1 0 一 一 一 0 B 一 1 1 1 0 1 一 1 O E I.3、4

月 m‘or-" 一 2 一 一 1 1 1 1 一 0 1 一 -- - - O BS - 1 1 1 1 一 1 ー I ES 1,2,3,4 B :b 田山 (1儲

イ ロメymn′るα 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0O E 1,2,3 wl【hmul

月 M独唱71o 2 0 0 0 0 2 x 0 2 2 2 一 1 2 0 0 BS - 1 1 1 1 0 ー ー ES 1、2、4 b = Sm 副ltー℃

A im 役メ ー 2 - j - - 1 1 2 一 2 ー I BS I I O I O 1 一 0 O EWS IA も4 t剥1)

イ ieyo′;′〃“nrn′Dα 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 O X O O S I I I I ー 0 0O EW′S 3,4 L : la増e trく光

パ ‘o′‘‘応 用dd姻“o o - - 0 一 - X 一 0 1 1 ~ O X 一 0 SL 1 一 1 1 1 一 1 I EWS I.2.3.4
丁.hesearerepo 〔

月cmG のり尉 ルロエ'〃′たねLば 0 0 0 一 0 0 2 0 0 1 0 0 1 0 0 0 SL - - - - 0 0 0 1 一 ES 1,2 hab,ts orthe
p,

イdomomo d′文ー′o超 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 SL I I O O 1 一 1 1 O EW′S 3.4 ーocal cond,t,on5

月6p′ーooるm“ze′"β 0 0 0 - 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 O S - 0 0 0 0 一 1 O ES 1、2checked wlth lo
月文のりe s馬αあれ4 0 2 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 E ー,2,3,4

ゑ妙ばM ' .;/"′M O O O O O O O O O O O O O O O O S O O O O O O O OO S I

月 々bbeck l o o l o 0 2 0 2 X O 0 一 0 0 O S 1 一 1 1 一 1 ES I.2‐3 E ;Ea st A rn

月 ic目1m p en dねo o l o o o o o o o o o o o o o O L O O O O O O O O O E 2 W :West N
月毎因むr・一・--・- 0 1 1 2 1 1 0 1 0 0 1 1 ー 1 0 I SL O O ー l o - 0 0 O E S :Southem

ィ “リロ彪mm X I 1 2 1 j - 」 0 0 2 1 0 1 0 1 L I - 】 1 0 ー 1 一 O E も3

月…7二:rd‘um ÷′.
」 ・'

1 2 一 1 ー 2 ー 一 X O I O ー 一 1 O SL O O O I I O O 0 一 ESW 1,2,3
1 : 日,gMa nd"nn“" "“タク砧夕咽馬 X O O I O 0 2 0 0 0 1 0 X O I O BS O O O I I I O O O ESw 2,3,4

月れogβ'"… 企lordm o o o o o o o o O X 0 j l o o o O L ー J」 0 0 ‐-0 1 一 o W 2 metres・a

バ九mdu にrm-争わrn‘ 2 0 ー 0 0 0 0 0 0 0 0 ー 0 0 0 2 0 0 0 00 0 0 0 0 O E 中lnlmu

月‘rzD庭x nzo明m" 勿n汀 0 0 0 0 0 o o o o l o o o o o o B ‐ ー - 1 1 1 , o ー s ー、4 2
=

Subhum1
7"イ-roc方‘oIれdIごロ ー 2 0 0 一 o o 2 2 ー o I - - 2S ralnfalll l l l 1 一 0 一 EW Z3 3 :sern arld

ごr′▲:;′gsoe り′'〃 d 0 2 2 2 2 一 1 1 - 2 一 一 2 1 S O I I I I I I O O EW′S ー.っ.1,4l tal15(×)t

o - 0 0 0 0 1 0 1 一 0 0 ‐ 0 O BS O O I I O I I O O EW 2.3 4 :Seml ‐and

o o o o o o o o o o o o o o o O SL0 0 0 0 1 0 1 - O W 2‐3 150 to 5
βbr餌親葛 defムーo〃"m o o o l o o o o o o ー 0 0 0 0 O L I 0 一 1 0 01 I ESW 2.3

政フicmdnズ1・頭‘企むo o o o o o o o o o o o o o o o O BS O O 1 j o o o l O ESW3,4
β M′′“らAd o o O X O O O O O O X O O O O O BL O O I I O O O I O ESW 4
β ieねeRα企川け 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 O B O O I I I O LO O OEW 4
β“ーyrnぐnormum oorodnn 〃“ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 S ー 1 一 1 0 0 一 1 O EW I.2

"イハムn金打““ロ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 O BS O O I O O I O O O EW3. 4

Cの加邸 cq on o ー 0 0 1 1 2 1 0 0 0 0 0 1 0 0 B O O O I I O - 0 IES 2
COZZ1dndr口cdわ‘んryii・S X 1 o l l l o I X 2 1 0 0 X I I B I O I I I O I - O EW2,3

Cd〃;〃馬だわはメco l o o o o o o 0 2 2 0 0l o l I SL O O O O O O O O O ES
Gdゐ折り〃ば〃【りc“o o 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 B O O I O I I O OO EW
COのりor葛4ec‘duα 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 O BS O O I O I O O O OEW 4
Gd“"DOD0yd l o o o o o o o o l o o o o 1 2S I 0 一 1 ー 0 一 0 O E S W 乙3

G偲ぶIoJzomeo l o o o 一 2 1 ‐ 2 2 × 0 0 ・ 0 O S I 1 o l- - ー 1 O EW′S 1,2,3

c fリクr′nん′,ぐ 1 2 一 一 2 x - 2 x 2 」0 1 一 0 0 s 0 0 1 0 0 0 O Es 4

r"mm" りLoし""." “/,w一…… X O O O O 1 0 2 0 0 x x x o x L 1 1 一 1 ー 0- - 1 Es 1

G e‘四郎詔′た脳 1 2 1 一 1 1 1 1 2 2 一 ー 1 ー 1 2 L O I -1 1 0 一 0 I EW ー,2J

c dα“f7 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 x 0 0 x L O I 1 1 1 1 0 0 1ES ー
Ciedだねie郡ord2 1 0 0 1 1 2 1 0 2 0 0 1 0 ヱ 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 E
Ge′′IFo7っnconα o o o o o O X O O O O O O I O O SL O O O O O O O O O ES 1、3
Q 断るβ′ーmo れ 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 OS 1 ‐ 一 1 0 0 一 0 O E 2.3

C i肌e′好け ー 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 O BL 1 一 一 1 0 0 一 0 ー E w 2

C o coi n uclを「α 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 O L o l o l o o - -I E 3
r ′ 1……“…w" ………"r 1 0 0 0 0 0 0 0 1 ー 1 0 1 0 0 o s l ー ー 1 11 1 l s 34

Combre 粥川屋‘""“oJFU屑 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 O BL O O O I O O O O O Ew3,4

C 立方切開mum ー 0 0O X O O O O O 0 x o o o o o B O O I O I O O O O EW 2,3,4

C md を 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 O SL O O O O I O O O O ESW 2
rnmm ーD白ordo方r7cono o o o o o o o o l o o o o o o OB o l l l o 0 一 0 O Esw 3.4

Cordedもαー"edu′‘F O .0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 O B O O O O O O O0 O E 4

‘Cordーddbyii′“′Co 0 2 - o o x o o o x ー 一 10 -- o o o o o o o o 0 0 O E “

C izne′UU 2 0 0 0 0 o l o o o l o l oo o o o o o o o o o o E 4
Croleyddd の℃ron" 0 0 0 0 0 0 0 0 0 o x o l0 0 0 O BS - 1 - 1 1 0 I - O Ew 2.3

「6rofonmo ぐroi‘ochyi x l - 2 x x 2 x l x -- - × O 2 2 L o o o l o oo o o E 1・3・4

C M一, 1 2 0 0 1 1 1 2 0 2 1 0 ー1 2 2 2 L 0o o o o o o o O E 2
に "〆鄭囲 卿 "omco l o o - o o l o 2 2 0 ol l o o l sL o o o o o- - o o E s I

Dd めer則雄 me あれ○ズメ○n o o o o o O X O 0 oO X X O O O B S o o o o o l o o O E S W 2.3

応 m M ^ o o O X O O X O O O O O O O 0 o BL O O I 0 一 1 o o E SW 1,2,3

『刀"“′夕翫 誘vm o o o o o o o o o o o olo o o o sL oo o o o o o o o E

IDe′onーxeわ‘0 O 0 O 0 0 0 0 0 0 0 0 010 0 0 o sL o oo o o o o o o E 3
D re貸間 x o o o o o x o o o o o x o o o s o oo o o o o o o s l

ーD,chroi′dchyic′れereα ‐ 0 0 0 0 0 0 O X 0 o oー- 0 0 O BSl o l l o 1 一 0 I E S W 1,2,3

1Dーo 似 roime 塾“塗口哩甑 0 0 o o o o o o ‐ 0 o o o o o oSL 0 o l l o o o ‐ O ESW 2.3.4
1Do 孤友 yogoef7p"u o o o o o o o o O X 0o o o o o s o o o o o o o o O E

A 即 o‘or℃st1yPractー端 SOUS

ぶを

ぜず

S〆;C1es

KEYTOTABLE 2

; Wcllsuited ーop 「actlce/slte
=generally sulーdblc
;5u, ーable lnsome Cases
:generally noーsultable
:noInfo 「nnatlon

SIZE
: bush(1儲s than lo met「estail,

w1由 mulliple stems)
= small tree ttドーween ーUano とU metres

t剥1)
:la 増e tree(over20metres 【al)

nheseare 「epolledhe1ghts 、1nd1catulgthegencral
hab,【s orthe plants Heーgh嶋 Vallya(工ord1ng to
localcond ーーーons,so thesesーzesshc,uld becross-

checked wlth localーnformat1on

REGION
E ;East Arnca
w :west んrnca
s :Southem Arnca

ECOZONE
:HIgIUand subhulmd altーtuゴeover looo

met「cs, annualralnraU5( 刀 to12(刀mm,
mlnlmuln telnpt:rature‐30( to800C

ニ Subhumld woodcdsavann2Lannual
「alnfall9ooto ー2(刀mm

:Scm arld shrub savannah annual ra・n-
fal15(X)to90om

:Scm1 ‐and treesteppe annu 副 rainfall
150to5( 刀mm



ErvlhnnaabysIpa 0 0 0 0 x 0 0 l I 0 0 0 0 S 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ESW 1,2,3 
E'UI aJYDIUS carnaldulensis 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 0 x L 1 1 1 】 0 1 0 1 ESW 1,2,3,4 
~ 

L rlODul"l I) U 0 U U U 2 U U 0 0 U x 0 0 0 L 0 0 0 0 0 0 0 0 S I 

E "m rmhe山 0 0 0 0 0 x 0 0 0 0 x 0 x SL 0 l I 0 I 0 1 0 0 ESW 2,3,4 

E lereluorIlI」 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 x 0 0 0 L ~ 0 l 0 0 0 S I 

Eui,horbw halswi:iルra 0 0 0 0 0 0 x 0 1 x 0 1 1 0 0 0 B 0 0 0 l I I 0 0 0 EW 34 

E finnロm 0 0 0 0 0 x 0 】 x 0 0 0 0 BS 0 0 0 l 1 I 0 0 0 EW 

月l乃‘"penjI, 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 S 0 0 0 0 0 0 0 0 0 EW 2,3 

Fizafa加130 0 0 0 0 0 0 0 0 x 0 0 0 0 0 0 0 LE 0 0 0 0 0 0 0 0 0 E 

F ,lC ornorul 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 2 0 0 0 SL 0 0 0 I 0 0 0 ES 2,3 

Gleilitsia Irlac an:h01 0 0 0 0 0 0 2 0 2 x x 0 x 0 0 0 SL I I l l 0 1 0 1 S 1,2,3 

Ghru I山a 3Cr)Iuffl 0 0 0 0 x 0 x x l x 0 0 0 0 0 0 BS I I 0 0 l 0 1 0 0 E 1,2 

C ,nelu,a "rbarea x 0 0 x 0 0 2 0 0 0 0 x x 0 0 0 SL 1 1 l 0 0 ESW 2 

CrewII‘てl Iobusia 」 0 0 x 0 0 I 0 0 x 0 0 0 0 I SL l 0 ~ 0 0 0 ES 1,2 

Grどl'Ialenar 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 BS 0 0 I I l 0 0 0 0 EW 3.4 

GUIeIa sen era加1-i's 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 BS 0 0 0 ~ l 0 0 0 w 3,4 

I-Iaeen,a abIISSInU a 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 E I 

HrDhロenec orlaceα 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 L 0 0 0 0 I 1 0 0 E 34 

H :hebaua 0 0 0 0 0 0 x 0 0 0 0 0 0 0 0 0 SL 0 I 1 0 0 1 0 W - 

加dogoたrロormm 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 B 0 0 0 0 1 0 0 0 0 ESW 3,4 

.hlmr'lmんnm,msIんhα l 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 」 0 0 0 SL 0 0 0 l 0 0 0 0 0 ES 

JmroDho ' urms x 0 0 0 0 x 0 l x 0 0 0 0 B 0 0 0 0 1 1 0 0 0 Ew 234 

JImmerus Dro(em 0 0 0 0 0 0 0 0 x 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 E L2,3 

人h"l a seIIerロ加いび 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 l l 0 0 0 L I 0 0 0 0 0 EW 2,3 

k nvasIm x 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 x x 0 0 0 SL 0 0 0 0 .0 0 0 0 0 ES 

Lmnea acI山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 S 0 0 0 0 0 0 0 0 EW 2,3 

レucaer'l ku'oa'pha白 l 0 0 0 0 0 x 0 0 x 2 0 x 2 0 0 Bs l ~ 0 I 0 2 0 0 ESw L2,3 

Maenルロn2OIeIlMs 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Bs I 0 0 l 0 0 0 0 0 ESW 2,3 

Mcmw んh0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Bs 1 0 1 1 0 0 0 0 Ew 4 

Mae」oDsびemInII 0 0 0 x 0 0 0 0 0 0 x 0 0 0 0 0 L 0 0 0 l 0 0 0 0 ESw 2 

Mmlg‘んI'lIn血α x 0 0 0 0 0 I 0 0 0 0 0 x 0 x 0 L 0 0 0 l 0 0 0 ESW 3 

Mall功OIrIロZIovII 0 0 0 0 0 0 0 0 1 x 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 E 

Ma所hm7lIO DルIvc‘山vx 0 0 0 I 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 E 3 

Meんk'm quInq"eneIvm 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 x SL 0 0 0 0 1 0 】 0 1 ESW I,3 
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